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序 文

本書は四国縦貫自動車道（美馬～井川間）の建設に伴い、平成８年度と平成９年度に調査を実施した

三好郡三好町に所在する西原遺跡の発掘調査成果をまとめたものであります。

当遺跡は吉野川中流域北岸、讃岐山脈南麓に位置しており、縄文時代から江戸時代にかけての遺構・

遺物が確認され、弥生時代後期後半を主体とする集落遺跡であることが判明しました。今から約２０年ほ

ど前の昭和５６年度に、吉野川北岸農業水利事業の幹線水路埋設工事に伴い、足代東原遺跡の調査が実施

されました。その結果、弥生時代後期後半～庄内式併行（古相）に築かれた集石墓群が確認され、南北

の拡がりは不明ですが東西約１８０mの範囲に墓域を形成していたと推定されます。

西原遺跡は、この足代東原遺跡から約５００m程離れた南西に所在し、この墓群を形成した集団の集落

と考えられます。本書が調査研究の一資料として活用され、埋蔵文化財保護の一助となれば幸いです。

なお、発掘調査の実施および報告書作成に当たり、日本道路公団をはじめとして関係諸機関並びに地

元の皆様に多大の御援助、御協力を頂き、また研究者の方からは重要な御教示を賜りました。ここに深

く感謝の意を表すと共に、今後とも御支援賜りますようお願い申し上げます。

平成１６年９月

財団法人 徳島県埋蔵文化財センター

理事長 松村 通治



例 言
１．本書は四国縦貫自動車道建設に伴い、平成８年（１９９６）度から平成９年（１９９７）度にかけて調査を実

施した西原遺跡（三好郡三好町所在）の発掘調査報告書である。

２．発掘調査は日本道路公団四国支社から徳島県が委託を受け、徳島県からの委託により、財団法人徳島

県埋蔵文化財センターが実施した。

３．発掘調査及び報告書作成についての実施期間は次の通りである。

・発掘調査期間 一次調査 平成７年２月２０日～平成７年３月１７日（試掘調査）

二次調査 平成７年７月２５日～平成７年８月４日（試掘調査）

三次調査 平成８年４月２日～平成９年３月３１日（本調査）

四次調査 平成９年４月３日～平成９年６月３０日（本調査）

・報告書作成期間 平成１１年１１月１日～平成１５年３月３１日

４．遺構の表示は徳島県埋蔵文化財センターが定める発掘調査基準による記号を用いた。

＜凡例＞

SA 掘立柱建物 SB 竪穴住居 SK 土抗 SO 窯

SP 柱穴 SQ 灰原 ST 墓 SX 不明遺構

５．方位は国土座標第 座標系の北、高さは東京湾標準潮位（T.P．）を表す。

６．本書で用いた土層及び土器の色調は小山正忠・竹原秀雄『新版標準土色帖』１９９６年度版によった。

７．遺物番号は全て通し番号とし、本文・挿図・表・図版と一致する。

８．第３図の地形図は建設省国土地理院発行の１／５０，０００の地形図「池田」を転載使用したものである。

９．調査に当たっては、次の機関の指導・協力を得た。

徳島県教育委員会 日本道路公団四国支社 同池田工事事務所 同脇工事事務所

徳島県土木部縦貫道推進局 同中央事務所 三好町

１０．本報告書を作成するにあたり、当センター職員ならびに次の方々に御教示を頂いた。

梅木 謙一 大嶋 和則 久家 隆芳 坂本 憲昭 柴田 昌児 白石 聡

中村 豊 信里 芳紀 乗松 真也 水口あをい 水本 完児 森下 英治

山元 敏裕

（５０音順・敬称略）



１１．本報告所の土器実測図で、断面白抜きは縄文土器・弥生土器・土師質土器、網掛けは瓦器、黒塗り

は須恵器・陶器・磁器を表す。

１２．土器の掲載サイズは、基本的に１／３である。大型の場合、随時大きさを１／４に変え、土錘など

の土製品および鉄器は２／３で掲載している。石器は石鏃・石錐・楔形石器などが２／３、その他の

石器は大きさによって１／２～１／８で掲載している。

遺構は基本的に遺物出土状況図は１／２０（遺構が大きいものは１／４０）、それ以外の土坑は１／２０・

１／４０で、竪穴住居・掘立柱建物は１／６０もしくは１／８０、溝は１／５０で掲載している。

１５．断面図における遺物のドットは、▲は土器を、△は石を表す。

１６．掘立柱建物の計測部位に関しては、次のように行った。

・相対的に長さの短い方を梁間、長い方を桁行とする。

・柱間寸法は柱穴掘り方の中心間の距離を計測し、最大値・最小値を表した。

・主軸方向は、桁行の方向を主軸とする。計測に関しては両端の梁間の柱間寸法をそれぞれ二等分し、

その点を通る直線と真北との角度を計測した。

１７．本書の執筆は ・１を菅原康夫が、その他を大北和美が担当し、全体の編集は大北が行った。写真

は遺物を山本和弘が、遺構はそれぞれの調査担当者が撮影した。
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調査の経緯

１ 調査にいたる経緯

四国縦貫自動車第１０次区間（脇～美馬）の路線延長は１１．７kmで、昭和６３年５月１８日施工命令が出さ

れ、昭和６３年６月１７日に路線発表された。当該区間については県教育委員会文化課（現文化財課、以下

県教育委員会と呼ぶ）が昭和６２・６３年度に分布調査を実施し、１５遺跡１０６，０００m２を調査対象として、平

成４年４月２３日付けで日本道路公団高松建設局（現四国支社、以下JHと呼ぶ）と埋蔵文化財の取り扱

いに関する協議（文化庁協議）を終えた。平成４年度は第７次区間（徳島～脇）の調査最終年度と重な

ったが、用地交渉が開始され、当年度末より一部地点において試掘調査に着手し、６年度より本調査を

開始した。

第１１次区間（美馬～川之江）の路線延長は４２．３kmで、平成２年１１月１９日施工命令が出され、平成３

年１月２１日に路線発表された。当該区間は県教育委員会が平成４年度に分布調査を実施し、３９遺跡

３２３，１９５m２を調査対象として、平成５年９月２４日付けで文化庁協議を終えた。平成６年度試掘調査に着

手し、７年度より本調査を開始した。

この区間は平成９年度に第１０次区間、１０年度に第１１次区間のうち美馬～井川池田の供用目標が設定さ

れた。県教育委員会は６年度に第７次区間の調査実施（調査班数１６．５班、調査対象６８遺跡３６０，０００m２に

対して実調査面積１３３，４６４m２遺跡、実掘率３７％）を勘案して、当該区間に必要な調査班数を１２班（１班

構成、研究員２・調査補助員２）と算出した。４・５年度は用地取得状況にも顕著な進捗はなく、その

ため第１０次区間の一部において本調査が実施されたにすぎない。

６年度は全区間で用地取得が進み、１０次区間の５カ所で本調査が実施したのをはじめ、両区間の２１ヶ

所で試掘調査を展開した。県教育委員会はセンターから提出された６年度の試掘調査結果や用地取得状

況を基に、７年度を１０次区間３班、１１次区間６班の計９班体制で調査することを決定した。しかしこれ

は、１０年度中の供用時期を前提としたJHの調査人員配置要望（１０次区間必要班数１１班・１１次区間必要

班数１６班、７年度要望班数１５班）とは大きな懸隔を生じた。

さらに人員確定後に試掘調査が行われた美馬町薬師遺跡・坊僧遺跡では調査対象区域外に遺跡が拡が

る見込みとなり、約２２，０００m２の追加調査の必要性が生じた。併せて第１１次区間の用地取得が進捗した。

そのため１０次区間の調査を優先させると、１１次区間は試掘調査を実施するにとどまり、本調査に着手で

きない状況が懸念された。このためJHから県教育委員会に対して度重なる増班要請がなされた。

７年度は県立埋蔵文化財総合センター開設に伴い、調査関係は一課二係制が二課四係制に改正され、

調査第二課調査第一係がJH事業を担当することになった。県教育委員会は年度早々に必要班数を見直

して２６．５班と修正し、第二課内の事業の調整にとどまらず第一課事業も割愛し、調査班の捻出に向けて

の調整をセンターに要請した。その結果、７年度を当面１２班で対応することとなった。

７年度は第１０次区間の調査を概成させ、第１１次区間については試掘調査を先行させる方針により、調

査班の配置を変更したため、全体の実掘面積は当初計画よりも減少したものの、調査計画が大幅に変動

した。また１１次区間で本調査を実施した三野町丸山遺跡では約８，５００m２の追加調査が必要となったのを

はじめ、一部の調査において大幅な遅延を生じたため、さらに事業調整を行い休日まで研究員を投入す

る事態となったが、さほどの効果を上げるまでには至らなかった。
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加えて試掘調査の結果、美馬町荒川遺跡、吉水遺跡、三好町土井遺跡、大柿遺跡などでは、当初見込

みを上回る調査面積が確実になったため、県教育委員会は工事工程上、調整可能な調査箇所を平成８年

度に先送りすることを決めた。こうしたことから、必然的に平成８年度が事業ピークを迎える見込みに

なった。JHと次年度体制について協議を進めていた県教育委員会は、年末までに８年度を３５班体制で

臨むことを決定し、不足人員を若干の専門職員採用と３０数名の教員派遣で対応することを決定した。

この大量の教員派遣計画に対して、平成８年２月１０日付文化財保存全国協議委員会から徳島県知事・

徳島県教育長宛「四国縦貫自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査及び文化財保護行政の適正化を求め

る要望書」、同年３月６日付考古学研究会から「四国縦貫自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査の調

査体制に関する質問書」、同年３月２８日付日本考古学協会埋蔵文化財保護対策委員会から「四国縦貫自

動車道建設に伴う文化財保護行政ならびに埋蔵文化財発掘調査に関する要望書」が提出された。

これに対し県教育委員会は県教育長名で考古学研究会に同年３月２２日付、日本考古学協会埋蔵文化財

保護対策委員会には同年４月１５日付で回答している。

８年度は調査体制が一新された。県教育委員会に埋蔵文化財担当参事（センター常務理事兼事務局長）

を設置し、文化財課の埋蔵文化財担当係の強化を図ると共に、前年度に続いてセンターの組織改正が行

われた。調査関係では７年度の事務分掌が全面的に改正され、三好町に埋蔵文化財センター西部事務所

が設置された。調査第二課調査第一係は西部事務所勤務となり、８年度は新設の所長（センター常務理

事兼次長）以下１４３名、９年度は９５名体制、８年度最大稼働時３５班（通年２８．５班）、９年度最大稼働時２４

班（通年２０．５班）、計４９班で事業に対応することとなった。

第１表に年次ごとの進捗状況を示した。８年度は、第１１次区間美馬～井川池田間の調査に目途をたて

ることを最大の主眼とした。８年度前半に１０次区間及び前年度からの継続調査の完了、用地の取得がま

とまった１１次区間の中規模遺跡の概成、後半での大規模遺跡への効果的稼働を目指した。

西原遺跡は分布調査の結果に基づき、３５，１５０m２を調査対象地とすることが決定していたが、６年度

調査対象地域の試掘調査の結果を受けて、７年度に調査対象範囲全域のうち未調査部分を含む１０，０８０m２

が本調査面積として確定した。

家屋残存により、調査対象地は分割調査を実施せざるを得ない状況となり、８年度８，１５３m２、９年度

１，９２７m２、試掘面積を含む総面積は１０，８５３m２になった。

調査組織及び整理体制は以下である。

総 括

所 長 筒井 豊祐（平成７～９年度） 寒川 光明（平成１０～１２年度）

本淨 敏之（平成１３～１５年度）

事 務 局 長 柴田 広（平成６・７年度） 庄野 徳保（平成８・９年度）

細川 靖夫（平成１０・１１年度） 伊丹 康裕（平成１２・１３年度）

西村 和博（平成１４・１５年度）

総 務 課 長 小林 敬治（平成６・７年度） 長江 仁（平成８・９年度）

井後 伸一（平成１０・１１年度） 高野 明（平成１２・１３年度）
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山本 高史（平成１４・１５年度）

総 務 係 長 福本紀美子（平成１２～１４年度） 坂尾 俊一（平成１５年度）

主 事 三木 和文（平成６・７年度） 西木 未香（平成７～９年度）

集堂 正士（平成８～１１年度） 佐藤 真紀（平成１０・１１年度）

田所 政儀（平成１２・１３年度） 布川 純子（平成１４・１５年度）

鈴木 智栄（平成１４・１５年度）

技 師 青木 雅和（平成７～９年度） 笠井 達雄（平成８年度）

調 査 課 長 紀伊 司郎（平成６年度）

調査第二課長 島巡 賢二（平成７年度）（第一係長兼務）

主査兼調整係長 島巡 賢二（平成６年度）

西 部 事 務 所

所 長（常務理事兼事務局次長兼務） 谷 一郎（平成８・９年度）

次 長（調査第二課長兼務） 菅原 康夫（平成８・９年度）

縦貫担当係長（調査第二課第一係長兼務） 南 信義（平成８年度）

松永 雅行（平成９年度）

調 査 担 当

・試掘調査担当

研 究 員 九十九 肇（平成６年度） 谷 恒二（平成７年度）

・発掘調査担当

研 究 員 谷 恒二（平成８・９年度） 中川 幸典（平成８年度）

大橋 育順（平成９年度）

研究補助員 大橋 育順（平成８年度）

調査報告書作成業務

整理普及課長 島巡 賢二（平成１１～１５年度）

整 理 係 長 西谷 泰幸（平成１１・１２年度） 貞野 保仁（平成１３・１４年度）

貞野 雅巳（平成１５年度）

調査報告書作成担当

研 究 員 下窪 光俊（平成１１年度） 大北 和美（平成１２～１５年度）
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第１表 四国縦貫自動車道（脇～美馬・美馬～川之江）埋蔵文化財調査地一覧表

番号 遺 跡 名 所 在 地
表面積（m２）

備 考
実掘面積 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度 １０年度

１ 原（ ） 美馬郡脇町北庄 ３８０ ３８０ 報告書第４１集所収

２ 原（ ） 美馬郡脇町北庄 １，５６０ １，５６０ 報告書第４１集所収

３ 鶴謝 美馬郡脇町北庄 １，５４４ ２４０ １，３０４ 報告書第４１集所収

４ 佐城（ ） 美馬郡脇町脇町 ５６５ １６５ ４００ 報告書第４１集所収

５ 佐城（ ） 美馬郡脇町脇町 ７７９ ８９ ７０ ６２０ 報告書第４１集所収

６ 佐城（ ） 美馬郡脇町脇町 １４６ １４６ 報告書第４１集所収

７ 田上（ ） 美馬郡脇町田上 ８９１ ８７３ １８ 報告書第２７集所収

８ 田上（ ） 美馬郡脇町西田上 ９，２５８ ４，６１０ ４，４７８ １７０ 報告書第２７集所収

９ 田上（ ） 美馬郡脇町西田上 ６，０６２ １５０ １，８２２ ４，０９０ 報告書第２７集所収

１０ 井口 美馬郡脇町井口 １５０ １５０ 報告書第４１集所収

１１ 薬師（薬師） 美馬郡美馬町芝坂 ９，３３５ ３３０ ９，００５ 報告書第３４集所収

１２ 薬師（芝坂） 美馬郡美馬町芝坂 ６，９３７ ４１ ４，６１３ ２，２８３ 報告書第３４集所収

１３ 坊僧（坊僧） 美馬郡美馬町坊僧 １２，４５５ ７５０ ５６ １１，６４９ 報告書第３４集所収

１４ 坊僧（中黒） 美馬郡美馬町坊僧 ２２９ １５４ ７５ 報告書第３４集所収

１５ 坊僧（東段） 美馬郡美馬町坊僧 ５，８５０ １１６ ５，７３４ 報告書第３４集所収

１６ 坊僧（西段） 美馬郡美馬町坊僧 ６３ ６３ 報告書第３４集所収

１７ 池ノ浦 美馬郡美馬町池ノ浦 ２６ ２６ 報告書第４１集所収

１８ 滝ノ宮 美馬郡美馬町滝ノ宮 ２，５６３ ３５０ ５００ １，７１３ 報告書第４１集所収

１９ 下突出 美馬郡美馬町中横尾 ２，６００ ２，６００ 報告書第４１集所収

脇～美馬 ６１，３９３ ７５０ ４，２００ １０，０１５ ４３，９７５ ２，４５３

２０ 荒川 美馬郡美馬町荒川 １７，７８２ ２０２ １５，５３０ ２，０５０

２１ 吉水 美馬郡美馬町吉水 ３，８２０ １２０ ３，７００ 報告書第３９集所収

２２ 西屋敷 美馬郡美馬町中西 ２８８ ２８８

２３ 中山 美馬郡美馬町中山 １７２ １７２

２４ 西大佐古 美馬郡美馬町突落 １５３ １０８ ４５

２５ 清水 三好郡三野町清水 １０，６９２ ６９２ １０，０００

２６ 塩塚 三好郡三野町清水 ２，３３２ ３１０ ７２ １，９５０

２７ 加茂野宮（ ） 三好郡三野町加茂野宮 ３００ ３００

２８ 加茂野宮（ ） 三好郡三野町加茂野宮 ３４０ ３４０

２９ 大谷尻 三好郡三野町北原 ４，５９５ ９５ ４，５００

３０ 丸山 三好郡三野町勢力 １４，７６０ １１，１１０ ３，６５０ 報告書第４５集所収

３１ 花園 三好郡三野町太刀野 ３，４５６ ３５６ ３，１００ 報告書第４２集所収

３２ 太刀野山（ ） 三好郡三野町アミダ堂 １５７ １０３ ５４ 報告書第４２集所収

３３ 太刀野山（ ） 三好郡三野町アミダ堂 ４５０ ４５０ 報告書第４２集所収

３４ 台 三好郡三好町足代 １，２０３ １，２０３ 報告書第４２集所収

３５ 宮ノ岡（ ） 三好郡三好町足代 ３４５ ３４５ 報告書第４２集所収

３６ 宮ノ岡（ ） 三好郡三好町足代 ８９８ ８９８ 報告書第４２集所収

３７ 東原 三好郡三好町足代 １６，３６５ ２１７ ３２３ １５，８２５ 報告書第５０集所収

３８ 西原 三好郡三好町足代 １０，８５３ １５７ ６１６ ８，１５３ １，９２７ 本報告所収

３９ 円通寺 三好郡三好町足代 ４２，４５３ ８０８ ３０，３７５ １１，２７０ 報告書第２８集所収

４０ 土井 三好郡三好町昼間 ３５，６３０ １４０ ３７８ １９，５２０ １５，５９２ 報告書第３８集所収

４１ 大柿 三好郡三好町昼間 ５３，０１２ １，５６２ ２２，９６０ ２８，４９０ 報告書第３７集所収

４２ 八幡 三好郡井川町八幡 １，２５０ ２０ １，２３０ 報告書第２９集所収

４３ 井内 三好郡井川町西井川 ２７７ ２７７ 報告書第２９集所収

４４ 井出上 三好郡井川町西井川 ６，３３６ ３０ ６，３０６ 報告書第５２集所収

４５ 相知 三好郡井川町西井川 １５，５００ １２０ １５，３８０

４６ 坊 三好郡井川町西井川 ４２０ １２０ ３００ 報告書第２９集所収

４７ 須賀 三好郡井川町西井川 ３，８６９ ６８９ ３，１８０ 報告書第２９集所収

４８ 末 三好郡井川町西井川 ２４０ ２４０ 報告書第２９集所収

４９ お塚 三好郡池田町トウゲ ５，３１４ ３５４ １，２３８ ３，７２２

５０ 供養地 三好郡池田町クヤウジ １，８１１ １１１ １，７００

５１ 山田（ ） 三好郡池田町ヤマダ １，５１５ ２８５ １，２３０

５２ 山田（ ） 三好郡池田町ヤマダ ７０３ ５３ ６５０

５３ 馬路 三好郡池田町馬路 ９７０ ３２０ ６５０

５４ 源氏岡 三好郡池田町源氏岡 １７５ １７５

５５ 林 三好郡池田町佐野 １３０ １３０

５６ 和田 三好郡池田町佐野 １，２２０ １，２２０

５７ 森常 三好郡池田町初草 ９０ ９０

５８ 高毛 三好郡池田町高毛 ２５ ２５

美馬～川之江 ２５９，９０１ ３，６０７ ２５，００７ １６７，０８８ ６３，３７４ ８２５

計 ３２１，２９４ ７５０ ４，２００ １３，６２２ ６８，９８２ １６９，５４１ ６３，３７４ ８２５
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第１図 西原遺跡位置図
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２ 調査の経過

（１）調査の経緯

西原遺跡は分布調査により、３５，１５０m２が調査対象地とされた。調査対象地の用地取得状況等から試

掘調査は２回に分けて行われることになり、第一次調査は平成７年２月２０日～３月１７日に、第二次調査

は平成７年７月２５日～８月４日に実施した。重機掘削によるトレンチ掘りで第一次調査では対象面積

１１，３００m２につき１５７m２を、第二次調査では２２，５００m２につき６１６m２の調査を行った。

第一次調査では主に調査対象地の西側を中心に試掘を行い、東側の一部で弥生時代の包含層および遺

構面と考えられる自然堆積層を確認した。西側では磨滅した弥生土器数点が出土したものの遺構面の確

認には至らず、調査対象地の中央部にある水田においては、瓦焼きに粘土を採掘しているため包含層お

よび遺構面の確認は出来なかった。第二次調査では主に調査対象地の東部を中心に試掘を行い、第一次

調査で確認された弥生時代の遺構面の拡がりを把握するのに務めた。また中央部の一部で炭焼き窯と考

えられる遺構を確認したことから、調査対象地３５，１５０m２の内、未調査箇所が残存するものの東部を中

心とする１０，０８０m２を本調査対象地として絞り込み、１班で調査にあたることとなった。

第三次調査は平成８年４月２日から始まり、平成９年３月３１日に終了した。調査対象面積１０，０８０m２

のうち、宅地を除く８，１５３m２が調査範囲である。第四次調査は平成９年４月３日に開始し、平成９年６

月３０日に終了した。調査面積は１，９２７m２である。第三次・四次調査における本調査期間は１年３ヶ月に

わたり、発掘調査総面積は１０，０８０m２となる（第２図）。また１９９７年３月２日には、検出した竪穴住居跡

を中心に現地説明会を開催した。県内外から約１８０名の参加者が集まり盛会となった。

（２）発掘調査の方法

調査を始めるにあたり、グリッドの配置を発掘調査統一基準にならい次のように設定した。第 系国

土座標を基準とし、５mメッシュを１グリッドとして調査対象地を包み込み、南西隅を基準として北に

A、B、C・・・・・、東に１、２、３・・・・・の順に記号・番号を振り、その組み合わせで各グリ

ッドを表すこととした。

調査対象地が広範囲にわたるため、調査区の設定はその間を横切る道路や用水路などの保守の必要性

があるもの、および地形を考慮した上で、便宜上田畑・宅地などの現地割りのまとまりごとに西から東

へ第１調査区から第６調査区とした。

遺構記号・番号は検出時に決定し、掘削後に遺構の確実性が乏しいと判断されたものは欠番とした。

これは遺構記号・番号の変更による混乱を避ける目的であり、変更は必要最低限にとどめた。なお同時

進行で調査が行われていたために、各調査区ごとにそれぞれ遺構番号が付与されており、同一の遺構番

号をもつものが各調査区で重複することになった。そこで整理の段階で、すべての遺構に対して遺構番

号を新たに振り直すことにした。
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第３図 グリッド配置図

（３）調査日誌抄

９６年度調査

５月１日 １区機械掘削による調査を開始。

５月９日 ２区機械掘削開始。

５月１４日 ６区機械掘削。１区人力掘削開始。

５月１７日 ５－B区機械掘削。６区人力掘削始。

５月２３日 ５－B区機械掘削。１区人力掘削。

６月３日 １区・２区人力掘削。

６月７日 １区遺構検出。

６月１７日 １区・２区遺構掘削。

７月１日 ５－B区人力掘削。

７月２日 １区空中写真撮影。

８月２９日 ６－A区人力掘削。

９月２日 ６－A区遺構検出。

９月３日 ５－B区遺構検出。６－A区遺構完掘。

９月１１日 ５－B区遺構掘削。

９月１９日 ５－A区機械掘削。５－B区遺構掘削。

１０月２３日 ５－B区空中写真撮影。

１０月２４日 ５－B区遺構掘削（SB１００１～１００５）。

１１月１日 ５－A区人力掘削。

１１月５日 ５－A区人力掘削・遺構検出。

１１月６日 ５－B区調査終了。

１２月１１日 ５－A区遺構掘削開始。

１９９７年

１月１３日 ３区人力掘削開始。

１月１５日 ３区遺構検出。

１月１６日 ３区遺構掘削。

１月２８日 ５－A区空中写真撮影。

１月２９日 ５－A区遺構掘削。

２月６日 ３区遺構掘削開始。

３月２日 現地説明会。

３月８日 ５－A区空中写真撮影。

３月１０日 再確認調査。

写真１ 作業風景
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３月１３日 空中写真撮影。

３月１４日 再確認調査。

３月２１日 現場撤収。調査終了。

９７年度調査

１９９７年

４月３日 ４－A区人力掘削開始。

４月７日 ４－A区人力掘削・遺構検出。

４月１１日 ４－A区遺構掘削開始。

４月２９日 ４－C区人力掘削・遺構検出。

４月３０日 ４－B区機械掘削開始。

５月１日 ４－A区・４－C区空中写真撮影。

５月２日 ４－B区人力掘削開始。

５月６日 ４－A区調査終了。

５月１６日 ４－B区人力掘削・遺構検出。

５月２１日 ４－B区遺構掘削開始。

６月１６日 ４－D区遺構検出・遺構掘削。

６月１８日 ４－B区空中写真撮影。

６月２７日 現場撤収。調査終了。

写真２ 現地説明会風景
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遺跡の立地と環境

１ 地理的環境
徳島県（旧阿波国）は四国島の東部に位置し、北側では香川県（旧讃岐国）、西側では愛媛県（旧

伊予国）、南側では高知県（旧土佐国）と接し、紀伊水道を挟んだ東側では和歌山県（旧紀伊国）と面

する。徳島県の総面積は４，１４４m２であり、四国島の約１／４を占有する。吉野川を代表とする河川流域

に平野部が展開するが、総面積の８割を山地が占めるために人々の生活区域は河岸段丘、扇状地を含め

ても２割ほどにすぎない。

徳島県の地質構造は、県内を東西に走る３つの大きな構造線―鳴門市里浦から愛媛県佐多岬北側に向

けて東西に横断する日本有数の断層帯である中央構造線、その南側に分布する御荷鉾構造線、仏像構造

線―に大きく影響を受ける。この中央構造線を境として北側の「内帯」、南側の「外帯」とに分けられ、

徳島県のほぼ２／３以上を外帯が占める。外帯には三波川帯、御荷鉾台、秩父帯、四万十帯と呼ばれる

地層が北から南へ、内帯には領家帯（和泉層群）が分布する。

河川もこれらの地質構造に影響され、中央構造線に沿って吉野川が、御荷鉾構造線に沿って鮎喰川・

勝浦川が、仏像構造線に沿って那賀川が東流し、東方向に開けた形となる。四国最大の河川である吉野

川は、愛媛県と高知県との境にある瓶ヶ森山（１，８９７m）に源を発する。急峻な四国山地を北流し、池

田町で９０度向きを変え中央構造線に沿いほぼ一直線に東流し、紀伊水道に注ぐ。地形の特徴から総長１９４

kmのうち水源から池田町までの約１１６kmが上流部、池田から阿波町岩津までの約３８kmが中流部、岩津

から河口までの約４０kmが下流部とされる（１）。

西原遺跡は、徳島県北西部にある三好郡三好町に所在する。三好町はこの吉野川中流部の北岸、讃岐

山脈南麓に位置し、東を三野町、西を池田町、吉野川を挟んだ対岸では井川町、北では香川県仲多度郡

仲南町、三豊郡財田町にそれぞれ接している。三好町は町面積の８割を山地が占め、残り２割の平野部

に人々の生活区域が展開される。三好町の平野は地質的に二つに分けることができ、一つは小河川や吉

野川の運搬・堆積作用により形成された沖積層、もう一つは北側の讃岐山脈から運搬された砂礫を多く

含む段丘礫層で、町内の平地の大部分がこの段丘礫層である。中央構造線は三好町内も走っており、そ

の位置はほぼ讃岐山脈の麓となる。中央構造線を境にして北には砂岩、泥岩、粘板岩、凝灰岩から構成

される和泉層群が、南側には俗に青石と呼ばれる緑色片岩や石英片岩、チャートなどから構成される三

波川帯が拡がる。

遺跡は、標高７５～８０mの黒川原谷川により形成された扇状地の扇端部に位置する。調査区全体は小河

川によって部分的に谷状地形が形成される箇所があるものの、南に流れる吉野川に向かって緩傾斜する

平地である。地理学的には複合扇状地の中央南部に位置し、吉野川の側方浸食により形成された標高７５

～８０mの河岸段丘の一段目（洪積台地）にあたる。その北側には、標高１００m前後を測る河岸段丘の第

二段目がある。調査区の東南側から吉野川が蛇行し始め、北東方向に向かって流れる。調査区の南側で

は比高差約１３m、東側では比高差約５mを測り、調査区が一段高くなる。現況は宅地も含まれるが、概

ね田畑である。
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２ 歴史的環境
現在、三好郡内においてその存在が知られている遺跡は２５０ヶ所以上を数え、四国山地北麓および讃

岐山脈南麓の吉野川や吉野川の支流によって形成された河岸段丘上および沖積平野上に占地する。

旧石器時代の遺跡は主に吉野川北岸の段丘上に分布し、池田町井ノ久保A遺跡・白地峰遺跡・新山A

遺跡・洞草遺跡、三好町土取遺跡、三野町東上野遺跡、井川町猿渡遺跡、三加茂町丹田遺跡があげられ

る（２）。これらの遺跡からは、サヌカイト製ナイフ形石器、スクレイパー、翼状剥片等が出土している。

そのうち土取遺跡では宮田山形ナイフ形石器が、丹田遺跡では国府形ナイフ形石器が出土した。

縄文時代の遺跡も段丘上に占地する遺跡が主体だが、沖積地にも分布する。これまでに池田町山田遺

跡（ ）・ウエノ遺跡、三好町大柿遺跡・土井遺跡、三加茂町加茂谷岩陰遺跡・稲持遺跡・毛田遺跡が

確認された。山田遺跡（ ）は岩陰遺跡で、縄文土器片、サヌカイト製石鏃・盤状剥片、結晶片岩製叩

石等が出土した。出土遺物から、前期に属する可能性がある。大柿遺跡では微高地を中心に河川・柱穴・

土抗・たき火跡等が確認された。また晩期の結晶片岩製打製石鍬が大量に出土したことから、この時代

に植物の栽培が行われていた可能性が指摘される。加茂谷岩陰遺跡は山田遺跡（ ）と同様に岩陰遺跡

で、早期の複合山形文土器・楕円形押型文土器、前期の爪形文土器および中期から後期にかけての土器

が出土した。あわせて貝類や獣骨の出土も認められ、季節的なベースキャンプ地として利用されていた

と推測できる。稲持遺跡は晩期前半の集落遺跡で、蛇文岩およびサヌカイト等を用いた石器および石核

が住居内から出土しており石器製作集落跡と考えられる。

弥生時代の遺跡は段丘上および沖積地に分布するが、時期によって占地する場所が異なる。弥生時代

前期～中期初頭に属する遺跡は、三好町大柿遺跡・土井遺跡をあげることができる。これらの遺跡は低

位段丘および沖積地上に占地する。

弥生時代中期中葉～後期初頭に属する遺跡として、三好町土取遺跡、三野町大谷尻遺跡・丸山遺跡が

あげられる。この時期の遺跡は、沖積地より低位もしくは中位の段丘上に占地する傾向がうかがえる。

土取遺跡は標高約１４９mを測る丘陵末端部に位置し、南下の水田面との比高差は６５mを測る。石器の散

布地として知られていたが、調査の結果、直径７．０m程の円形を呈する竪穴住居が確認され、中期中葉

を主体とする壺・甕・鉢、サヌカイト製石鏃、緑泥片岩製環状石斧、管玉、鉄器等の遺物が出土した。

高地性集落としての位置付けがなされている。大谷尻遺跡は平地との比高差５０mを測る段丘上に位置

し、環濠集落であることが確認された。環濠の内側から竪穴住居跡１２軒、石器製作工房１軒、祭祀遺構

等が検出され、中期末から後期初頭の土器と共に武具である打製石鏃や石庖丁等の農耕具、稲・マメ等

の炭化種子類が出土した。小谷をはさんで西側の段丘上に立地する丸山遺跡は、出土遺物から中期中葉

に属する。調査区内では環濠は確認されておらず、また石器出土総数のうち農工具が高い割合を占める

事が指摘されている。

弥生時代後期～終末期に属する遺跡として、池田町東州津遺跡・西州津遺跡・ウエノ遺跡・マチ遺

跡、井川町相知遺跡・井出上遺跡・須賀遺跡、三好町土取遺跡・足代小原遺跡・昼間荒神前遺跡・昼間

天神前遺跡・昼間西貝川遺跡・昼間正力遺跡・昼間京伝遺跡・足代東原遺跡・大柿遺跡、三野町加茂野

宮遺跡、三加茂町稲持遺跡等をあげることができる。東州津遺跡は、低位河岸段丘に位置する後期前半

の遺跡である。確認された方形周溝墓の周溝内から、多量の完形土器が出土している。ウエノ遺跡では

住居跡が確認され、中央部に炉を伴う住居内からは壺・甕・高杯・サヌカイト製石鏃の他、讃岐からの
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搬入品と思われる壺形土器片も出土し、上野台地における弥生時代の集落の成立・変遷を考える上で貴

重な遺跡といえる。井出上遺跡では竪穴住居跡を１３軒検出し、そのうちの１軒から翡翠の匂玉１点とと

もに石鏃と大量のサヌカイト片が出土した。昼間遺跡京伝地区は、標高８５m前後の洪積台地の先端に位

置する。調査の結果、古代から中世を主体とする遺跡であることが判明したが、後期に属する土器も若

干出土している。昼間遺跡荒神前地区は、標高８５m前後の扇状地の先端部と吉野川の氾濫原が接する箇

所に位置する。調査の結果、直径１０m程の円形を呈する竪穴住居が確認され、それに伴う土器と鉄器が

出土した。時期は後期である。昼間遺跡西貝川地区は、標高８４m前後を測る段丘の緩やかな傾斜面に位

置する。出土土器がローリングを受けているために詳細な時期は不明だが、弥生時代の円形周溝墓が確

認され、サヌカイト製石鏃や石槍、結晶片岩製石斧等が出土した。昼間遺跡天神前地区は、標高８４m前

後の扇状地の扇端部に位置する。自然流路から弥生土器が出土しているが、詳細な時期は不明である。

足代遺跡円通寺地区は、標高８５m前後の河岸段丘上に位置する。調査の結果、直径４．０mほどの円形の

竪穴住居や土坑等が確認された。足代東原遺跡は標高８３m前後の扇状地上に位置し、同時期の西原遺跡

の北東約５００mの所に所在する。前方後円形をした積石墓と３６基以上の円形の積石墓が検出され、弥生

時代後期～庄内式併行段階の集団墓地であることが確認された。前方後円形状の積石墓は墓群のほぼ中

央に位置し、鳴門市大麻町所在の萩原１号墳と同様に突出部が未発達な形態を示す。埋葬施設は調査が

行われていないものの緑泥片岩板石が残存することから、組合式箱式石棺の可能性が考えられる。また

葬送儀礼に関与したと考えられる土器溜まりのうちの一つから、猪型土製品と猿型土製品が出土した。

稲持遺跡から蛇文岩製匂玉とその未製品、原石、筋砥石、叩石、台石が出土しており、蛇文岩製匂玉の

製作遺跡として捉えられる。

古墳時代の遺跡は調査事例が少なく様相が不明瞭なものが多いが、井川町須賀古墳、三好町足代東原

遺跡・妙見七夕塚古墳・伊月古墳・西成行古墳・大柿遺跡・土井遺跡、三加茂町丹田古墳・天神塚古墳

等が知られている。丹田古墳は現在県西部で唯一確認されている古墳時代前期の前方後円墳で、全長３５

mを測る。合掌型竪穴式石室をもち、石室から獣形鏡・鉄剣・袋状鉄斧・刀子等が出土した。大柿遺跡

では竪穴住居２８０余軒・掘立柱建物４０余棟・鍛冶工房等が良好な状態で検出され、古墳時代後期の大規

模な集落跡であることが判明した。これまで県内では当該期の集落は確認されておらず、集落構造を検

討する上で重要な資料である。

古代の遺跡は調査事例が少ないものの、井川町相知遺跡・井出上遺跡、三好町大柿遺跡、三野町加茂

宮遺跡、三加茂町末石遺跡・中庄東遺跡をあげることができる。相知遺跡では奈良～平安時代の掘立柱

建物が確認され、石帯の出土および遺跡の立地条件から官衙的性格を持つ遺跡として捉えられる。井出

上遺跡でも平安末～鎌倉時代の掘立柱建物が確認された。大柿遺跡では平安時代の土師器焼成土坑・掘

立柱建物・水田等が検出された。また掘立柱建物を構成する柱穴から完形の白磁四耳壺・瓦質四耳壺等

が確認され、建物廃絶にともなう何らかの祭祀行為と考えられる。加茂野宮遺跡では「吉」字銅印や菊

花楓双鳥文鏡が出土し、官衙的性格を持つ可能性がある。中庄東遺跡は、条里遺構と推定される範囲の

東側に位置する。奈良・平安～室町時代にかけての遺跡であり、８世紀代の土器とともに帯金具や和同

開珎が出土し、近隣に官衙的な施設の存在が推定される。また条理遺構が検出され、吉野川下流域の国

衙周辺で認められるN－１０゚ －Wとは異なる方向をとることが確認された。

中世の遺跡は、段丘および沖積地上に分布する。池田町山田遺跡（ ）・お塚古墳・供養地遺跡・和

田遺跡・馬路遺跡、井川町八幡遺跡・坊遺跡、三好町大柿遺跡・土井遺跡・円通寺遺跡・東原遺跡、三
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野町花園遺跡、三加茂町中庄東遺跡等があげられる。文献によると（３）三好郡内には中世城郭が多く存在

し、山城町には田尾城、池田町には馬路城・大西城・大利城・川崎城・佐野城・漆川城・州図城・中西

城・白地城、井川町には野津後城、三好町には足代城・田ノ岡城・東山城・東昼間城、三野町には屋形

山城・清水城・加茂野宮城・芝生城、三加茂町には金丸城・鴨城が所在する。また三好郡内には荘園・

郷・保が存在し、主なものとして寛治四（１０９０）年に成立した京都賀茂別雷社領の福田庄、元京都蓮華

王院（三十三間堂）領で鎌倉中期には山城醍醐寺領となった金丸庄（現三加茂町）、西園寺領であり現

在の池田町から三好町昼間付近を庄域とする田井庄、文治元（１１８５）年に源頼朝によって山城石清水八

幡宮に寄進された三野田保（現三好町）、南北朝期に祖山一族の兵粮料所として預け置かれていた井川

庄（現井川町）・稲用保（現三加茂町）、三好郷などがあげられる。また金丸庄にかかわって金丸東庄・

金丸西庄（現三加茂町）も存在した。

主な集落遺跡として大柿遺跡・土井遺跡・東原遺跡・中庄東遺跡、居館跡として円通寺遺跡、集石墓

が確認された山田遺跡（ ）・お塚古墳・供養地遺跡・馬路遺跡をあげることができる。

円通寺遺跡では方形区画溝に囲まれた屋敷地とその外側に堀と土塁の一部、および多数の炭窯を確認

した。屋敷地内では、四面庇を持つ二×五間の建物と１５棟以上の掘立柱建物、屋敷地の東北隅において

火葬墓等を検出した。この屋敷地は１３世紀半ばから形成され、１５世紀後半～１６世紀前半には堀・土塁を

構築するなどの大規模な拡張工事を行い、城館の呼称にふさわしい外観となる。古文書等から調査地が

三野田保の比定地であり、三野田保の荘官あるいは地頭クラスの居館であった可能性がある。また炭窯

は、黒川原谷川流域の開発に伴い木炭生産が行われた可能性がある。花園遺跡では調査対象地内におい

て窯跡の確認はできなかったものの、遺跡の近隣に主として香川県十甕山窯製品に類似した須恵器壼な

どを生産した花園窯が所在する。

近世の三好郡は、讃岐・伊予・土佐のそれぞれの国に接する交通の要衝であった。吉野川北岸を撫養

街道、南岸を伊予街道が通り、大西町（現池田町）で両街道は合流する。讃岐へ向かう主要な峠路とし

て箸蔵越え（猪ノ鼻峠）があった。他にも主な峠として、二軒茶屋、東（男山）峠、樫の休場、真鈴峠

があげられる。土佐へは二つの道があり、伊予街道から分岐して山城谷を経由する道と井内谷（現井川

町）を経由する祖谷街道と呼ばれる道がある。これらの通行人を取り締まるために、現在の池田町には

池田陣屋・白地船渡番所・佐野口番所・佐野口御分一所が置かれていた。また三好郡内の産業として、

煙草・漆・葛粉・炭・紙等が有名である。

（注）

（１）奥村清他 『自然の歴史シリーズ 徳島「自然の歴史」』 コロナ社 １９９８年

（２）早渕隆人 「旧石器遺跡の立地についての一視点―吉野川北岸域を中心として―」 徳島県埋蔵文化

財センター研究紀要『真朱』創刊号 １９９２年

（３）湯浅良幸他 『日本城郭大系 第１５巻 香川・徳島・高知』 新人物往来社 １９７９年
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白ページ

調 査 成 果

１ 基本層序
本遺跡は前述の通り、標高７５～８０mの黒川原谷川により形成された扇状地の扇端部に位置する。また

吉野川によって形成された、河岸段丘の第一段目にあたる。調査区全体は小河川によって部分的に谷状

地形が形成される箇所があるものの、南に流れる吉野川に向かって緩傾斜する平地である。

扇状地を東西に横断するような形で調査区が設定され、東端の５区から西端の１区まで総延長距離は

約２００mに及ぶ。調査区は、現在の三好町大字足代字昼間の集落の中心部からはずれた南側の水田地帯

に位置し、調査前は宅地および田畑である。平地とはいえわずかな起伏があり、微高地上には宅地が、

やや低いところは田畑として土地利用が為されている。これに伴い削平もしくは盛土などの土地改変が

行われており、各調査区ごとに包含層や遺構の残存状況は異なる。また調査範囲が広範囲にわたるため

に調査地点が異なれば土層堆積に相違が認められ、黒川原谷川の押し出し層と微高地上に大きく大別す

ることができる。

本遺跡の土層堆積の観察は、基本的に各調査区の四壁について行った。しかし各調査区によって土層

断面の記録方法は異なり、全面記録もしくは東西または南北の任意の壁での記録にとどめている調査区

もある。報告にあたっては、これらの記録から各調査区での平均的な土層堆積をもとに柱状模式図を作

成し、各調査区ごとの基本層序について述べる（第５～７図）。

調査対象地の西側に位置する１区と２区は、現況は田畑である。両調査区の間は小さな谷状地形とな

り、低地部分と旧地形の残る小高い丘を削平し田畑にした平坦部分からなる。低地部分には水分を含ん

だ粘質土や砂礫層が互層に堆積し、流水および押し出しの影響を伺うことができる。１区の基本土層は、

低地部以外では田畑による削平および粘土採掘に伴う撹乱が著しいものの、耕作土・盛土の直下は灰黄

褐色粘性砂質土や褐色砂層の自然堆積層である。土地改変を受けていない自然堆積層上で、遺存状態の

非常に悪い炭窯７基とそれに伴うと思われる焼土・灰を検出した。２区も１区と同じように、表土直下

に自然堆積層が堆積する。遺構は確認できなかったものの、須恵器・瓦器等の遺物を若干採取すること

ができた。

調査対象地の東側に位置する３区～６区は、現況は宅地および田畑である。３区は宅地跡のために撹

乱が著しく、土坑および柱穴が若干確認されたにすぎない。調査区の南側は削平が著しく、表土直下に

砂礫層の堆積が認められる。遺構は、縄文時代と中世の土坑を確認した。４区の現況は、宅地および田

畑である。４－A区は３区の北隣に位置し、撹乱を部分的に受ける。表土および盛土の直下は、暗灰黄

色粘性砂質土もしくは褐色粘性砂質土の自然堆積層である。４－B区は、調査区の中でも宅地による撹

乱を著しく受ける。表土・盛土の直下は、褐色粘性砂質土および黒褐色粘性砂質土の自然堆積層である。

４区では弥生時代の遺構も確認できたが、中近世の遺構が主体となる。５区の現況は田畑で、各調査区

の中で遺構の残存状況は良好である。弥生時代後期～終末期の遺構が特に多く検出された。他の調査区

と同じように表土直下自然堆積層の層序となる個所もあるが、灰黄褐色粘性砂質土の包含層の拡がりが

認められる。６区の現況は、田畑である。６－A区、６－B区ともに、表土および盛土の直下は自然堆

積層である。削平により遺構密度は低いが、近世の遺構を確認した。
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１区 西壁
１ 暗オリーブ褐色（２．５Y ３／３）粘性砂質土
２ 黄 褐 色（２．５Y ５／４）粘性砂質土
３ 暗 灰 黄 色（２．５Y ５／２）粘性砂質土
４ 黄 褐 色（２．５Y ５／４）粘質土
５ オリーブ褐色（２．５Y ４／４）粘性砂質土
６ 褐 色（１０YR ４／４）砂層
７ 暗 灰 色（１０YR ３／３）砂層

１区 南壁
１ 暗オリーブ褐色（２．５Y３／３）粘性砂質土
２ 黄 褐 色（２．５Y５／４）粘性砂質土
３ 暗 灰 黄 色（２．５Y５／２）粘性砂質土
４ 黄 褐 色（２．５Y５／３）粘性砂質土
５ 暗 灰 黄 色（２．５Y５／２）粘性砂質土
６ 暗 灰 黄 色（２．５Y４／２）粘性砂質土

１区 西壁
１ 暗オリーブ褐色（２．５Y３／３）粘性砂質土
２ 黄 褐 色（２．５Y５／４）粘性砂質土
３ 暗 灰 黄 色（２．５Y５／２）粘性砂質土
４ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土
５ 褐 色（１０YR４／４）砂層

第５図 基本土層図（１）

２区 西壁
１ オリーブ褐色（２．５Y４／３）粘性砂質土
２ 灰黄褐色（１０YR４／２）粘性砂質土
３ 灰黄褐色（１０YR４／２）砂質土
４ オリーブ褐色（２．５Y４／４）砂層
５ 褐 色（１０YR４／４）砂層

１区 西壁
１ 暗オリーブ褐色（２．５Y３／３）粘性砂質土
２ 黄 褐 色（２．５Y５／４）粘性砂質土
３ にぶい黄色（２．５Y６／３）砂質土
４ 灰 黄 色（１０YR４／２）粘性砂質土
５ 褐 色（１０YR４／４）砂層

１区 北壁
１ 暗オリーブ褐色（２．５Y３／３）粘性砂質土
２ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土
３ 黄 褐 色（２．５Y３／３）砂層
４ にぶい黄色（２．５Y６／３）粘質土
５ 暗 灰 黄 色（２．５Y５／２）粘質土

１区 南壁
１ 暗オリーブ褐色（２．５Y３／３）粘性砂質土
２ 黄 褐 色（２．５Y５／４）粘性砂質土
３ 暗 灰 褐 色（２．５Y５／２）粘性砂質土
４ 暗 灰 黄 色（２．５Y５／２）粘性砂質土
５ オリーブ褐色（２．５Y４／４）粘性砂質土
６ 褐 色（１０YR４／４）砂層
７ 暗 灰 色（１０YR３／３）砂層

２区 北壁
１ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘質土
３ 暗 褐 色（１０YR３／３）砂質土
４ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
５ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
６ 褐 色（１０YR４／４）砂層

S＝１／４０
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２区 北壁
１ オリーブ褐色（２．５Y４／３）粘性砂質土
２ 暗灰黄色（２．５Y５／４）粘性砂質土
３ 灰黄褐色（１０YR４／２）粘性砂質土
４ 灰黄褐色（１０YR４／２）砂質土
５ オリーブ褐色（２．５Y４／４）砂層
６ 褐 色（１０YR４／４）砂層

４－A区 北壁
１ 撹 乱
２ にぶい黄褐色（１０YR６／３）粘性砂質土
３ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
４ にぶい黄褐色（１０YR４／３）砂質土

６－A区 南壁
１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
３ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
４ 暗オリーブ褐色（２．５Y３／３）砂礫層
５ にぶい黄褐色（１０YR４／３）砂礫層

６－B区 南壁
１ 暗オリーブ褐色（２．５Y３／３）砂質土
２ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
４ 黄 褐 色（２．５Y５／６）粘性砂質土
５ オリーブ褐色（２．５Y４／３）粘性砂質土
６ オリーブ褐色（２．５Y４／３）砂礫層

４－A区 北壁
１ 盛 土
２ 暗灰黄色（２．５Y５／２）粘性砂質土

第６図 基本土層図（２）

３区 南壁
１ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘質土
２ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘質土
４ にぶい黄褐色（１０YR４／３）砂礫層

４－A区 北壁
１ 盛 土
２ 黄 褐 色（１０YR４／３）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）砂質土

３区 北壁
１ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘質土
２ 暗オリーブ褐色（２．５Y３／３）粘質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘質土
４ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
５ 褐 色（１０YR４／４）粘質土

６－B区 南壁
１ 暗オリーブ褐色（２．５Y３／３）砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
３ オリーブ褐色（２．５Y４／３）粘性砂質土
４ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
５ オリーブ褐色（２．５Y４／３）粘性砂質土

３区 北壁
１ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘質土
３ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
４ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
５ 褐 色（１０YR４／４）砂層

４－D区 北壁
１ 黒 褐 色（１０YR３／２）耕作土
２ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR５／４）粘性砂質土
４ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土

６－A区 南壁
１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
３ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
４ 暗オリーブ褐色（２．５Y３／３）砂礫層
５ にぶい黄褐色（１０YR４／３）砂層

S＝１／４０
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５－A区 北壁
１ 耕 作 土
２ 床 土
３ にぶい黄褐色（１０YR５／４）粘質土
４ にぶい黄褐色（１０YR５／４）粘質土
５ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土

５－B区 南壁
１ 暗灰黄色（２．５Y４／２）粘性砂質土
２ 黄 褐 色（２．５Y５／４）粘性砂質土
３ 黄 褐 色（２．５Y５／３）粘性砂質土
４ オリーブ褐色（２．５Y４／３）粘性砂質土
５ オリーブ褐色（２．５Y４／３）粘性砂質土
６ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土

５－B区 西壁
１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
３ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
４ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土

５－A区 西壁
１ 耕 作 土
２ にぶい黄褐色（１０YR５／４）粘質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
４ にぶい黄褐色（１０YR５／３）粘性砂質土

５－A区 東壁
１ 耕 作 土
２ 床 土
３ にぶい黄褐色（１０YR５／４）粘質土
４ にぶい黄褐色（１０YR５／４）粘質土
５ にぶい黄褐色（１０YR５／４）粘質土
６ にぶい黄褐色（１０YR５／３）粘性砂質土
７ にぶい黄褐色（１０YR５／４）粘性砂質土

第７図 基本土層図（３）

５－B区 南壁
１ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
４ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
５ 褐 色（１０YR４／４）砂層

５－B区 西壁
１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土
３ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
４ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
５ 褐 色（１０YR４／６）粘性砂質土
６ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土

５－A区 北壁
１ 耕 作 土
２ 床 土
３ にぶい黄褐色（１０YR５／４）粘質土
４ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
５ にぶい黄褐色（１０YR５／３）粘性砂質土

５－A区 東壁
１ 耕 作 土
２ にぶい黄褐色（１０YR５／４）粘質土
３ にぶい黄褐色（１０YR５／４）粘質土
４ にぶい黄褐色（１０YR５／３）粘質土
５ にぶい黄褐色（１０YR５／３）粘性砂質土
６ にぶい黄褐色（１０YR５／３）粘性砂質土
７ にぶい黄褐色（１０YR５／４）粘性砂質土

５－B区 南壁
１ 黒 褐 色（１０YR３／２）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
３ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
４ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
５ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
６ 褐 色（１０YR４／４）砂層

５－A区 北壁
１ 床 土
２ にぶい黄褐色（１０YR５／４）粘質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
４ にぶい黄褐色（１０YR５／３）粘性砂質土

５－B区 西壁
１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
３ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
４ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
５ 暗 褐 色（１０YR３／２）粘性砂質土
６ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土

５－B区 南壁
１ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
４ 褐 色（１０YR４／４）砂質土
５ 褐 色（１０YR４／４）砂層

５－A区 北壁
１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR５／３）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR５／４）粘性砂質土

５－B区 東壁
１ 暗灰黄色（２．５Y４／２）粘性砂質土
２ 黄 褐 色（２．５Y５／４）粘性砂質土
３ オリーブ褐色（２．５Y４／４）粘性砂質土
４ オリーブ褐色（２．５Y４／３）粘性砂質土

S＝１／４０

―19―



２．遺構と遺物

平成８（１９９６）年度、平成９（１９９７）年度の調査で確認した遺構の配置については、第８～１０図に示

すとおりである。調査区は平坦部に拡がり、遺構・遺物を確認できたのは主に３～６区である。１・２

区では田畑ならびに粘土採掘による土地改変が著しく、部分的に旧地形が残存する地点で炭窯とそれに

伴うと推測される焼土および炭化物を確認した。削平を受けてはいるものの調査対象地の中で２区と４

区－Dの標高が高く、本遺跡が立地する扇状地の東側および南側を流れる吉野川に向かって緩やかに傾

斜する。１区では、時期不明の炭窯７基とそれに伴うと推測される炭溜まり等を確認した。出土遺物は

近現代が主体であり、ごくわずかに中世遺物が認められる。３～５区は宅地跡も含まれるため撹乱が著

しい箇所もあるが、部分的に包含層が残存する。今回の調査で確認された遺構・遺物の所属時期は縄文・

弥生・古墳・中世・近世と時代幅が広く、そのため記述に際しては各時代ごとに項目立てることにし

た。縄文時代に関しては遺構数が少ないために、弥生時代と併せて報告する。

（１）縄文時代・弥生時代

縄文時代の遺構は、３区で土坑を１基確認したにとどまる（第９・９９図）。またSB１０１３から翡翠製の

大珠が、包含層から縄文時代後期の土器片を２点確認した。吉野川を挟んだ対岸の三加茂町に稲持遺跡

が所在し、縄文時代晩期の土坑や土器等が確認されている。出土した土器の時期は稲持遺跡と異なるも

のの、西原遺跡の北側に拡がる平坦面に縄文時代の遺跡の存在が予想できる。

弥生時代の遺構は、主に５－A・５－B区を中心とした調査対象地の東側で確認した（第９図）。遺構

総数は掘立柱建物跡３棟、竪穴住居跡１６軒、土坑１４１基、溝８条、柱穴５４１基、不明遺構６基で、時期は

弥生時代後期～終末期を主体とする。調査対象地の西側にある１区・２区では削平が著しく、同時期の

遺構は１区で柱穴１基を検出したにすぎない。

掘立柱建物

掘立柱建物１１号 (SA1011)（第１１図）

５－B区 β－ H・１－１８・１９で確認された１０基の柱穴で構成される掘立柱建物。前後関係は不明

だが、EP２はSK１２５３と切り合い関係にある。

建物の規模は梁間２間（２．６４m）、桁行３間（４．２３m）、床面積１１．２１m２を測り、平面形態は長方形を

呈する。柱間寸法は梁間１．００～１．６４m、桁行１．３４～１．４８mで、棟方向はN－９°－Wに向く。柱穴掘り方

は不整な円形もしくは楕円形を呈し、径は１８～６６cm、深度１０～４３cmを測る。埋土は褐色砂質土で、柱

痕はEP３で確認できた。小片のために図化出来なかったものの、EP１・２・５～９の柱穴掘り方内部

から弥生土器片が、EP３から壼形土器が出土した。本遺構の所属時期は、出土遺物から弥生時代と推

測される。
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第８図 遺構配置図（１）
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第９図 遺構配置図（縄文・弥生）
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第１０図 遺構配置図（中世・近世）
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掘立柱建物１２号

(SA1012)（第１２図）

５－B区 β－ ・ H・I

－２０・１で確認された５基の

柱穴で構成される掘立柱建

物。本来は６基の柱穴で構成

されたと考えられるが、建物

の中央をSD１０１３とSK１２６６に

よって切られる。

建物の規模は梁間２間（約

３．２２m）、桁行１間（約２．３２m）

と推定される。平面形態は長

方形を呈すると思われ、柱穴

掘り方は不整な円形もしくは

楕円形を呈し、径は２８～３０

cm、深度１３～２３cmを測る。

埋土は褐色砂質土で、柱痕は確認できなかったものの、EP４で直径２０cm前後の石が出土した。小片の

ために図化出来なかったものの、EP１・４・５の柱穴掘り方内部から弥生土器片が出土した。本遺構

の所属時期は、出土遺物から弥生時代と推測される。

掘立柱建物１３号 (SA1013)（第１３図）

５－B区 β－ G・H－１・２で確認された７基の柱穴で構成される掘立柱建物。この掘立柱建物

は、当遺跡で確認された建物の中で一番東端に位置する。

建物の規模は梁間２間（３．８７m）、桁行３間（４．６６m）、床面積１７．８８m２を測り、平面形態はいびつな

方形を呈する。柱間寸法は梁間３．６８～３．９８m、桁行１．３４～１．８８mで、棟方向はN－２．５°－Wに向く。柱

穴掘り方は不整な円形もしくは楕円形を呈し、径は１８～３４cm、深度１４～２８cmを測る。埋土は褐色砂質

土で、柱痕はEP２・４で確認できた。小片のために図化出来なかったものの、EP５・７の柱穴掘り方

内部から弥生土器片が出土した。本遺構の所属時期は、出土遺物から弥生時代と推測される。

竪穴住居

調査時において、竪穴住居として検出した数は２０軒である。しかし、住居内で検出された土坑の中に炉

と判断できないものもあり、検討の結果、それらの遺構に関しては不明遺構として報告することにした。

よってこの竪穴住居の項目で報告できる住居数は、新たに住居として加えたものを含めて１７軒である。

竪穴住居１号 (SB1001)（第１４～１７図）

位置・構造

５－B区 β－ C～E－１９・２０で確認された竪穴住居。調査区の南側側溝に切られるものの、遺構

第１１図 SA１０１１遺構図
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SD1013

の約１／３は調査区外に拡が

る。検出した範囲から、この住

居の平面形態・底面形態はやや

不整な円形、断面形態は逆台形

と推定できる。長軸７．３８m、最

大深度０．２８m、検出部分の床面

積３５．８３m２を測る。

覆土除去後、床面に柱穴２６基、

土坑３基、炉１基を検出した。

主柱穴はEP１～３・５～７の計

６基で、住居内において周壁溝

や貼床など他の施設は確認でき

なかった。遺物は、散在した状

態で出土した。

柱穴・土坑（第１５・１６図）

柱穴は全部で２６基検出され、

そのうちのEP１～３・EP５～

７の計６基を主柱穴として捉え

た。しかしEP１～３・５・７の５

本柱構造の可能性もある。主柱

穴は直径０．２７～０．４２mの円形、

最大深度０．２６～０．４１mを測る。

柱穴間距離の最大は２．５８m（EP

１・７間）、最小は１．０６m（EP５・

６間）である。土質および含有

物から各柱穴の覆土はそれぞれ

分層できるものの、概ね暗褐色

およびにぶい黄褐色を主体とす

る。主柱穴６基のうち、EP１・

３・５・７の計４基で柱痕を確認し

た。主柱穴以外の柱穴２０基は、直径０．１６～０．４２mの円形で最大深度０．０８～０．３３mを測る。またEP１２・

２５で、柱痕を確認した。

柱穴内からの出土遺物は、EP１から凸基式のサヌカイト製石鏃（１８）が、EP１８・EP２１から鉢形土器

（１６・１４）が出土した。１４は、焼成後に口縁部の一部が故意に打ち欠かれている。EP２・６・１２～１５・

２４・２５からそれぞれ弥生土器片数点が、EP３から東阿波型土器と思われる甕形土器の底部が出土した。

主柱穴以外の柱穴を多数検出しているものの、EP１８・２１を除く柱穴では同時性を検証することはでき

なかった。

第１２図 SA１０１２遺構図

第１３図 SA１０１３遺構図
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土坑は、３基検出できた。EK１は平面形態・底面形態ともに不整な楕円形、断面形態は逆台形を呈

し、長軸０．７８m、短軸０．７６m、最大深度０．２７mを測る。覆土は土質および含有物から３層に分層できる

ものの、大きく２層に分けることができる。上層（１層）は暗褐色粘性砂質土、下層（２・３層）はに

ぶい黄褐色粘性砂質土で、３層が砂質が強い。EK２は平面形態・底面形態ともに楕円形、断面形態は

逆台形を呈し、長軸１．００m、短軸０．４９m、最大深度０．２９mを測る。覆土は、１層－暗褐色粘性砂質土、

２層－にぶい黄褐色粘性砂質、３層－褐色粘性砂質土の３層に分層できる。EK３は平面形態・底面形

態ともに楕円形、断面形態は舟底形を呈し、長軸０．７３m、短軸０．４４m、最大深度０．１７mを測る。覆土は

土質から、１層－暗褐色粘性砂質土、２層－にぶい黄褐色粘性砂質、３層－暗褐色粘性砂質土、４層－

褐色粘性砂質土の４層に分層できる。

各土坑から弥生土器片がそれぞれ数点出土したが、小片のために図化できるものはなかった。

１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
４ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
５ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
６ 暗 褐 色（１０YR３／４）砂質土

７ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
８ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
９ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
１０ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
１１ 暗 褐 色（１０YR３／３）砂質土
１２ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土

第１４図 SB１００１遺構図（１）

１３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）砂質土
１４ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
１５ 褐 色（１０YR４／４）砂質土
１６ にぶい黄褐色（１０YR４／３）砂質土
１７ 褐 色（１０YR４／２）砂質土
１８ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土

１９ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
２０ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
２１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）砂質土
２２ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
２３ 褐 色（１０YR４／４）砂質土
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１ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土

１ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
３ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土

第１５図 SB１００１遺構図（２）

１ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
３ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
４ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
５ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土

１ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
３ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
４ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土

１ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
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土層（第１４図）

SB１００１の土層堆積は、調査時の所見で５５層以上に分層されている。これは層中に含まれるブロック

土を一つの層として捉えたために、このように細分化したと考えられる。色調および含有物などから堆

積状況を検討した結果、覆土は大きく２４層に分けることができる。色調は概ね暗褐色を呈し、しまりが

やや弱く砂質が強い。それぞれの層で混入率は異なるものの、にぶい黄褐色土ブロック・褐色土ブロッ

クを混入する。２・７・１０・２１層では、炭化物と黒褐色土ブロックを混入する。構築面としての床面は、

一部砂礫層が認められるものの概ね砂層である。貼床の可能性を考えたものの明瞭に区分できず、貼床

と考えられる層の確認には至らなかった。

炉（第１６図）

平面形態は不整な楕円形、底面形態は楕円形、断面形態は不整な逆台形を呈し、長軸０．７６m、短軸０．４

m、最大深度０．２７mを測る。底面はほぼ平坦である。炉は、住居中央部よりやや東側、主柱穴間のほぼ

中央にあたる部分に作り付けられている。

覆土は炭化物を多く含み、１層－黒褐色粘性砂質土、２層－暗褐色粘性砂質土、３層－にぶい黄褐色

粘性砂質土の３層に分層できる。３層では、自然堆積層との境に薄い炭化物の堆積層と被熱面が認めら

れた。炉跡からの出土遺物は、認められなかった。

出土遺物（第１７図）

壺形土器５５点、甕形土器４８点、鉢形土器１０点、高坏形土器４点、手捏ね皿１点、体部片６６６点、サヌ

カイト製石鏃１点・剥片１８点、結晶片岩製敲石２点、砂岩２点、碧玉製管玉１点を含む総数８０８点が出

１ 黒 褐 色（１０YR３／２）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土

第１６図 SB１００１遺構内遺構図

１ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土

１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
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土した。図化可能な遺物は、壺（１～４・１１）、甕（５～１０）、鉢（１２～１６）、手捏ね皿（１７）、凸基式石

鏃（１８）・サヌカイト剥片（１９）、管玉（２０）の２０点である。遺物の出土状況は散在した状態といえるが、

遺構の南東側にやや多く認められる。出土遺物のほとんどが、床面から浮いた状態での出土である。

第１７図 SB１００１出土遺物
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壺は広口壺が主体で、口縁部端面に明瞭な凹線が施される（１・２）。また底部は丸底のものは認め

られず、平底が主体である。甕は、壺とは反対に口縁部端面に凹線が施されているものは認められない。

鉢はEP１８から出土した１６は丸底だが、１５とEP２１から出土した鉢（１４）は平底を呈する。１３は口径２４cm

を測るやや大型の鉢で、角閃石・金雲母を含む精良な胎土を持つ。讃岐からの搬入品である。１７は手捏

ね皿で、出土は１点のみである。２０は欠損しているものの、両側から穿孔している。

時期

出土した壺の口縁部端面に凹線が認められるものの、それ以外の器種では凹線は認められない。また

鉢では、１６は丸底なものの１４・１５は丸みを帯びた平底である。

出土遺物から弥生時代後期後葉～終末期の年代が与えられるが、小型丸底鉢・手捏ね皿の出土から、

この住居の主体は終末期後半の可能性が考えられる。

２号竪穴住居 (SB1002)（第１８～２０図）

位置・構造

５－B区 β－ D・E－１・２で確認された竪穴住居。遺構の南側約２／３は、調査区外に延びる。

１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
３ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
４ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
５ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
６ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
７ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
８ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土

第１８図 SB１００２遺構図（１）

９ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
１０ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
１１ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
１２ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
１３ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
１４ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
１５ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
１６ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
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調査区内での最大長６．５７m、最大深度０．３２m、検出部分の床面積１３．３４m２を測る。検出状況から、この

住居の平面形態は直径６．５m前後の円形、断面形態は逆台形と推測できる。

覆土除去後、床面に柱穴１４基、土坑３基を検出した。検出状況から、主柱穴と思われる柱穴は７基で

ある。また調査区内において、炉および周壁溝は確認出来なかった。

柱穴・土坑

柱穴は全部で１４基検出できたが、そのうち主柱穴と思われる７基は直径０．２２～０．３３mの円形、最大深

１暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
２にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
３褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土

１暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
２にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土

１暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
２にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
３褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土

１暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
２にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土

第１９図 SB１００２遺構図（２）

１にぶい黄褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
２暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
３褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土

１暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
２にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
３褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
４褐 色（１０YR４／６）粘性砂質土

１暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
２にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
３褐色（１０YR４／４）粘性砂質土

１暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
２褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
３褐 色（１０YR４／６）粘性砂質土
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度０．０９～０．２２mを測る。検出した範囲内での主柱穴間距離の最大は２．７７m（EP６・７間）、最小は１．３３

m（EP４・５間）を測る。土質および含有物から各柱穴の覆土はそれぞれ分層できるものの、暗褐色

ないしは褐色を主体とする。主柱穴７基のうち、EP１・３・５・７の計４基で柱痕を確認した。主柱

穴以外の柱穴７基は、直径０．１９～０．４１mの円形で最大深度０．０６～０．２４mを測る。またEP１２で、柱痕を

確認した。出土遺物は、EP１２・１３から弥生土器片が出土したのみである。

土坑は、調査区内で３基検出できた。EK１は平面形態・底面形態ともにやや不整な方形、断面形態

は逆台形を呈し、一辺０．５１m前後、最大深度０．１５mを測る。覆土は土色から２層に分層でき、両層とも

ににぶい黄褐色土ブロックを混入する。EK２は平面形態・底面形態ともにやや不整な楕円形、断面形

態は逆台形を呈し、長軸０．５５m、短軸０．２４m、最大深度０．１０mを測る。覆土はEK１と同じく土色から

２層に分層でき、にぶい黄褐色土ブロックを混入する。EK３は平面形態・底面形態ともにやや不整な

スクリーントーン部 ー 被熱

第２０図 SB１００２出土遺物
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楕円形ないしは円形、断面形態は逆台形を呈し、長軸０．３２m、最大深度０．３２mを測る。覆土は土質およ

び含有物から４層に分層できるものの、概ね３層に分けることが出来る。上層（１層）は暗褐色粘性砂

質土、中層（２層）はにぶい黄褐色粘性砂質土、下層（３・４層）は褐色粘性砂質土で４層のほうが粒

子が細かく砂質が強い。

各土坑ともに、出土遺物は認められなかった。

土層（第１８図）

SB１００２の土層堆積は、調査時の所見で約６０層に分層されている。これは層中に含まれるブロック土

を一つの層として捉え、このように細分化したと考えられる。堆積状況を検討した結果、大きく１６層に

分けることができ、本報告においてはこの検討結果に基づき述べていく。

覆土は概ねにぶい黄褐色ないし暗褐色を呈し、色調・土質の違いにより１６層に分けることが出来る。

特に含有物の違いから、大きく 層（１・２層）、 層（３・４層）、 層（５～７層）、 層（８～１０

層）、 層（１１～１３層）の５つに分けることが可能である。 層のうち３層は褐色粘性砂質土で、にぶ

い黄褐色土ブロックを大量に混入する。４層はにぶい黄褐色粘性砂質土で、暗褐色土ブロックを混入す

る。 層は暗褐色粘性砂質土で、にぶい黄褐色土ブロックを混入する。５層で多く認められる。 層は

暗褐色粘性砂質土で、にぶい黄褐色土をブロック状に混入する。

構築面としての床面は砂層で、貼床と考えられる層は確認できなかった。

出土遺物（第２０図）

壺形土器３点、甕形土器１３点、鉢形土器３点、高坏形土器２点、サヌカイト剥片３点、砂岩製砥石１

点を含む総点数３２４点出土した。そのうち図化可能な遺物は、１０点である。２１～２６は甕、２７・２８は鉢、

３０は欠損した砂岩製砥石、２９は先端部が欠損した凹基式のサヌカイト製石鏃である。３０は表裏に砥面が

認められ、裏面が被熱する。

時期

出土遺物から、弥生時代後期後葉～終末期前半の年代が与えられるが、終末期前半が主体と思われる。

３号竪穴住居 (SB1003)（第２１～２３図）

位置・構造（第２１・２２図）

５－B区 β－ ・ E・F－２０・１で確認された竪穴住居。遺構の一部は、上物残存のため未調査

である。長軸５．５７m、最大深度０．４８m、検出部分の床面積２１．１３m２を測り、住居の平面形態・底面形態と

もにやや不整な円形、断面形態は逆台形を呈する。

覆土除去後、床面に柱穴３１基、土坑１基、炉１基を検出した。検出状況から主柱穴は４基と思われる。

また周壁溝ならびにその他の施設は、確認出来なかった。

遺物の出土量はそれほど多くなく、散在した状況での出土である。

柱穴・土坑（第２２図）
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柱穴は全部で３１基検出され、そのうちEP１～４の計４基が主柱穴と考えられる。主柱穴は長軸・直

径０．３２～０．４８mの円形および楕円形、最大深度０．１８～０．３５mを測る。柱穴間距離の最大は１．７１m（EP２・

３間）、最小は１．１８m（EP１・２間）である。土質および含有物から各主柱穴の覆土はそれぞれ分層で

きるものの、概ね褐色を主体とする。また主柱穴のなかでは、柱痕は確認されなかった。主柱穴以外の

柱穴２７基のうち２０基は直径０．１７～０．３９mの円形で、最大深度０．０５～０．２mを測る。残り７基は長軸０．３６

～０．６１m、短軸０．２１～０．３８m、深さ０．０４～０．２mの楕円形を呈する。土質および含有物から各柱穴の覆

土はそれぞれ分層できるものの、褐色ないしはにぶい黄褐色を主体とする。２７基の内、柱痕を確認した

のはEP１９のみである。

柱穴からの出土遺物は、EP１５から広口壺形土器が、EP２０から甕形土器が、EP２・４・９・１１～１７・

１９・２１から弥生土器片が出土したが、小片のために図化できなかった。

土坑は１基検出したが、未調査部分に半分以上かかっているため詳細は不明である。検出部分から、

平面形態・底面形態は円形ないし楕円形、断面形態は逆台形を呈し、最大幅０．６４m、最大深度０．２６mを

第２１図 SB１００３遺構図

１ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
２ 黒 褐 色（１０YR３／２）粘性砂質土
３ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
４ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
５ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
６ 褐 色 粘（１０YR４／６）粘性砂質土
７ 黒 褐 色（１０YR３／２）粘性砂質土
８ 褐 色（７．５YR４／３）粘性砂質土
９ 黒 褐 色（１０YR３／２）粘性砂質土
１０暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
１１暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
１２にぶい黄褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
１３褐 色（１０YR４／６）粘性砂質土
１４褐 色（１０YR４／６）粘性砂質土
１５暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
１６オリーブ褐色（２．５Y４／３）粘性砂質土
１７褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
１８オリーブ褐色（２．５Y４／３）粘性砂質土
１９にぶい黄褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
２０にぶい黄褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
２１暗オリーブ褐色（２．５Y３／３） 粘性砂質土
２２にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２３オリーブ褐色（２．５Y４／３）粘性砂質土
２４オリーブ褐色（２．５Y４／３）粘性砂質土
２５オリーブ褐色（２．５Y４／４）粘性砂質土
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第２２図 SB１００３・SB１００３EH遺構図

１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）砂質土
２ 褐 色（１０YR４／４）砂質土
３ 褐 色（１０YR４／４）砂質土

１ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
２ 褐 色（１０YR４／４）砂質土
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測る。覆土は、土色から２層に分層できる。土坑内から、遺物の出土は認められない。

土層（第２１図）

調査時の所見では層中に含まれるブロック土を一つの層とし、細分化して捉えている。堆積状況を検

討した結果、SB１００３の土層堆積は大きく２５層に分けることができ、本報告においてはこの検討結果に

基づき述べていく。

覆土は暗褐色を主体とするものの、色調・土質の違いにより２５層に分層できる。層中に含まれる含有

物を見ると、２・７・９層は、土器片・炭化物・焼土塊を含む。３・４・５・１４・１７・２５層はにぶい黄

褐色土ブロックを混入し、１４層はその比率が大きい。６層は、焼土ブロックを若干含む。８層は焼土を

多く含み、土器片を混入する。１０層は褐色土ブロックを混入し、土器片・炭化物・焼土塊を含む。１３層

は、焼土およびにぶい黄褐色土ブロックを多く混入する。１５層はにぶい黄褐色土・褐色土ブロックを多

く混入し、土器片・炭化物・焼土を含む。１６・２２層は、土器片・炭化物を若干含む。１８層は、褐色土ブ

ロックをやや多く混入する。１９層は、砂質が強い。２０・２４層は暗褐色土ブロックを混入し、２４層はその

比率が大きい。２１層は、土器片を含む。

構築面としての床面は、一部砂礫層が認められるものの概ね砂層である。貼床の可能性を考えたもの

の明瞭に区分できず、貼床と考えられる層の確認には至らなかった。

炉（第２２図）

平面形態は不整な楕円形、底面形態は楕円形、断面形態は緩やかな舟底形を呈し、長軸１．０２m、短軸

０．９m、最大深度０．１３mを測る。住居中央部よりやや東側、主柱穴間のほぼ中央にあたる部分に作り付

けられている。覆土は、土質および含有物から７層に分層できる。１層は暗褐色粘性砂質土で炭化物・

土器片を含み、焼土および褐色土ブロックを若干混入する。２層は黒色粘性砂質土で、炭化物が大半を

占める。また１層との境に、部分的に土器片を多く含む個所がある。３・４層は暗褐色粘性砂質土、５

層は黒褐色粘性砂質土で焼土ブロックを混入する。６層は暗褐色粘性砂質土で、焼土ブロックを混入す

る。７層は暗褐色粘性砂質土である。

出土遺物は、炉のほぼ中央部の床面からやや浮いた状態で出土した。壺形土器底部３点、甕形土器口

縁部２点・底部１点、鉢形土器口縁部２点、体部片８５点、焼土塊１点が出土したが、小片のために図化

できるものはなかった。

出土遺物（第２３図）

壺形土器５６点、甕形土器５０点、鉢形土器１０点、高坏形土器５点、手捏ね皿１点、サヌカイト剥片１８点、

結晶片岩製敲石１点、砂岩４点、管玉１点が出土した。図化可能な遺物はそのうち１６点である。広口壺

（３１）・無頸壺（３４）、底部（３２・３３）、甕（３５・３６）、鉢（３７～３９）、高坏（４０）、手捏ね皿（４１）、サヌ

カイト製石鏃（４２～４５）、砂質片岩を用いた石庖丁（４６）である。石鏃は凹基式（４２）・有茎式（４３・

４４）・平基三角（４５）が出土した。４６は一部欠損するが、平刃・複刃を持つ。

時期

出土遺物の中に弥生時代中期後葉の土器も含まれるが、主体は終末期前半と思われる。
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竪穴住居４号 (SB1004)（第２４～３２図）

位置・構造

５－B区 β－ H・I－２・３でSK１２７７とSP１２４３７に切られた状態で確認された竪穴住居。この住居

の平面形態・底面形態ともにやや不整な隅丸方形、断面形態は逆台形を呈する。長軸７．３４m、短軸５．７４

m、最大深度０．４１m、床面積２９．７３m２を測る。

覆土除去後、床面に柱穴２６基、土坑２基、炉１基を検出した。また周壁溝などの他の施設を確認する

第２３図 SB１００３出土遺物
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ことはできなかった。

遺物の出土量は、検出した竪穴住居跡１６軒のうち最多の出土量を誇るSB１００９に次ぐ多さである。遺

１ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
２ 褐 色（１０YR ４／６）粘性砂質土
３ 褐 色（１０YR ４／６）粘性砂質土
４ 暗 灰 黄 色（２．５Y ４／２）粘性砂質土
５ 褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土
６ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
７ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土

８ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
９ 暗 灰 黄 色（２．５Y ４／２）粘性砂質土
１０ 暗 灰 黄 色（２．５Y ４／２）粘性砂質土
１１ 黄 灰 色（２．５Y ４／１）粘性砂質土
１２ 暗 灰 黄 色（２．５Y ４／２）粘性砂質土
１３ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
１４ 褐 色（１０YR ４／６）粘性砂質土

第２４図 SB１００４遺構図（１）

１５ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
１６ 褐 色（１０YR ４／６）粘性砂質土
１７ 暗 灰 黄 色（２．５Y ４／２）粘性砂質土
１８ 褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土
１９ 暗 灰 黄 色（２．５Y ４／２）粘性砂質土
２０ 暗 灰 黄 色（２．５Y ４／２）粘性砂質土
２１ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土

１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
３ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土

２２ 暗 灰 黄 色（２．５Y ４／２）粘性砂質土
２３ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
２４ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
２５ 暗 灰 黄 色（２．５Y ４／２）粘性砂質土
２６ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
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物は、遺構の中央から南西隅にかけてやや密集した状態で出土している。

柱穴・土坑（第２６図）

柱穴は、全部で２６基検出された。住居の平面形態から４本柱構造と考えられるものの、主柱穴と考え

られる柱穴を抽出することはできなかった。柱穴２６基のうち平面形態が円形を呈する柱穴は２３基で、直

径０．１９～０．３９m、最大深度０．０４～０．３８mを測る。平面形態が楕円形を呈する柱穴は３基で、長軸０．３５～

０．６６m、短軸０．２～０．４５m、最大深度０．０３～０．４５mを測る。土質および含有物から各主柱穴の覆土はそ

れぞれ分層できるものの、概ね褐色を主体とする。EP４・１１・１３・１４・２１の計５基から柱痕を確認し

た。柱穴からの出土遺物は、EP５・７・１０・１１・１５・１６・２１で弥生土器片が、EP６・８から弥生土器

片・サヌカイト剥片が、EP２０から鉢形土器・高坏形土器が、EP２４から甕形土器が出土し、図化できた

のはEP２０から出土した高坏（１０５）のみである。

第２５図 SB１００４遺構図（２）
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第２６図 SB１００４ EK２、EH遺構図・出土遺物

１ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
４ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
５ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
６ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
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土坑は、住居内で２基検出できた。EK１は平面形態・底面形態ともに楕円形、断面形態は逆台形を

呈し、長軸０．９７m、短軸０．５８m、最大深度０．１１mを測る。覆土は土質および含有物から３層に分層でき

るものの、上層（１層）、下層（２・３層）の２層に分けることが出来る。出土遺物は、認められない。

EK２はSK１２７７に切られているものの、平面形態・底面形態ともに楕円形、断面形態は不整形な舟底形

を呈していたと思われる。最大長０．９６m、短軸０．７３m、最大深度０．５２mを測る。覆土は概ね暗褐色を呈

し、土質および含有物から６層に分層できる。また２・５・６層は、粘性が非常に強い。これらの層は

上層（１～３層）、下層（４～６層）の２層に大きく分けることができ、上層は土器片・炭化物を若干

含む。６層は、黒褐色土ブロックを混入する。出土遺物は壺形土器３点、甕形土器２点、体部片３４点、

結晶片岩製石錘１点の計４０点が下層の６層を中心に認められ、そのうち図化できたのは壺（４７）、甕（４８）、

緑泥片岩を用いた石錘（４９）である。

土層（第２４図）

土質および含有物から、覆土は概ね２６層に分層できる。全般的に各層とも含有物は少ない。１層では、

マンガン粒の沈着が層全体に多く認められる。２・３層では暗灰黄色土ブロックを、１１層では褐色土ブ

ロックをそれぞれ混入する。各層ともに遺物の出土が認められるが、７層からの出土量が最多である。

構築面としての床面は、概ね砂層である。貼床の可能性を考えたものの明瞭に区分できず、貼床と認

められる層の確認には至らなかった。

炉（第２６図）

平面形態・底面形態ともに不整形、断面形態が逆台形を呈し、規模は長軸１．１４m、最大幅１．１１m、最

大深度０．２１mを測る。炉は、住居のほぼ中央部に作り付けられる。その平面形態から２基の土坑の切り

合い関係を想定したものの、土層堆積状況からそれを確認することはできなかった。

遺物は弥生土器片７点、焼土塊９点、直径５～２０m大の砂岩・結晶片岩が出土したが、図化できるも

のはなかった。

出土遺物（第２７～３２図）

壺形土器５４点、甕形土器１８１点、鉢形土器１９点、高坏形土器５点、体部片１７５２点、サヌカイト製石鏃・

楔形石器各１点・剥片１１点、結晶片岩製打製石庖丁４点・敲石２点・石鍬１点・石核１点・剥片６点、

砂岩製およびハンレイ岩製砥石２点が出土した。図化可能な遺物は、そのうちの７５点である。

壺（５０～５３・５５～５８・６０～６５・７５）のうち、５０～５７は広口壺・７５は短頸直口壺である。５６は遺存状態

が悪いものの、口縁部端面に鋸歯文を施す。底部（５８・６０～６５）は、平底である。

甕（６６～８０・８２～８６・９９）は、いわゆるタタキ甕が主体となる。遺存状態の悪いものも多いが、外面

の調整ではタタキの後に体部下半にハケメ（６６・７７）や、板ナデ（７８～８０）を施すものがある。体部上

半部においては、タタキを施した後に調整を加えないもの（６９）や、口縁端部付近までハケメを施すも

の（７１）、板ナデを施すもの（７０）がある。内面では、頸部付近までケズリを施したままのもの（７０）

や、その後ハケメを加えるものがある（７４）。また体部下半では、ケズリの後にユビナデが認められる

もの（８３）もある。７０・７４は胎土に角閃石・金雲母を含むことから、讃岐からの搬入品である。

鉢（５４・５９・８１・８７～９８・１００・１０１）は、口縁部がくの字に折れ曲がるタイプのもの（５４）やボウル
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第２７図 SB１００４出土遺物（１）
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第２８図 SB１００４出土遺物（２）
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第３０図 SB１００４出土遺物（４）
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124

0 20cm

型（８７～９５）があり、そのうち底部に穿孔が認められる有孔鉢（８１・９１・９８）がある。９０は、未穿孔で

ある。９４は他のボール型の鉢と比較して、やや器高が低く扁平気味である。外面の調整は、タタキの後

に何も調整を加えないもの（８９）、板ナデ（８７・８８・９２・９５～９７）を加えるものがある。また９３のよう

に体部下半にケズリ、上半部にハケメを施すものも存在する。内面の調整では、板ナデ・ユビナデ・ハ

ケメが認められる。１００・１０１は、小型丸底鉢の体部である。

高坏（１０２～１１２）は体部が外上方に緩やかに立ち上がり口縁端部を肥厚させるもの（１０３）、内部に口

縁部を折り曲げるもの（１０４）がある。タタキの痕跡は認められない。１０２は、高坏の体部か。脚部は６

個体実測できたが、そのうちの１０６・１０７・１０９にタタキが認められる。１０７は対角線上に４ヶ所、１０８は

２穴１組で３ヶ所に穿孔が認められる。１０９は、蓋の可能性が考えられる。

１１４は、平基三角のサヌカイト製石鏃である。１１３は楔形石器で、左側縁部の一部を欠損する。１１５～

１１８は単刃かつ平刃の石庖丁で、１１８の石材のみ紅簾片岩で他は砂質片岩を用いる。１１９は長さ２０cm前後

を測る砂質片岩の石核で、自然面が残る。１２０は砂質片岩を用いた石鍬である。１２１・１２２は砂岩製の敲

石で、敲打痕が１２２は下部と右側縁部にそれぞれ１ヶ所、１２１は３ヶ所認められた。１２３・１２４は砥石で、

１２３はハンレイ岩、１２４は砂岩を用いる。１２３は表面に砥面が２ヶ所、下・右・左の三ヶ所で敲打痕が認

められた。１２４は表裏の２面で、砥面が認められる。

時期

小型丸底鉢、およびやや扁平なボール型の鉢の出土から、弥生時代後期後葉～終末期の年代が与えら

れる。しかし、底部が各器種ともに平底を主体とすることから、主体は終末期前半と思われる。

第３２図 SB１００４出土遺物（５）
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竪穴住居５号 (SB1005)（第３３～３７図）

位置・構造

５－A区 β－ I・J－１３でSB１００６・SP１１０７７に切られた状態で確認された竪穴住居。この住居の平

面形態・底面形態ともにほぼ円形、断面形態は緩やかな舟底形を呈する。長軸４．４９m、最大深度０．１１m、

検出部分の床面積１３．８１m２を測り、深度が浅い。

覆土除去後、床面に柱穴１２基、土坑２基、炉１基を検出した。検出状況から主柱穴は４基であり、そ

のうち１基はSB１００６内で検出された。また住居内において、周壁溝ならびに他の施設は確認出来なか

った。

柱穴・土坑（第３４～３７図）

柱穴は全部で１２基検出されているが、そのうちEP１～４の計４基が主柱穴と考えられる。主柱穴は

直径０．３１～０．４２mの円形２基と、長軸０．５１～０．５３m、短軸０．４３～０．４４mの楕円形２基から成り、最大深

度０．２９～０．４３mを測る。柱穴間距離の最大は２．１５m（EP３・４間）、最小は１．９２m（EP２・３間）であ

る。各柱穴とも土質および含有物から覆土を分層しているものの、主要土色は暗褐色を呈する。どの主

柱穴からも柱痕が確認された。主柱穴以外の柱穴８基のうち７基は、直径０．２８～０．４３mの円形で最大深

度０．０９～０．２７mを測る。残り１基は長軸０．６９m、短軸０．２９m、深さ０．３９mの楕円形を呈する。土色は、

主柱穴と同じく暗褐色を主要土色とする。

柱穴からの出土遺物は、EP１・３・６から弥生土器片が数点、EP２から弥生土器片３点と凹基式の

サヌカイト製石鏃１点（１３６）、EP４から弥生土器片２点・結晶片岩剥片１点、EP７から甕形土器口縁

部１点（１３７）と体部片２点、EP１１から弥生土器片、打製石庖丁（１３５）が出土した。１３７は、内外面に

炭化物が多量に付着する。１３５は砂質片岩を用いた石庖丁で、平刃・複刃を持ち、部分的に自然面が残

る。

土坑は、住居内で２基検出できた。EK１は平面形態・底面形態ともに楕円形、断面形態は逆台形を

呈し、長軸０．５６m、短軸０．４４m、深度０．１０mを測る。覆土は暗褐色粘性砂質土で、土質および含有物か

ら２層に分層できる。遺物は、壺形土器口縁部・体部片各１点、サヌカイト製石鏃１点である。図化で

きたのは、直口壺（１３８）と未製品の石鏃（１３９）である。EK２は平面形態・底面形態ともにやや不整

な円形、断面形態は不整な舟底形を呈し、直径０．５８m前後、最大深度０．１６mを測る。覆土は暗褐色粘性

砂質土で、土質および含有物から５層に分層できる。４・５層で褐色土ブロック混入する。遺物は弥生

土器片４点、サヌカイト剥片１点が出土したが、小片のために図化できなかった。

遺構内遺構から出土した遺物は、住居内から出土したものと比較して時期差はほとんどない。

土層（第３３図）

覆土は暗褐色を呈し、土色および含有物から２層に分層できるが、部分的に３層になる個所もある。

９・１２層で、マンガン粒の沈着が若干認められる。遺物の出土量は非常に少なく、住居床面直上の西側

を中心に散在した状況で確認した。
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１ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
２ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
３ 暗褐色（１０YR３／３）粘性砂質土
４ 暗褐色（１０YR３／３）粘性砂質土
５ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
６ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
７ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土

第３３図 SB１００５・１００６遺構図（１）

８ 暗褐色（１０YR３／３）粘性砂質土
９ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
１０ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
１１ 暗褐色（１０YR３／３）粘性砂質土
１２ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
１３ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
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EP１－１ 暗褐色（１０YR２／３）粘性砂質土
２ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
３ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
４ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土

EP２－１ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
３ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
４ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
５ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
６ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
７ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土

第３４図 SB１００５・１００６遺構図（２）

EP３－１ 暗褐色（１０YR３／３）粘性砂質土
２ 暗褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
３ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
４ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
５ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土

EP４－１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
３ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土

EK１－１ 暗褐色（１０YR３／３）粘性砂質土
２ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土

EK２－１ 暗褐色（１０YR３／３）粘性砂質土
２ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
３ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
４ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
５ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
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炉（第３５図）

平面形態・底面形態ともに不整な楕円形、断面形態は逆台形を呈し、長軸１．２５m、短軸０．９２m、最大

深度０．２１mを測る。平面形態から、別遺構と切りあいの可能性が考えられたが、土層堆積からそれを確

認することはできなかった。覆土は概ね暗褐色を呈し、土質および含有物から４層に分層できるものの、

大きく上層（１・２層）、下層（３・４層）の２層に分けることができる。上層は炭化物を含み、１層

が含む率が高い。４層は、暗褐色土ブロックを混入する。

出土遺物は、甕形土器口縁部１点・体部片７点、サヌカイト剥片２点が出土したが、小片のために図

化できるものはなかった。

出土遺物（第３６図）

壺形土器６点、甕形土器１７点、鉢形土器１点、高坏形土器２点、体部片１９１点、土製紡錘車１点、サ

ヌカイト製石錐１点・剥片１９点、結晶片岩製柱状片刃石斧１点が出土した。図化可能な遺物は、そのう

ちの１１点である。

１ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
２ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土

１ 暗褐色（１０YR３／３）砂質土
２ 暗褐色（１０YR３／３）粘性砂質土
３ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
４ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土

１ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
２ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
４ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土

１ 暗褐色（１０YR３／３）粘性砂質土
２ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
３ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土

第３５図 SB１００５・１００６遺構内遺構図

１ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土

１ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）砂質土

１ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
２ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
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甕（１２５～１２７）は、口縁部端面に凹線が明瞭に施される。１２５・１２７の内面口縁部では、板状工具を用

いてヨコナデを施す。１２７は遺存状態が悪いものの内面上位までヘラケズリが認められ、遺存部に炭化

物が多く付着する。鉢（１２８）は口縁部をくの字に折り曲げるタイプで、口縁部端面に凹線が認められ

る。１２９・１３０は、高坏である。１３１は、胎土が精良な土器片を紡錘車に転用している。

１３２は、サヌカイト剥片である。１３３は先端部を欠損したサヌカイト製石錐で、摘みを有する。１３４は、

砂質片岩を用いた柱状片刃石斧である。部分的に敲打痕が認められ、ほとんどが欠損した状態である。

１３５はEP１１から出土した打製石庖丁で、砂質片岩を用いる。平刃・複刃をもつ。

時期

出土した土器にそれぞれ凹線が認められること、および口縁部が屈曲する鉢が出土していることか

第３６図 SB１００５出土遺物
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ら、弥生時代中期後葉～後期初頭と思われる。

竪穴住居６号 (SB1006)（第３３～３５・３８・３９図）

位置・構造

５－A区 β－ I・J－１３・１４でSP１１０６８に切られた状態で確認された竪穴住居。また、住居南側の

一部を調査区の側溝によって切られる。SB１００５との切り合い関係では、本遺構が後出する。この住居

の平面形態・底面形態ともにほぼ円形、断面形態は逆台形を呈する。長軸５．２９m、短軸４．７６m、最大深

度０．４m、床面積２０．１７m２を測る。

覆土除去後、床面に柱穴９基、土坑３基、炉１基を検出した。主柱穴はEP４とEP８の２基と考えら

れ、２本柱構造の可能性がある。また住居内において、周壁溝ならびに他の施設の確認は出来なかった。

柱穴・土坑（第３５図）

柱穴は全部で９基検出されているが、そのうちEP４・８の計２基が主柱穴の可能性がある。主柱穴

は直径０．３２～０．５６mの円形で、最大深度０．２～０．２６mを測る。柱穴間は２．０２mを測る。覆土は土質およ

び含有物からそれぞれ分層でき、主要土色はにぶい黄褐色を呈する。２基ともに柱痕を確認した。

主柱穴以外の柱穴７基は、直径０．２２～０．５１mの円形で、最大深度０．１３～０．２８mを測る。主要土色は、

にぶい黄褐色を呈する。EP３・６・９で柱痕を確認した。また、EP５・９で弥生土器片がそれぞれ数

点出土したが、小片のために図化できるものはなかった。

土坑は、住居内で３基検出できた。EK１・２ともに調査区側溝によって一部切られてはいるものの、

EK１は平面形態・底面形態ともに楕円形、断面形態は不整形を呈し、長軸１．１６m、短軸０．４１m、最大

深度０．１４mを測る。覆土は、１層－暗褐色粘性砂質土、２層－褐色粘性砂質土の２層に分層できる。平

第３７図 SB１００５遺構内遺構出土遺物
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第３８図 SB１００６出土遺物（１）
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面形態から遺構の切り合い関係を想定したが、土層堆積で確認することはできなかった。EK２は平面

形態・底面形態ともに楕円形、断面形態は逆台形を呈し、長軸０．８６m、短軸０．４m、深度０．１６mを測る。

覆土は３層に分層できるものの、概ね暗褐色を呈する。１層は、炭化物・土器片を若干含む。遺物は小

片のために図化できなかったものの、弥生土器片、サヌカイト剥片が出土した。EK３は平面形態・底

面形態ともにやや不整な楕円形、断面形態は逆台形を呈し、長軸１．１３m、短軸０．６４m、最大深度０．３２m

を測る。覆土は土色および含有物から３層に分層できるものの、大きく上層（１層）－暗褐色粘性砂質

土、下層（２・３層）－にぶい黄褐色粘性砂質土の２層に分けることができる。下層のうち２層では、

暗褐色土をブロック状に混入する。遺物は小片のために図化できなかったが、弥生土器片が出土した。

土層（第３３図）

覆土は暗褐色を呈し、土色および含有物で大きく４層に分層できる。３・５層では、灰黄褐色土をブ

ロック状に混入する。全般的に土器片を若干含み、遺物は炉の周囲に散在した状況で出土している。

炉（第３５図）

平面形態・底面形態ともに楕円形、断面形態は不整な逆台形を呈し、長軸１．６m、短軸１．２１m、最大

深度０．３５mを測る。底面は、部分的に段差が認められる。覆土は土質および含有物から３層に分層でき

るものの、上層（１層）－暗褐色粘性砂質土、下層（２・３層）－にぶい黄褐色粘性砂質土の２層に分

けることができる。下層のうち２層は、暗褐色土ブロックを混入する。遺物は弥生土器片数点のみの出

土で、小片のために図化できなかった。

出土遺物（第３８・３９図）

壺形土器１８点、甕形土器３２点、鉢形土器８点、高坏形土器１点、体部片５９６点、サヌカイト製石鏃４

点・楔形石器１点・剥片２３点、打製石庖丁１点・未製品４点、砂岩製砥石・敲石各１点が出土した。図

化可能な遺物は、そのうちの２８点である。

壺（１４３～１４５・１４９）は、図化可能な遺物が底部のみである。甕（１４０～１４２・１４６～１４８・１５１）は、タ

タキ甕が半数近くを占める。外面はタタキの後にハケメないしは板ナデを施し、内面では上位までケズ

リを施す。底部は、平底が主体である。鉢（１５０・１５２～１５４）はボール型（１５２・１５３）と口縁部をくの

字に折り曲げる型（１５４）が出土した。１５２は有孔鉢で底部に内面からの穿孔が認められ、外面に多量の

炭化物が付着する。１５３の器表面には、乾燥時に伴うひび割れが認められる。１５４は口縁部端面から体部

中位にかけて炭化物がやや多く付着し、体部下位において二次被熱の痕跡が認められる。高坏（１５５～

１５８）の脚部端面には、凹線が認められる。

１５９～１６２は、サヌカイト製石鏃である。１５９は有茎式、１６０・１６１は凹基式、１６２は平基五角である。１６３

は、左右の側縁部を欠損した楔形石器である。１６４は砂質片岩を用いた削器で、凸刃・単刃をもつ。１６５

は砂質片岩を用いた打製石庖丁で、平刃・単刃を持つ。１６６は凝灰岩を、１６７は砂岩を用いた砥石である。

１６６は裏面と右側縁部に、１６７は表面と右側縁部に砥面が認められる。

時期

出土遺物から、弥生時代後期後葉～終末期前半と思われる。
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竪穴住居７号 (SB1007)（第４０～４５図）

位置・構造

５－A区 β－ J・K－１４・１５でSP１１１１０・１１１１１に切られた状態で確認された竪穴住居。調査時の

所見では、SB１００８を切る直径４m弱、最大深度０．１２mを測る円形の竪穴住居として捉えていた。しかし

SB１００８とともに遺構深度が浅いため再検討を行い、第４０図のような主柱穴７基を持ち、炉を中心とし

た半径２mの範囲の床面が若干低い推定直径８～９mの円形住居を復元した。調査時では本遺構が後出

第３９図 SB１００６出土遺物（２）
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１ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土

第４０図 SB１００７・１００８遺構図（１）

４ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
５ 暗褐色（１０YR３／３）粘性砂質土
６ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
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するような形で検出されたが、出土遺物から時期差はあまり認められず、SB１００８が後出する可能性が

高い。

直径４m前後の円形遺構の覆土除去後、その床面に柱穴１１基、土坑２基、炉１基を検出した。主柱穴

は、第４０図のようなEP１～８の可能性がある。EP６～８は、SB１０１０内で確認された。また住居内にお

いて、周壁溝ならびに他の施設は確認出来なかった。

柱穴・土坑（第４２・４４図）

柱穴は全部で１９基検出されているが、そのうちEP１～８の計８基が主柱穴と考えられる。主柱穴は

直径０．２６～０．５６mの円形、最大深度０．０６～０．２４mを測る。柱穴間距離の最大は３．２６m（EP３・４間）、

最小は１．４２m（EP６・７間）である。覆土は土質および含有物からそれぞれ分層でき、主要土色は概

１褐 色（７．５YR ４／４）粘性砂質土
２にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
３褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土

１暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
２黒 褐 色（１０YR ３／２）粘性砂質土
３にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
４暗 灰 褐 色（２．５Y ４／２）粘性砂質土

１灰 黄 褐 色（１０YR ４／２）粘性砂質土
２暗 褐 色（１０YR ３／３）粘性砂質土
３にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土

１褐 色（７．５Y ４／４）粘性砂質土
２にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
３褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土

１暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
２黒 褐 色（１０YR ３／２）粘性砂質土
３暗 褐 色（１０YR ３／３）粘性砂質土
４にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土

１暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
２暗褐色（１０YR３／３）粘性砂質土

１暗 褐 色（１０YR ３／３）粘性砂質土
２暗 褐 色（１０YR ５／４）粘性砂質土
３暗 褐 色（１０YR ３／３）粘性砂質土
４にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土

１暗 褐 色（１０YR ３／３）粘性砂質土
２にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土

１暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
２黒 褐 色（１０YR３／２）粘性砂質土
３にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
４暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土

第４２図 SB１００７・１００８EP遺構図

１暗 褐 色（１０YR ３／３）粘性砂質土
２にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
３暗 褐 色（１０YR ６／４）粘性砂質土
４にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土

１暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
２にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
３にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土

１暗褐色（１０YR ３／３）粘性砂質土

１黒褐色（１０YR３／２）粘性砂質土
２黒褐色（１０YR３／２）粘性砂質土
３暗褐色（１０YR３／３）粘性砂質土

１黒 褐 色（１０YR ３／２）粘性砂質土
２黒 褐 色（１０YR ３／２）粘性砂質土
３にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土

１暗 褐 色（１０YR ３／３）粘性砂質土
２暗 褐 色（１０YR ５／４）粘性砂質土
３にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土

１にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土

１黒 褐 色（１０YR３／２）粘性砂質土
２暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
３にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
４暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土

１黒 褐 色（１０YR ３／２）粘性砂質土
２暗 灰 黄 色（１０YR ４／２）粘性砂質土
３にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土

１暗褐色（１０YR ３／３）粘性砂質土
２黒褐色（１０YR ３／２）粘性砂質土
３暗褐色（１０YR ５／４）粘性砂質土

１灰 黄 褐 色（１０YR ４／２）粘性砂質土
２暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
３にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
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ね黒褐色・暗褐色を呈する。主柱穴のうちEP１・４・６～８から柱痕を確認した。主柱穴以外の柱穴

１１基は、直径０．２２～０．３５mの円形で最大深度０．０７～０．２４mを測る。柱穴からの出土遺物は、EP７・８・

１２・１５・１６のそれぞれから数点の弥生土器片が、EP６からサヌカイト製石錐（１８６）が、EP１８からサ

ヌカイト剥片（１７４）が出土し、図化できたのはEP６・１８から出土した石錐と剥片のみである。

土坑は、２基検出した。EK１は平面形態・底面形態ともにやや不整な楕円形、断面形態は逆台形を

呈し、最大幅０．６１m、最大深度０．３９mを測る。出土遺物は、弥生土器片が数点出土している。EK２は、

平面形態・底面形態ともにやや不整な楕円形、断面形態はやや不整な舟底形を呈し、長軸１．８５m、短軸

０．９３m、最大深度０．２mを測る。SB１００７の遺構内遺構とはしたものの、伴わない可能性もある。土層は

概ね黒褐色・暗褐色を呈し、土色および含有物から４層に分層できる。遺物は１・２層を中心に出土し、

ほぼ甕形土器１個体分（１６８）とそれとは別個体の土器片数点、サヌカイト剥片２点、直径５～２５cm大

の砂岩および結晶片岩が確認された。

炉（第４３図）

主柱穴間中央の若干西寄り、円形状の落ち込みのほぼ中央に位置する。EP１２に切られてはいるもの

の、平面形態・底面形態ともにやや不整な円形、断面形態はやや不整な舟底形を呈し、直径０．７３m前後、

最大深度０．２８mを測る。覆土は土色および含有物から５層に分層でき、上層（１・２・５層）、下層（３・

４層）に分けることができる。上層は暗褐色土・にぶい黄褐色土・黒褐色土ブロックをそれぞれ混入し、

その混入率によって土色が異なる。下層は暗褐色粘性砂質土で、３層は部分的に黒褐色土を混入する。

また４層と自然堆積層との境に、炭化物の堆積がレンズ状に認められる。１・３層で土器片を含む。

１ 暗 褐 色（１０YR５／４）粘性砂質土
２ 黒 褐 色（１０YR３／２）粘性砂質土
３ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
４ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
５ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土

第４３図 SB１００７・１００８EH遺構図

１ 暗褐色（１０YR３／３）粘性砂質土
２ 黒褐色（１０YR３／２）粘性砂質土
３ 黒褐色（１０YR３／２）粘性砂質土
４ 黒褐色（１０YR３／１）粘性砂質土
５ 黒褐色（１０YR３／２）粘性砂質土
６ 暗褐色（１０YR３／３）粘性砂質土
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遺物は甕形土器１点・体部片１７点、サヌカイト製石鏃１点・剥片３点が出土し、そのうち甕形土器の

底部（１７０）と凹基式の石鏃（１７１）が図化できた。

出土遺物（第４５図）

甕形土器８点、鉢形土器・高坏形土器（１６９）各１点、体部片１３４点、サヌカイト製石鏃（１７２・１７３）

第４４図 SB１００７EK２遺構図・出土遺物

１黒褐色（１０YR３／２）粘性砂質土
２暗褐色（１０YR３／３）粘性砂質土
３黒褐色（１０YR３／２）粘性砂質土
４暗褐色（１０YR３／３）粘性砂質土
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２点・剥片１７点、結晶片岩剥片１点、砂岩製砥石（１７５）１点が出土した。そのうち、図化可能な遺物

は４点である。

１６９は、外面に炭化物がやや多く付着する。１７２・１７３は、ともに先端部を欠損した凹基式の石鏃であ

る。１７５は表面に１ヶ所砥面があり、表面の約半分と右側縁の一部分に被熱痕跡が認められる。

時期

出土遺物から、弥生時代中期中葉か。

竪穴住居８号 (SB1008)（第４０～４３・４６・４７図）

位置・構造

５－A区 β－ K・L－１４・１５でSB１００７・SP１１１０９に切られた状態で確認した竪穴住居。この住居

の平面形態・底面形態はややいびつな円形、断面形態は緩やかな舟底形で、長軸７．６m、短軸６．６６m、

最大深度０．１３m、床面積３６．６６m２を測る。調査時の所見ではSB１００７が後出すると思われたが、出土遺物

から本遺構が後出する可能性が高い。

覆土除去後、床面に柱穴３２基、土坑３基、炉１基を検出した。主柱穴はEP１～８、もしくはEP９～

１９の可能性がある。主柱穴がEP９～１９の場合、直径８m前後の規模になるものと思われる。EP４・５・

１３・１４の４基は、SB１００７内で検出された。また住居内において、周壁溝ならびに他の施設は確認出来

なかった。出土遺物は少なく、壁際に２個体がまとまった状態で出土しているが、散在した状況である。

柱穴・土坑（第４２・４７図）

柱穴は全部で３２基検出されているが、そのうちEP１～８の計８基、ないしはEP９～１９の計１１基が主

柱穴と考えられる。主柱穴は直径０．１９～０．５５mの円形、最大深度０．０８～０．５４mを測る。柱穴間距離の最

大は２．２４m（EP１・７間）、最小は１．０６m（EP５・６間）である。土色および含有物から各柱穴の覆土

は分層されるものの、概ね暗褐色および黒褐色を主体する。主柱穴のなかでEP４～７、EP９・１３・１５

の計６基から柱痕を確認した。主柱穴以外の柱穴２１基は直径０．２１～０．４mの円形で、最大深度０．０８～０．５１

mを測る。覆土は、主柱穴と同じく暗褐色および黒褐色を呈する。柱穴からの出土遺物は、EP２から

甕形土器口縁部・体部片、サヌカイト剥片が、EP１５から広口壺形土器、サヌカイト剥片が、EP３・６・

７・２２・２３から弥生土器片とサヌカイト剥片が、EP４・１０・１３・１４・１６・１９・３０・３３から弥生土器片

が、EP１・８・１１からサヌカイト剥片が出土した。

土坑は３基検出され、EK１は平面形態・底面形態ともにやや不整形な円形、断面形態は逆台形を呈

し、直径０．４９m前後、最大深度０．１２mを測る。覆土は土色および含有物から３層に分層できるものの、

大きく上層（１・２層）、下層（３層）に分けることができる。上層は暗褐色粘性砂質土で、１層は灰

黄褐色土ブロック・焼土を若干混入する。下層はにぶい黄褐色粘性砂質土である。遺物は弥生土器片と

サヌカイト製楔形石器（１９１）が出土した。EK２は平面形態・底面形態ともに不整形、断面形態は逆台

形を呈し、長軸１．９９m、短軸０．５m、最大深度０．０９mを測る。平面形態から、何基かの遺構の切り合い

関係を想定したが、土層堆積状況から立証できなかった。覆土は土色および含有物から３層に分層でき、

大きく上層（１・２層）、下層（３層）に分けることができる。上層は暗褐色粘性砂質土で、両層とも
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に焼土を含む。また１層では、層全体に炭化物を含む。下層は、暗褐色粘性砂質土である。遺物は弥生

土器片と凹基式のサヌカイト製石鏃（１８８）と石錐（１９０）が出土した。EK３は平面形態・底面形態と

もに楕円形、断面形態は舟底形を呈し、長軸０．７７m、短軸０．４３m、最大深度０．０８mを測る。覆土は２層

に分層でき、１層は灰黄褐色粘性砂質土、２層はにぶい黄褐色粘性砂質土である。出土遺物は、認めら

れない。

土層（第４０図）

覆土は土色および含有物から６層に分層できるものの、大きく上層（１層）、下層（２～６層）に分

けることができる。各層とも比率の違いはあるものの、炭化物をそれぞれ含む。上層は灰黄褐色粘性砂

質土で、焼土を若干含む。下層は概ね暗褐色粘性砂質土で、そのうちの２・４層では焼土および炭化物

を大量に含む。また６層では、炭化物を大量に含む。

炉（第４３図）

住居中央部から南西寄りに位置し、平面形態・底面形態ともに不整形、断面形態やや不整な舟底形を

呈し、長軸１．７９m、短軸０．８４m、最大深度０．３８mを測る。EP１～８が主柱穴の場合、炉はほぼ中央に作

り付けられていることになる。EP９～１９の場合だと、西寄りに作り付けられる。覆土は土色および含

有物から６層に分層できるものの、大きく上層（１・２層）・下層（３～６層）の２層に分けることが

できる。上層はそれぞれ暗褐色土・黒褐色土ブロックを混入する。また２層では、焼土および炭化物を

ブロック状に混入する。下層は概ね黒褐色粘性砂質土で、３層は炭化物を６層中一番多く含む。また４

層では、炭化物の堆積層が認められる。

第４５図 SB１００７出土遺物

スクリーントーン ー 被熱
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第４６図 SB１００８出土遺物（１）
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遺物は、壼形土器（１７７）、甕形土器、鉢形土器、有茎式のサヌカイト製石鏃（１８９）・剥片が出土した。

出土遺物（第４６・４７図）

壺形土器８点、甕形土器９点、鉢形土器２点、体部片１０７点、サヌカイト製石鏃６点・石錐・剥片１８

点、結晶片岩剥片５点、焼土塊３８点が出土した。図化可能な遺物はそのうち１１点で、壺は遺存状態が悪

く図化できるものはなかったが、口縁部端面に斜格子文が施される個体が認められた。

甕（１７６・１７８・１７９）のうち、１７６は口径３５cm弱を測る大型甕で、体部内面上位に炭化物が多量に付

着する。また１７９では外面体部上位に炭化物が多く付着し、内面体部上位までケズリが施される。出土

した石鏃のうち、１８０は平基五角形、１８１は欠損のため不明である。１８２～１８５は、摘みを有する石錐であ

る。１８７は砂質片岩を用いた打製石庖丁で、平刃・複刃を持つ。

時期

出土遺物から、弥生時代後期前葉が主体か。

竪穴住居９号 (SB1009)（第４８～５４図）

位置・構造

５－A区 β－ L・M－１５～１７でSK１１３６、SP７基に切られた状態で確認された竪穴住居。この住居

の平面形態・底面形態はともに円形、断面形態は逆台形を呈する。住居南東部に１ヶ所、幅２．０２m、奥

行き０．７２mの張り出し部が構築される。長軸はこの張り出し部を含めて８．９３m、長軸に直交する形で短

軸８．１５m、最大深度０．４９m、床面積５５．９２m２を測る。床面積は、SB１０１３に次ぐ広さである。南東部の張

り出し部はその形状からみて、入り口の可能性が考えられる。

覆土除去後、床面に柱穴２１基、炉１基を検出した。主柱穴はEP１～６、もしくはEP１～５の可能性

第４７図 SB１００８出土遺物（２）
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１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土
３ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
４ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
５ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
６ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
７ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土
８ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土
９ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
１０ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
１１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
１２ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土
１３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
１４ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土
１５ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土

第４８図 SB１００９遺構図（１）

１６ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
１７ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
１８ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土
１９ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２０ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土
２１ 褐 色（１０YR４／４）砂層
２２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２４ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土
２５ 黒 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
２６ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２７ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土
２８ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２９ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
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第４９図 SB１００９遺構図（２）
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があり、５本ないしは６本柱構造である。また住居内において、周壁溝など他の施設は確認出来なかっ

た。遺物は床面から浮き、散在した状態での出土である。

柱穴・土坑（第５０図）

柱穴は全部で２１基検出されたが、そのうちEP１～６の計６基を主柱穴として捉えた。しかしEP１～

５の５本柱構造の可能性も考えられる。主柱穴は直径０．３２～０．７９mの円形、最大深度０．１６～０．４４mを測

る。柱穴間距離の最大は３．５４m（EP１・２間）、最小は１．７７m（EP６・１間）である。土質および含有

物から各柱穴の覆土はそれぞれ分層されるものの、概ね暗褐色を主体する。また主柱穴すべてに、柱痕

を確認した。

主柱穴以外の柱穴１５基は、直径０．２４～０．５３mの円形で、最大深度０．１３～０．３１mを測る。覆土は土色お

よび含有物からそれぞれ分層でき、暗褐色ないしはにぶい黄褐色を主体とする。またEP７・１３・１７・

２１で、柱痕を確認した。遺物は、EP１・８から鉢形土器が、EP４・６・９～１１・１６～１９からそれぞれ

弥生土器片が、EP２から甕形土器が、EP７から弥生土器片・焼土塊が、EP２１から広口壼形土器が出土

したが、小片のために図化できなかった。

住居内において、土坑として捉えうる遺構は確認できなかった。

土層（第４８図）

覆土は、土色および含有物から２９層に分層できる。１・２層は炭化物を比較的多く含む。土器片を含

む層は３・４・１５・１８・１９層で、中でも３層と１８層が大量に含む。また３層は、直径５～３０cm大の礫

も多く含む。１０・１１・１５層は地山ブロックを混入し、１１・１５層はその比率が高い。２１層は、自然堆積層

である。これらの土層堆積状況と遺物の出土状況から、遺物は住居の埋没過程で遺棄された可能性が考

１ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
４ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
５ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
６ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土

１ 暗 褐 色（１０YR ３／３）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR ３／３）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土

１ 暗 褐 色（１０YR ３／３）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR ３／３）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土

１ 暗 褐 色（１０YR ３／３）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
３ 暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
４ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
５ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土

１ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
４ 暗 褐 色（１０YR ３／３）粘性砂質土

１ 暗 褐 色（１０YR ３／３）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR ３／３）粘性砂質土
３ 暗 褐 色（１０YR ３／３）粘性砂質土
４ 暗 褐 色（１０YR ３／３）粘性砂質土
５ 暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
６ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土

第５０図 SB１００９遺構内遺構図

１ 暗褐色（１０YR ３／２）粘性砂質土
２ 暗褐色（１０YR ３／３）粘性砂質土
３ 黒 色（１０YR ２／１）粘性砂質土

４ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）砂質土
５ 黒 褐 色（１０YR ２／３）粘性砂質土
６ 褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土
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第５１図 SB１００９出土遺物（１）
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第５２図 SB１００９出土遺物（２）
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第５３図 SB１００９出土遺物（３）
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241

0 10cm

242

243

0 2.5cm

えられる。

炉（第５０・５１図）

住居の中央部からやや東よりに、主柱穴間ではEP６に近接した状態で作り付けられている。平面形

態・底面形態ともにやや不整な楕円形、断面形態はやや不整な逆台形を呈し、長軸１．３９m、短軸１．０８m、

最大深度０．３７mを測る。

覆土は概ね黒褐色を呈するものの、土色および含有物から６層に分層できる。１層は黒褐色粘性砂質

土で、部分的に暗褐色土ブロックを混入する。２層は暗褐色粘性砂質土、３層は黒色粘性砂質土で、炭

化物を大量に含む。４層はにぶい黄褐色砂質土、５層は黒褐色粘性砂質土で、３層と同じく炭化物を大

量に含む。６層は褐色粘性砂質土で、にぶい黄褐色土ブロックを混入する。土器片の出土は、４・６層

を除く層でわずかに認められた。

遺物は甕形土器口縁部２点、底部１点、体部片６５点、サヌカイト剥片１点が出土した。図化できたの

は、口縁部（１９７・１９８）と底部（２０５）の３点である。１９７・１９８の外面は口縁端部付近までタタキが施

され、体部に部分的にユビナデが施される。２０５はタタキの後に板ナデが施される。内面の調整はケズ

リの後にユビナデを施す。１９８は、上位までケズリがおよぶ。また１９８は外面体部下位に、２０５は内外面

に炭化物が多く付着する。

出土遺物（第５１～５４図）

壺形土器２０点、甕形土器３１１点、鉢形土器１０点、高坏形土器４点、手捏ね皿１点、体部片１８０７点、サ

ヌカイト製石鏃１０点・楔形石器４点・石錐１点・剥片１３７点、結晶片岩製打製石庖丁３点・剥片１６点、

砂岩製砥石３点、鉄片２点が出土した。図化可能な遺物はそのうちの５２点である。

第５４図 SB１００９出土遺物（４）
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壺（１９２～１９６）のうち１９３・１９４は二重口縁壺で、１９３は他の土器と比較して胎土が精良であり、その

形態から東阿波型土器の模倣品の可能性がある。甕（１９７～２０７）のうち、１９７・１９８・２０５の３点は炉出

土である。出土した甕はすべてタタキ甕で、外面は口縁端部までタタキがおよび、その後体部を中心に

ハケメ・ユビナデ・板ナデを施す。内面は、頸部付近までケズリを施したあとハケメを施したり（２０２）、

ユビナデを施す（１９９・２０３・２０４）。２０６は、外面に煤状の炭化物が付着する。鉢（２０８～２１１）のうち、

２０８は口縁部～体部中位までが調整不明瞭なものの、タタキの後にケズリを施す。底部～体部下位では

顕著にそれが見てとれる。２０９はタタキに２種類の施工原体を用い、平行タタキの後に体部下位を中心

に縦方向のタタキを施す。２１１は、内面から穿孔する。高坏は４点出土のうち、３点（２１２～２１４）図化

できた。２１５は、手捏ね皿である。

サヌカイト製石鏃（２１６～２２５）のうち２１６～２１８は平基三角、２１９～２２３は凹基式、２２４は凸基式、２２５は

有茎式である。２２６～２２９はサヌカイト製楔型石器、２３０はサヌカイト製石錐、２３１～２３８はサヌカイト剥

片である。剥片の打面構成は２３７は複剥離、２３５は自然面、後は線剥離である。２３９・２４０は、砂質片岩を

用いた打製石庖丁である。２４１は砂岩製砥石で、表面に砥面と敲打痕が、右側縁部に敲打痕がそれぞれ

認められる。２４２・２４３は鉄製棒状工具で、２４２は断面楕円形、２４３は断面方形を呈する。住居内から出土

したものの、混入物の可能性もある。

時期

弥生時代後期初頭～終末期の遺物が出土し、底部に平底が認められることから主体は終末期前半と思

われる。

竪穴住居１０a・１０b号 (SB1010a・1010b)（第５５～５７・５９～６４図）

位置・構造

５－A区 β－ J・K－１７・１８でSB１０１２・SK１１４３・SP１１１９２・１１１８６・１１１８７に切られた状態で確認

された竪穴住居。この住居の平面形態・底面形態は円形、断面形態はやや不整形な舟底形で、長軸６．２１

m、最大深度０．２２m、検出部分の床面積１７．９６m２を測る。

覆土除去後、床面に柱穴８基、土坑１基、直径３m弱を測る円形遺構（SB１０１０b）を検出した。この

円形遺構をさらに掘り下げると、床面において柱穴２基、土坑２基を確認した。土層堆積状況から、こ

の土坑２基のうち円形遺構の中央に位置する１基が、炉と考えられる。調査時の所見では円形遺構を別

の住居として捉えていたが、SB１０１０として検出した範囲内に炉跡が確認できず、また主柱穴と考えら

れるEPの配置が円形遺構を囲むように配置されていることから、同一遺構の可能性が考えられる。よ

ってこの報告では、SB１０１０a、SB１０１０bとして報告する。

柱穴・土坑（第５７図）

SB１０１０aの柱穴は全部で８基検出され、そのうちEP１～５の計５基が主柱穴と考えられる。主柱穴

は直径・長軸０．２５～０．３mの円形および楕円形、最大深度０．１～０．３mを測る。柱穴間距離の最大は３．２５

m（EP４・５間）、最小は１．６m（EP１・２間）である。土色および含有物から覆土はそれぞれ分層で

きるものの、暗褐色を主体とする。また、主柱穴すべてに柱痕を確認した。
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１ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
３ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
４ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
５ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土

第５５図 SB１０１０・１０１２遺構図（１）

６ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
７ 黒 褐 色（１０YR２／３）粘性砂質土
８ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
９ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土

１０ 暗褐色（１０YR３／３）粘性砂質土
１１ 暗褐色（１０YR３／３）粘性砂質土
１２ 黒褐色（１０YR３／２）粘性砂質土
１３ 暗褐色（１０YR３／３）粘性砂質土

１ 暗褐色（１０YR３／３）粘性砂質土
２ 黒褐色（１０YR３／２）粘性砂質土
３ 黒褐色（１０YR２／３）粘性砂質土
４ 暗褐色（１０YR３／３）粘性砂質土
５ 暗褐色（１０YR３／３）粘性砂質土

１ 暗褐色（１０YR３／３）粘性砂質土
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主柱穴以外の柱穴３基は直径０．２１～０．４２mの円形で、最大深度０．１３～０．３６mを測る。覆土は、主柱穴

と同じく暗褐色を主体とする。EP６・７で、柱痕を確認した。柱穴からの出土遺物は、EP２から貼付

突帯をめぐらす短頸広口壺１点・体部片２３点が、EP３から弥生土器片１４点、サヌカイト製石鏃・剥片

各１点が、EP４から広口壺口縁部１点・体部片６点、サヌカイト剥片２点が、EP１・６・７からそれ

ぞれ弥生土器数点が出土した。図化できたのは、EP３から出土した凹基式の石鏃（２９０）のみである。

住居内において土坑を１基検出したが、その形態から住居に伴わない可能性が高い。EK１の平面形

態・底面形態ともにやや長方形、断面形態は不整な逆台形を呈し、長軸１．６２m、短軸１．０１m、最大深度

０．１３mを測る。覆土は、土色および含有物から４層に分層できる。３層以外はブロック土を混入し、１

層は灰黄褐色土・暗褐色土、２層は暗褐色土、４層はにぶい黄褐色土ブロックをそれぞれ混入する。遺

物は、広口壺形土器１点、甕形土器底部１点、体部片７０点、サヌカイト剥片１点、打製石庖丁３点・未

製品１点が出土し、図化できたのは砂質片岩を用いた打製石庖丁（３０４）のみである。

SB１０１０b内において検出された柱穴は、２基である。直径０．３１～０．３４mの円形、最大深度０．０６～０．０８

mを測る。柱痕および遺物の出土は、２基ともに認められない。土坑は１基検出でき、平面形態・底面

形態ともにやや不整な楕円形、断面形態は逆台形を呈し、長軸０．７７m、短軸０．５２m、最大深度０．２９mを

１ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
３ 褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土
４ 褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土

１ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR ３／３）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
４ 褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土

１ 灰黄褐色（１０YR４／２）粘性砂質土

１ 暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR ３／３）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
４ 褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土
５ 褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土

１ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
３ 暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土

第５７図 SB１０１０a遺構内遺構図

１ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
２ 灰 黄 褐 色（１０YR ４／２）粘性砂質土
３ 暗 褐 色（１０YR ３／３）粘性砂質土
４ 暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土

１ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR ３／３）粘性砂質土
３ 暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土

１ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
３ 暗 褐 色（１０YR ３／３）粘性砂質土
４ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
５ 褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土
６ 暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土

１ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
３ 褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土
４ 暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土

１ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
２ 褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土
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測る。覆土は２層に分層でき、１層は灰黄褐色粘性砂質土で暗褐色土・にぶい黄褐色土ブロックをそれ

ぞれ混入する。２層は、暗褐色粘性砂質土である。出土遺物は弥生土器片２点、サヌカイト剥片１点が

出土したが、小片のために図化できなかった。

土層（第５５図）

SB１０１０aの覆土は、土色および含有物から５層に分層でき、概ね黒褐色を呈する。２・５層では、地

山ブロックを混入する。層中に土器片・炭化物が全般的に含まれ、散在した状態で遺物の出土が認めら

れるが、北側にやや多い。

１ 灰 黄 褐 色（１０YR ４／２）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
３ 褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土
４ 褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土

１ 暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR ３／３）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
４ 暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
５ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
６ 褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土

１ 灰 黄 褐 色（１０YR ４／２）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR ３／３）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
４ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土

１ 灰 黄 褐 色（１０YR ４／２）粘性砂質土
２ 褐 色（１０YR ４／６）粘性砂質土
３ 褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土
４ 褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土
５ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
６ 褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土

１ 灰黄褐色（１０YR４／２）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
３ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
４ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
５ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土

１ 灰 黄 褐 色（１０YR ４／２）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
３ 褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土

１ 暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
４ 褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土

第５８図 SB１０１０b・SB１０１２遺構内遺構図

１ 灰黄褐色（１０YR４／２）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土

１ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
３ 暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
４ 褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土
５ 褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土

１ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
２ 暗褐色（１０YR３／３）粘性砂質土

１ 暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
３ 褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土

１ 灰 黄 褐 色（１０YR ４／２）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土

１ 灰 黄 褐 色（１０YR ４／２）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土

１ 灰 黄 褐 色（１０YR ４／２）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
３ 暗 褐 色（１０YR ３／３）粘性砂質土
４ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
５ 褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土

１ 暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR ３／３）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
４ 褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土
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第５９図 SB１０１０a出土遺物（１）
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第６０図 SB１０１０a出土遺物（２）
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第６１図 SB１０１０a出土遺物（３）

スクリーントーン ー 二重パティナ

スクリーントーン ー 磨滅
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SB１０１０bの覆土は概ね暗褐色を呈するが、土色および含有物から１３層に分層できる。１層はにぶい黄

褐色土ブロックを、２～４層では褐色土ブロックを、１２層では暗褐色土ブロックをそれぞれ混入する。

１０層は、１３層に接する部分で焼土ブロックを含む。また１３層では焼土が全体的に含まれており、炭化物

を多く含む。遺物は散在した状態で２～４・１０～１３層から出土し、SB１０１０aとほぼよく似た高さでの出

土である。床面直上の遺物は、認められなかった。

第６２図 SB１０１０a出土遺物（４）
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第６３図 SB１０１０a出土遺物（５）
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炉（第５７・６５図）

平面形態・底面形態ともに楕円形、底面形態は緩やかな舟底形を呈し、長軸０．７４m、短軸０．５９m、最

大深度０．０４mを測る。覆土は灰黄褐色粘性砂質土１層で、部分的に炭の集積が認められる。炉は、SB

１０１０bのほぼ中央部に造り付けられている。

遺物は弥生土器片７点、サヌカイト製石鏃１点・剥片２点が出土し、図化できたのは凹基式の石鏃

（３１５）のみである。

出土遺物（第５９～６４図）

壺形土器５９点、甕形土器１４８点、鉢形土器１９点、高坏形土器４点、体部片８４２点、土製紡錘車２点、サ

ヌカイト製石鏃１４点・楔形石器３点・削器１点・剥片１５１点、結晶片岩製打製石庖丁５点・石斧３点・

削器１点、砂岩製砥石１点、碧玉製管玉２点が出土した。図化可能な遺物は、そのうちの６９点である。

出土した壺（２４４～２５７）のうち、広口壺（２４４～２４７・２５１）・短頸広口壺（２４８～２５０・２５５）・細頸広

口壺（２５２・２５３）・長頸広口壺（２５４）があり、口縁部端面に斜格子文・刺突文・凹線を施す。頸部に

は刺突文・指頭圧痕貼付突帯をめぐらす。底部は平底である（２５６・２５７）。甕（２５８～２６９）は、口縁部

をくの字に折り曲げるタイプが主体を占める。口縁端部を上方のみに拡張させるもの（２５８・２６２）、上

下方向に拡張させるもの（２６７・２６９）、そのまま方形に収めるもの（２５９・２６３～２６６・２６８）がある。口

径が３０cmを越える甕（２６７・２６９）も出土している。外面の調整は、調整不明瞭なものもあるがほぼハ

ケメを主体とする。内面は体部下半にはケズリが認められるものの、上半部においてはケズリはなく、

かわりにユビナデ・板ナデを施す。２５９は角閃石・金雲母を胎土に含むことから、讃岐からの搬入品で

ある。２６４では頸部を中心に、２６６では外面口縁端部に炭化物が多く付着する。２７０～２７３・２７５は、高坏

である。２７１は、外面に炭化物が多く付着する。２７４は、鉢か。２７６は土器片を転用した紡錘車である。

２７７・２７８は碧玉製管玉で、２７７は一部欠損する。２７８は片側穿孔、２７７は両側穿孔か。

石鏃（２７９～２９６）のうち、２７９～２８２は平基三角、２８３～２９２は凹基式、２９３～２９６は有茎式である。２８１

は部分的に磨滅痕跡が残る。２９７～２９９は楔形石器、３００は平刃・単刃を持つサヌカイト製削器で再加工

の痕跡が認められる。打製石庖丁（３０１～３０５）のうち、３０２は泥質片岩を用い、他の石庖丁は砂質片岩

を用いる。３０２・３０４は複刃である。３０６～３０８は未製品の石斧である。石材は、３点共に閃緑岩を用いる。

３０７は、表面に敲打痕が１ヶ所認められる。３０９は砂質片岩の礫を用いた削器で、凸刃で複刃を持つ。３１０

は砂岩製の砥石で、上・右側縁部に磨面と敲打痕がそれぞれ二ヶ所認められる。

第６４図 SB１０１０b出土遺物（１）
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SB１０１０bから壺形土器１１点、甕形土器１６点、鉢１点、高坏脚部１点、土製紡錘車１点、サヌカイト製

石鏃５点・剥片２５点、結晶片岩剥片４点が出土した。図化できたのは紡錘車（３１１）、高坏（３１２）、甕（３１３）、

サヌカイト製石鏃（２８０・２９２・２９４・３１４・３１６）である。図化できなかったものの、壺は広口壺および

短頸広口壺が出土した。３１３は内外面にミガキが施される。２８０・２９２・３１４は凹基式、２９４は有茎式、３１６

は平基三角である。２９４では、使用痕が認められる。

時期

弥生時代中期中葉～後葉の年代が与えられるが、主体は中期中葉と思われる。

竪穴住居１２号 (SB1012)（第５５・５６・５８・６６図）

位置・構造（第５５・５６図）

５－A区 β－ J・K－１７・１８でSP１１２３１に切られた状態で確認された竪穴住居。住居の南側は調査

区側溝によって部分的に切られているが、この住居の平面形態・底面形態ともにやや不整な円形、断面

形態は緩やかな舟底形、規模は長軸５．５５m、最大深度０．１０m、検出部分の床面積１９．７１m２を測る。

覆土除去後、床面に柱穴１１基、炉１基を検出した。主柱穴は検出した中ではEP１～３・EP５と考え

られ、５本柱以上の可能性も考えられる。また住居内において、周壁溝ならびに他の施設は確認出来な

かった。出土遺物は少なく、壁際と住居内の一部分に若干まとまった状態で出土しているのみである。

柱穴・土坑（第５８図）

柱穴は全部で１１基検出され、そのうちEP１～３・５の計４基が主柱穴と考えられる。検出状況から

５本柱構造と考えられるが、SB１０１０bの存在により未検出である。主柱穴は直径・長軸０．２９～０．６５mの

円形および楕円形、最大深度０．１６～０．３０mを測る。柱穴間距離の最大は２．２５m（EP１・２間）、最小は

１．３２m（EP２・３間）である。土色および含有物から各柱穴の覆土はそれぞれ分層されるものの、概

ね暗褐色を主体する。また主柱穴すべてに、柱痕を確認した。

主柱穴以外の柱穴７基は、直径０．２２～０．３８mの円形で、深さ０．１１～０．２２mを測る。またEP８・１１で、

柱痕を確認した。遺物は、EP１から壼形土器・サヌカイト剥片が、EP３・５・１０からそれぞれ弥生土

第６５図 SB１０１０b出土遺物（２）
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器片が、EP４・７から弥生土器片・サヌカイト剥片が、EP８から弥生土器片・サヌカイト製石鏃が出

土した。図化できたのは、EP８から出土した凹基式の石鏃（３２９）のみである。

土層（第５５図）

覆土は、暗褐色粘性砂質土１層である。遺物の出土量は少ない。

炉（第５８図）

平面形態・底面形態ともに不整な楕円形、断面形態は不整な逆台形を呈し、長軸０．７７m、短軸０．６８m、

第６６図 SB１０１２出土遺物
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最大深度０．１８mを測る。覆土は土質および含有物から６層に分層できるものの、大きく２層に分けるこ

とができる。上層（１層）は灰黄褐色粘性砂質土で、にぶい黄褐色土ブロックを若干混入する。下層（２

～６層）は概ね褐色を呈し、２～４層はにぶい黄褐色土ブロックをそれぞれ混入する。また最下層の４

層から、炭化物が多く出土した。炉は、住居内のほぼ中央に造り付けられている。

遺物は高坏形土器１点・体部片１２点、サヌカイト製石鏃・剥片各１点が出土し、図化できたのは平基

三角の可能性がある石鏃（３３０）のみである。

出土遺物（第６６図）

壺形土器２５点、甕形土器１１点、鉢形土器１点、高坏形土器７点、弥生土器片１８０点、サヌカイト製石

鏃４点・楔形石器３点・剥片８６点、結晶片岩剥片４点、瓦３点が出土した。瓦は、混入物と考えられる。

図化可能な遺物は、そのうちの１４点である。

３１７は口縁部端面に鋸歯文を施す広口壺である。これ以外に、頸部に貼付突帯をめぐらす短頸広口壺

等が出土している。３１８は口縁部をくの字に折り曲げる甕で、頸部から口縁端部に向かって大きく開く。

遺存状態は悪いものの、外面にハケメ、内面にユビナデ・ハケメを施す。図化できなかった土器に、明

瞭なタタキを持つものもある。３１９は、精良な胎土を持つ高坏脚部である。

出土した石鏃（３２０～３２２・３２９）は、平基三角の可能性のある３２０と平基五角の３２１、３２２は不明である。

３２９は凹基式で、EP８からの出土である。３２３～３２５は楔形石器、３２６～３２８はサヌカイト剥片である。３２６

の上側縁部では、つぶれ痕が認められる。

時期

弥生時代終末期と思われる。

竪穴住居１１号 (SB1011)（第６７～７０図）

位置・構造

５－A区 β－ L・M－１７・１８でSB１００９・１０１３・SP１１２１５・１１２４１に切られた状態で確認された竪穴

住居。この住居の平面形態・底面形態は円形、断面形態は深度が非常に浅いために不明瞭なものの逆台

形と思われる。長軸６．５３m、最大深度０．０３m、検出部分の床面積２７．３m２を測る。

覆土除去後、床面に柱穴２４基、土坑１基、炉３基を検出した。主柱穴はEP１～７の計７基である。

また住居内において、周壁溝ならびに他の施設は確認出来なかった。出土遺物は、少量である。

柱穴・土坑（第６８図）

柱穴は全部で２４基検出され、そのうちEP１～７の計７基が主柱穴と考えられる。主柱穴は直径・長

軸０．２９～０．５５mの円形もしくは楕円形、最大深度０．１３～０．４１mを測る。柱穴間距離の最大は３．３４m（EP

１・２間）、最小は２．０５m（EP１・７間）である。土色および含有物から各柱穴の覆土は分層できるが、

概ね暗褐色を主体とする。柱痕は、主柱穴ではEP２を除いたすべての柱穴に認められる。

主柱穴以外の柱穴１７基のうち１３基は直径０．２１～０．４mの円形で、最大深度０．１１～０．３９mを測る。残り

４基は長軸０．４７～０．７４m、短軸０．３２～０．４９m、最大深度０．１４～０．２９mの楕円形を呈する。EP２１がにぶい
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黄褐色粘性砂質土を主要覆土にするのに対し、他の柱穴は暗褐色粘性砂質土を主要覆土とする。各柱穴

では、EP２・５・７・９・１２・１３・１６・１９・２３から弥生土器片・サヌカイト剥片がそれぞれ数点ずつ、

EP３から壼形土器・サヌカイト剥片が、EP４からサヌカイト剥片２点が、EP１５から弥生土器片２点・

サヌカイト製石鏃１点・剥片５点が、EP６・２０・２１から弥生土器片がそれぞれ数点ずつ、EP２２から甕

形土器１点が出土した。図化できたのは、EP１５から出土した平基三角の石鏃（３３８）とEP１８から出土

したサヌカイト剥片（３３９）の２点である。

EK１は平面形態・底面形態ともにやや不整な楕円形、断面形態は逆台形を呈し、長軸０．８m、短軸０．６５

m、最大深度０．０９mを測る。覆土は２層に分層でき、１層は暗褐色粘性砂質土、２層は褐色粘性砂質土

第６７図 SB１０１１遺構図
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１ 暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR ３／３）粘性砂質土
３ 褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土
４ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
５ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土

１ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
３ 暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
４ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
５ 褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土

１ 暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR ３／３）粘性砂質土
３ 暗 褐 色（１０YR ３／３）粘性砂質土
４ 褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土
５ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土

１暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
２にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
３にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土

１暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
２にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
３褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土
４にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土

１ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
２ 黄 褐 色（１０YR ５／６）粘性砂質土
３ 褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土

１ 暗褐色（１０YR３／３）粘性砂質土
２ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土

１ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
２ 暗褐色（１０YR３／３）粘性砂質土
３ 暗褐色（１０YR３／３）粘性砂質土
４ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土

１ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土

１ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
３ 褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土
４ 褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土

１ 暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR ３／３）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土

１暗褐色（１０YR ３／３）粘性砂質土
２褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土

第６８図 SB１０１１遺構内遺構図

１ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
３ オリーブ褐色（２．５Y ４／４）粘性砂質土
４ 暗 褐 色（１０YR ３／３）粘性砂質土
５ 褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土

１ 暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
４ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土

１ 暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
２ 褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
４ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土

１ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土

１ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
３ 褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土
４ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
５ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土

１ 暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR ３／３）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
４ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
５ 褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土

１ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
２ 暗褐色（１０YR３／３）粘性砂質土
３ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
４ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土

１ 暗褐色（１０YR３／３）粘性砂質土
２ 暗褐色（１０YR３／３）粘性砂質土
３ 暗褐色（１０YR３／３）粘性砂質土
４ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土

１ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
２ 暗褐色（１０YR３／３）粘性砂質土
３ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
４ 暗褐色（１０YR３／３）粘性砂質土

１ 暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
４ 褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土
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である。遺物は、焼土塊１点のみの出土である。

炉（第６９図）

SB１０１１内では、土層堆積状況から炉と考えられる土

坑を３基確認した。調査区内で確認された竪穴住居のな

かで複数の炉が確認された例は、このSB１０１１を除いて

認められない。またSB１０１１の位置する場所は柱穴が多

く検出され、未検出の住居が存在する可能性も考えられ

る。

EH１は、主柱穴とした柱穴間のほぼ中央に位置する。

平面形態・底面形態ともに楕円形、断面形態は逆台形を

呈し、長軸０．８９m、短軸０．６５m、最大深度０．２８mを測る。

覆土は土質および含有物から７層に分層できるものの、

大きく２層に分けることができる。上層（１～３層）は

概ねにぶい黄褐色を呈し、３層は灰黄褐色土ブロックを

若干混入する。下層（４～７層）は概ね黒褐色を呈し、

各層とも炭化物が大半を占める。６層が下層の中で炭化

物の含有率が高い。遺物は、弥生土器片４点、平基三角

のサヌカイト製石鏃（３３７）１点・剥片７点が出土した。

EH２は、EH１の約１０cmほど離れた南側に位置する。

主柱穴間で見ると若干南寄りである。平面形態・底面形

態ともに不整な楕円形、断面形態は舟底形を呈し、長軸

０．９９m、短軸０．５６m、最大深度０．１４mを測る。覆土は土

質および含有物から５層に分層できるものの、大きく２

層に分けることができる。上層（１・４・５層）は概ね

にぶい黄褐色、下層（２・３層）は黒褐色を呈する。上

層のうち、４層は炭化物をやや多く含み、５層は褐色土

ブロックを多く混入する。下層は、炭化物が大半を占め

る。遺物は、壺形土器口縁部（３３１）・底部（３３２）各１

点・体部片２点、サヌカイト剥片１０点が出土した。３３１

は、頸部に指頭圧痕文突帯をめぐらせる。

EH３は、EF１・２の０．７mほど西側に離れた場所に位置する。平面形態・底面形態ともに楕円形、

断面形態は不整な舟底形を呈し、長軸０．６５m、短軸０．５m、最大深度０．０６mを測る。覆土はにぶい赤褐

色粘性砂質土１層で、被熱面と考えられる。出土遺物は小片のために図化できなかったものの、サヌカ

イト剥片３点が出土した。

出土遺物（第７０図）

壺形土器１点、甕形土器２点、体部片８点、サヌカイト製石鏃３点（３３３～３３５）・剥片１２２点、結晶

第６９図 SB１０１１EH遺構図

EH１ １ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
４ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
５ 黒 褐 色（１０YR３／２）粘性砂質土
６ 黒 褐 色（１０YR２／１）粘性砂質土
７ 黒 褐 色（１０YR２／３）粘性砂質土

EH２ １ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ 黒 褐 色（１０YR２／１）粘性砂質土
３ 黒 褐 色（１０YR３／２）粘性砂質土
４ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
５ にぶい黄褐色（１０YR５／３）粘性砂質土

EH３ １にぶい黄褐色（５YR４／４）粘性砂質土
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片岩製石斧１点（３３６）が出土した。図化可能な遺物は、そのうちの４点である。土器は図化できなか

ったが、貼付突帯をめぐらす短頸広口壺が出土した。石鏃のうち３３３は凹基式、３３４は有茎式、３３５は未

製品である。３３６は石材にハンレイ岩を用いた太形蛤刃石斧で、未製品である。表裏面に磨った個所が

それぞれ１個所認められる。

時期

弥生時代中期中葉である。

竪穴住居１３号 (SB1013)（第７１～７６図）

位置・構造

５－A区 β－ K～M－１８・１９でSP１２５１３に切られた状態で確認された竪穴住居。SB１０１１と切り合

い関係にあり、SB１０１１より後出する。この住居の平面形態・底面形態はほぼ円形、断面形態はやや不

整な舟底形を呈する。住居南側に１ヶ所、幅１．８４m、奥行き０．４mの張り出し部が構築される。長軸は

第７０図 SB１０１１出土遺物
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99

EP5

EP31

EK4

EK3

EP4

１ 暗オリーブ褐色（２．５Y３／３）粘性砂質土
２ 暗オリーブ褐色（２．５Y３／３）粘性砂質土
３ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
４ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
５ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土

６ 黒 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
７ 暗オリーブ褐色（２．５Y３／３）粘性砂質土
８ 暗オリーブ褐色（２．５Y３／３）粘性砂質土
９ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
１０暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土

第７１図 SB１０１３遺構図（１）

１１にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
１２にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
１３にぶい黄褐色（１０YR４／４）粘性砂質土
１４暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
１５黒 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土

１６灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土
１７褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
１８オリーブ褐色（２．５Y４／３）粘性砂質土
１９にぶい黄褐色（１０YR５／４）粘性砂質土
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第７２図 SB１０１３遺構図（２）
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この張り出し部を含めて８．９４m、長軸に直交するような形で短軸８．６６m、最大深度０．４３m、床面積５８．８６

m２を測る。南側の張り出し部はその形状からみて、入り口の可能性が考えられる。

覆土除去後、床面に柱穴３１基、土坑４基、炉１基を検出した。主柱穴はEP１～７、およびEP８～１７

の計１７基である。また住居内において、周壁溝ならびに他の施設は確認出来ず、遺物は散在した状態で

出土した。

柱穴・土坑（第７３図）

柱穴は全部で３１基検出され、そのうちEP１～７、EP８～１７の計１７基が主柱穴と考えられる。主柱穴

１７基のうち８基は、直径０．２０～０．４２mの円形で最大深度０．１４～０．３１mを測る。残りの９基は長軸０．２６～

０．７２m、短軸０．２２～０．４８m、最大深度０．１０～０．３６mを測る楕円形である。柱穴間距離の最大は３．４９m（EP

１・７間）、最小は１．５８m（EP６・７間）である。土質および含有物から各柱穴の覆土はそれぞれ分層

されるものの、概ね暗褐色を主体する。柱痕は、主柱穴ではEP５・１１・１３を除いたすべての柱穴に認

められる。

主柱穴以外の柱穴１４基のうち１０基は直径０．２３～０．６６mの円形で、最大深度０．０９～０．２７cmを測る。残

り４基は長軸０．３～０．４m、短軸０．２１～０．３４mを測る楕円形で、最大深度０．１～０．３６mを測る。覆土は、

主柱穴と同じ暗褐色を主体とする。またEP１８・２２・２５・２９の４基で、柱痕が認められた。

柱穴からの出土遺物は、EP２８から甕形土器底部１点、サヌカイト剥片１点が、EP２・４からそれぞ

れ弥生土器片・サヌカイト剥片数点が、EP２３からサヌカイトおよび結晶片岩の剥片各１点が、EP５～

７・９・１０・２０・２１・２３・２６・２７・３１から弥生土器数点が、EP８から口縁部端面に凹線が施される甕

形土器１点と体部６点が出土した。しかし小片のために図化できる遺物はなかった。

土坑は、４基検出できた。EK１は平面形態・底面形態ともにやや円形、断面形態はやや不整な逆台

形を呈し、直径０．５２m、最大深度０．１５mを測る。覆土は４層に分層でき、主要土色は暗褐色を呈する。

EK２は平面形態・底面形態ともに不整形、断面形態は逆台形を呈し、長軸１．１４m、短軸０．５１m、最大

深度０．１２mを測る。平面形態から柱穴２基の切り合い関係を想定したが、土層堆積からそれを確認する

ことはできなかった。覆土は暗褐色粘性砂質土で、含有物（２層は暗灰黄色土ブロックを混入する）か

ら２層に分層できる。EK３は平面形態・底面形態ともにやや不整な楕円形、断面形態はやや不整な逆

台形を呈し、長軸１．０１m、短軸０．８５m、最大深度０．５mを測る。断面形態から、遺構２基の切り合いの

可能性がある。EK４は平面形態・底面形態ともにやや不整な円形、断面形態は逆台形を呈し、長軸０．６

m、短軸０．５m、最大深度０．１７mを測る。覆土は４層に分層でき、主要土色は暗褐色を呈する。

遺物は、EK３から甕形土器底部・体部片各１点、EK４から弥生土器片が出土したものの、図化でき

るものはなかった。

土層（第７１図）

覆土は土色および含有物から１９層に分層できるが、大きく上層（１層）、中層（２～６層・１０・１２～

１６層）、下層（７～９・１１・１７～１９層）の３層に分けることができる。上層・下層ともにオリーブ褐色

を、中層はにぶい黄褐色を主体とする。土器片は１・５～８・１１・１５・１６層から出土し、層によってそ

の出土量は異なるもののほぼ全般的に認められる。遺物の出土量は中層の５・６層が特に多く、５層は

１９層中最多の出土量で、直径５cm前後の多量の礫と共に土器片が出土した。また炭化物の含有量は、
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１ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
３ 褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土
４ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
５ 褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土

１ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
３ 褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土

１ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
３ 褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土
４ 褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土
５ 褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土

１ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
３ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
４ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土

１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
３ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土

１ 暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
３ 褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土
４ 暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
５ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土

１ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
３ 褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土
４ 褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土

１ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
３ 褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土

第７３図 SB１０１３遺構内遺構図

１ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
３ 褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土

１ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
３ 褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土

１ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
３ 褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土
４ 褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土

１ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
２ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土

１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
４ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
５ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土

１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
３ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
４ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土

１ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
３ 褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土
４ 褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土

１ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
３ 褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土

１ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
３ 褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土
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第７４図 SB１０１３出土遺物（１）
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第７５図 SB１０１３出土遺物（２）
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全般的に少ない。遺物は、やや散在した状態で確認した。

炉（第７３図）

平面形態・底面形態ともに不整な楕円形、断面形態は緩やかな舟底形を呈し、長軸１．５５m、短軸０．８７

m、最大深度０．２mを測る。覆土は４層に分層でき、１・２層は暗褐色粘性砂質土で、２層は暗灰黄色

土ブロックを混入する。３層は褐色粘性砂質土で、にぶい黄褐色土ブロックを混入する。４層はにぶい

黄褐色粘性砂質土である。炉は、住居中央部より若干東よりに造り付けられる。

遺物は弥生土器片が出土したが、小片のために図化できなかった。

出土遺物（第７４～７６図）

壺形土器５４点、甕形土器１０２点、鉢形土器１０点、高坏形土器３点、体部片１２５８点、焼土塊７０点、土玉

１点、翡翠製大珠１点、碧玉製管玉１点、サヌカイト製石鏃９点・楔形石器８点・剥片１３３点、結晶片

岩製削器・打製石庖丁・偏平片刃石斧３２点、砂岩製敲石２点、蛇紋岩製石核１点、鉄製品２点が出土し

た。図化可能な遺物はそのうち４６点である。

図化できた壺は少なく、２点のみである。３４０は短頸広口壺の口縁部、３４１は細頸壺の体部である。甕

（３４２～３４８）のうち、３４３・３４６以外はタタキ甕である。３４２は二次被熱を受け、体部を中心に炭化物が

第７６図 SB１０１３出土遺物（３）
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多く付着する。３４７は、内面の調整から鉢の可能性がある。鉢（３４９～３５３）のうち、３５３は器高がやや低

く、鉢というより椀に近い。また歪みにより、楕円形を呈していたと思われる。３４９・３５０は小型丸底鉢

で、内面のユビナデが顕著である。高坏（３５４・３５５）のうち、３５５は脚部端面に凹線が認められる。３５６

は算盤玉状の土玉、３５７は破損したヒスイ製大珠、３５８は碧玉製管玉である。３５７は摂理面で破損し、破

損面に磨きを加えて再利用をしている。復元形は全長７～８cmのかつお節形である。３５８の穿孔方向は、

両側穿孔である。

石鏃（３５９～３６７）のうち、３６１は石材に赤色珪質岩（赤チャート）を使用するが、他の石鏃はサヌカ

イトを用いる。３５９～３６１は平基三角、３６２～３６５は凹基式、３６６は有茎式、３６７は未製品である。他に楔形

石器（３６８～３７５）、サヌカイト剥片（３７６～３７８）が出土した。削器（３７９）は砂質片岩を石材として用い、

平刃・単刃を持つ。打製石庖丁（３８０）も削器と同じく砂質片岩を用い、平刃・単刃を持つ。扁平片刃

石斧（３８１）は大部分が欠損し、石材には泥質片岩を用いる。敲石（３８２）は閃緑岩を用い、右・下側縁

部の２ヶ所で敲打痕が認められる。蛇紋岩の石核（３８４）は、風化により白色化している。

鉄製品（３８４・３８５）のうち、３８４は一部欠損しているものの、ノミ状工具と思われる。３８５はその断面

形状から、穂積具の可能性が考えられる。

時期

出土遺物から、弥生時代後期後葉～終末期の年代が与えられる。甕の底部に平底が認められることか

ら、終末期前半が主体か。

竪穴住居１４号 (SB1014)（第７７～７９図）

位置・構造

５－A区 β－ K－１９・２０でSP１１４０１・１１４０４に切られた状態で確認された竪穴住居。この住居の平

面形態・底面形態はやや不整な隅丸方形、断面形態は逆台形を呈し、長軸４．８７m、短軸３．９７m、最大深

度０．３４m、床面積１５．０６m２を測る。

覆土除去後、床面に柱穴７基、土坑１基、炉１基を検出した。主柱穴はEP１～４の計４基で、四本

柱構造である。また住居内において周壁溝などの他の施設は確認出来なかったものの、土層堆積状況お

よび遺物の出土状況から、１０・１１層が貼床の可能性も考えられる。遺物の出土量は少なく散在した状態

での出土だが、甕形土器（３９２）・鉢形土器（３９７）の二個体がEK１の約４０cm離れた東側のところで並

んで出土した。３９２は上半部を欠損した形で、３９７は完形での出土である。

柱穴・土坑（第７７図）

柱穴は全部で７基検出されているが、そのうちEP１～４のが計４基が主柱穴と考えられる。主柱穴

はEP１以外は長軸０．２８～０．３mの円形で、最大深度０．１８～０．４２mを測る。EP１は長軸０．２８m、短軸０．２１

m、最大深度０．２３mを測る楕円形である。柱穴間距離の最大は２．１７m（EP３・４間）、最小は１．８６m（EP

１・４間）である。EP３・４間とほぼ同じ距離をEP２・３間も有する。土色および含有物から各柱穴

の覆土はそれぞれ分層されるものの、概ね暗褐色を主体とする。主柱穴すべてに、柱痕が認められる。

主柱穴以外の柱穴３基は直径０．２３～０．２８mの円形で、最大深度０．０８～０．１８cmを測る。EP７のみ柱痕を
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２ 暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
３ 暗 褐 色（１０YR ３／３）粘性砂質土

１ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土

１ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土

１ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
３ 暗 褐 色（１０YR ３／３）粘性砂質土

１ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
３ 暗 褐 色（１０YR ３／３）粘性砂質土
４ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土

第７７図 SB１０１４遺構図

１ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
３ 暗 褐 色（１０YR ３／３）粘性砂質土

４ 暗褐色（１０YR ３／４）粘性砂質土
５ 暗褐色（１０YR ３／４）粘性砂質土

１ 灰黄褐色（１０YR ４／２）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
３ 暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
４ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
５ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
６ 暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
７ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
８ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
９ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
１０にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
１１灰 黄 褐 色（１０YR ４／２）粘性砂質土
１２褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土
１３暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土

１４褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土
１５褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土
１６褐 色（１０YR ４／４）粘性砂質土
１７にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
１８暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
１９暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
２０にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
２１暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
２２にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
２３灰 黄 褐 色（１０YR ４／２）粘性砂質土
２４にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
２５にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
２６褐 色（１０YR ４／３）粘性砂質土
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確認した。柱穴からの出土遺物は、EP３で壺形土器が、EP４で壺形土器・甕形土器が、EP６から甕形

土器が、EP２・７から弥生土器片が出土した。しかし小片のために図化できるものはなかった。

土坑は、１基のみの検出である。EK１は平面形態・底面形態ともにやや不整な長方形、断面形態は

やや不整な逆台形を呈し、長軸１．０３m、短軸０．６３m、最大深度０．２２mを測る。覆土は土色および含有物

から４層に分層できるが、土層堆積状況から検出できなかった柱穴に切られていることが判明した。土

坑本来の覆土は、１・２層の２層である。小片のために図化できなかったものの、甕形土器底部１点、

体部片１４点が出土した。

第７８図 SB１０１４出土遺物（１）

―103―



402
403

404

407

406

405

408
409

410

411

0 5cm

EH

412

413

414

415
0 10cm

第７９図 SB１０１４出土遺物（２）
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土層（第７７図）

覆土は、土色および含有物から２６層に分層できるが、 層（１層）、 層（２～８・１２・１３・２０～２６

層）、 層（９・１４～１９層）、 層（１０・１１層）の４層に、大きく分けることができる。 層の１０・１１層

は、貼り床の可能性が考えられる。

層ではブロック土が多く認められ、４層・２０層は灰黄褐色土ブロックを、７・２５層は灰黄褐色土ブ

ロックを若干、９・２６層は褐色土ブロックを、１２層は地山ブロックを、２３層はにぶい黄褐色土ブロック

を、２４層は部分的に褐色土・灰黄褐色土ブロックを混入する。 層では、１８層はにぶい黄褐色土ブロッ

クを混入する。 層の１１層では、にぶい黄褐色粘性砂質土ブロックを混入する。

遺物は 層からの出土が多く、中でも９層からの出土量が多い。１１・２３層では、層中に多量の炭化物

を含む。

炉（第７７図）

平面形態・底面形態ともに不整形である。断面形態も不整形で、遺構の西側は逆台形を呈するような

壁の立ち上がりをみせるが、東側では緩やかにあがる。長軸１．５２m、短軸０．５５m、最大深度０．２mを測

る。覆土は土色および含有物から５層に分層できるものの、大きく２層に分けることができる。上層（１・

２層）はにぶい黄褐色を呈し、１層は灰黄褐色土・暗褐色土ブロックを混入する。下層（３・４・５層）

は暗褐色を呈し、３層は炭化物を多量に含む。５層は灰黄褐色土ブロックを若干混入する。炉は、住居

および主柱穴間のほぼ中央に造り付けられている。

遺物は壼形土器・甕形土器底部各１点、体部片１７点、サヌカイト製楔形石器１点が出土し、図化でき

たのは楔形石器（４１２）のみである。

出土遺物（第７８・７９図）

壺形土器４２点、甕形土器４０点、鉢形土器５点、高坏形土器４点、体部片２３１点、サヌカイト製石鏃５

点・楔形石器３点・石錐１点・石庖丁１点・剥片３０点、結晶片岩製打製石庖丁８点が出土した。図化可

能な遺物は、そのうちの３０点である。

壺（３８６～３９１）のうち、３８６は広口壺、３８７・３８８は二重口縁壺、３８９は無頸壺である。底部は、平底が

主体である。甕（３９３～３９６）はくの字口縁が主体であり、口縁端部に凹線が施される。３９３は口縁部端

面から頸部にかけて、炭化物が付着する。出土した鉢のうち図化できたのは、３９７のみである。高坏（３９８

～４０１）は、小片での出土である。

石鏃（４０２～４０６）のうち、４０２は平基三角、４０３～４０５は凹基式、４０６は未製品である。４０７・４０８は楔形

石器で、４０７は右側縁部が欠損しているものの、上側縁部につぶれ痕が認められる。４０９は、摘みを有す

る石錐である。４１０・４１１は剥片である。４１３～４１５は、打製石庖丁である。使用石材として、４１３はサヌ

カイトを、４１４は砂質片岩、４１５は紅簾片岩を用いる。４１３は素材として縦長剥片を用い、平刃・単刃で

ある。４１４は平刃・単刃、４１５は平刃・複刃である。

時期

出土遺物から、弥生時代後期初頭～前葉の年代が与えられる。
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１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
４ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
５ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土
６ オリーブ褐色（２．５Y３／３）粘性砂質土
７ 黒 褐 色（１０YR２／３）粘性砂質土
８ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土

９ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
１０にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
１１にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
１２暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
１３暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
１４オリーブ褐色（２．５Y４／３）粘性砂質土
１５にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
１６暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土

１７オリーブ褐色（２．５Y４／３）粘性砂質土
１８オリーブ褐色（２．５Y４／４）粘性砂質土
１９オリーブ褐色（２．５Y４／３）粘性砂質土
２０灰 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土
２１暗 黄 灰 色（２．５Y４／２）粘性砂質土
２２にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２３にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２４暗オリーブ褐色（２．５Y３／３）粘性砂質土

第８０図 SB１０１５遺構図（１）

２５暗オリーブ褐色（２．５Y３／３）粘性砂質土
２６暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
２７褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
２８にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２９にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
３０にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
３１灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土
３２暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
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竪穴住居１５号 (SB1015)（第８０～８６図）

位置・構造

５－A区 β－ ・ K～M－２０・１でSD１０１６を切るような形で確認された竪穴住居。検出当初は直

径６．５m前後の円形住居と思われたが、掘削後、直径５．６m前後の規模と判明した。この住居の平面形態・

底面形態は円形、断面形態は不整な逆台形を呈し、長軸５．７２m、短軸５．５４m、最大深度０．６１m、床面積

３３．０４m２を測る。

覆土除去後、床面に柱穴８基、土坑１基、炉１基を検出した。主柱穴はEP１～６の計６基で、住居

内において周壁溝や貼床など他の施設は確認出来なかった。遺物は、散在した状態で多量に出土した。

柱穴・土坑（第８２図）

柱穴は全部で８基検出されているが、そのうちEP１～６の計６基が主柱穴と考えられる。主柱穴は

第８１図 SB１０１５遺構図（２）
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直径０．２８～０．３８cmの円形、深さ０．０９～０．２１cmを測る。柱穴間距離の最大は２．６８m（EP５・６間）、最

小は１．１９cm（EP４・５間）である。土質および含有物から各柱穴の覆土は分層されるものの、概ね暗

褐色を主体する。柱痕は、８基のうちEP１・３・５の３基で認められた。主柱穴以外の柱穴２基は直

径０．３３mの円形で、深さ０．１３～０．１５mを測る。柱穴からの出土遺物は、EP３から広口壺形土器（４２３）

が出土したのみである。

土坑は、１基のみの検出である。EK１は平面形態・底面形態ともに楕円形、断面形態はやや不整な

逆台形を呈し、長軸２．０６m、短軸１．７３m、最大深度０．２１mを測る。覆土は暗褐色粘性砂質土で、土質お

よび含有物から５層に分層できる。１層はにぶい黄褐色土ブロックを混入し、４層は炭化物をやや多く

含む。小片のために図化できなかったものの、甕形土器底部２点、体部片１１点が出土した。

土層（第８０図）

覆土は、土質および含有物から３２層に分層でき、大きく上層（１～３層）・中層（４・５・２１・２２・

３１・３２層）・下層（６～２０・２３～３０層）に分けることができる。１０・１２層は、炭化物を比較的多く含む。

３・１６・３１・３２層は直径５mm前後の礫を多く含む。土器片は６・２５層で多量に、４・１４・２０・２６～２８

層では少量の出土が認められた。遺物の出土状況は散在した感があるものの、土坑と炉の間の床面直上、

および炉を中心にやや集中した出土を見せる。堆積状況から、住居は徐々に埋没したと考えられる。

炉（第８２図）

平面形態・底面形態ともに不整形、断面形態は緩やかな舟底形を呈し、長軸２．０６m、短軸１．７３m、最

大深度０．２１mを測る。覆土は暗褐色粘性砂質土で、土質および含有物から２層に分層できる。１層はに

１にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
２暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土

１にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
２暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
３にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土

１暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
２暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
３暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
４暗褐色（１０YR３／２）粘性砂質土
５暗褐色（１０YR３／３）粘性砂質土

１にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
２暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
３にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土

１にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
２暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土

第８２図 SB１０１５遺構内遺構図

１暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
２暗褐色（１０YR３／３）粘性砂質土
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ぶい黄褐色土ブロックを混入し、炭化物を若干含む。２層は炭化物を大量に含む。炉は、住居および主

柱穴間の南寄りに造り付けられる。

遺物は甕形土器底部１点、体部片１８点、結晶片岩製砥石１点が出土したが、小片のために図化できな

かった。

出土遺物（第８３～８６図）

壺形土器４９点、甕形土器１４５点、鉢形土器９点、高坏形土器５点、体部片１３９８点、サヌカイト製石鏃

８点・楔型石器２点・石錐１点・剥片１６点、結晶片岩製石庖丁４点・削器２点・石斧１点・敲石１点・

剥片６点、砂岩製台石１点・砥石２点が出土した。図化可能な遺物はそのうちの６４点である。

壺（４１６～４３０）のうち、４１６・４１９・４２１～４２３は広口壺、４１８は広口短頸壺、４１７・４２０は直口壺か。４２４

～４３０は底部で、全般的に平底だが、４２７・４２８・４３０は丸みを帯びる。また４２４は調整から、鉢の可能性

がある。４１９は胎土に金雲母をもつことから、讃岐からの搬入品と思われる。また図化できなかった遺

物の中に、口縁端部に鋸歯文を施す広口壺や、貼付突帯をめぐらす細頸広口壺などが出土した。

甕（４３１～４４３）は、いわゆるタタキ甕が主体である。４３１は外面体部中位を中心に、煤状の炭化物が

多く付着する。４３８は、外面頸部から体部にかけて炭化物がやや多く付着する。また口縁部の成形が粗

く、口縁部を折り曲げてナデを施した後、端部の余った土をそのまま下にナデつけている。

鉢（４４４～４５２）は、４４９のような口縁部を折り曲げるタイプの出土は少なく、ボール型が大半を占め

る。また４４８・４５１のように、ボール型の中でも器高が低く椀状に近いものも存在する。４４５は体部下位

に煤状の炭化物が多く付着し、二次被熱による色調の変化が認められる。

高坏（４５３～４５８）のうち、４５５は、内外面にやや多くの炭化物が付着する。４５６は外面に炭化物がやや

多く付着し、欠損により確定できないものの３ないし４個の穿孔が認められる。

石鏃（４５９～４６６）は、４６０～４６２は平基三角、４５９・４６３～４６５は凹基式、４６６は未製品である。４６７は、

基部を欠損した石錐である。４６８・４６９は楔形石器で、４６８の表面に朱の付着が認められる。

打製石庖丁（４７０～４７３）のうち、４７０・４７３は石材に砂質片岩を、４７１・４７２は紅簾片岩を用いる。４７０

のみ凸刃で、後の３点は平刃である。また刃部数は、４７３のみ複刃である。４７４は、欠損した柱状片刃石

斧である。石材に砂質片岩を用いる。４７５・４７６は、砂質片岩を用いた平刃・単刃の削器である。４７７は、

砂岩製台石である。４７８は、砂質片岩を用いた敲石である。表面に敲打痕が一個所認められる。４７９・４８０

は、砂岩製砥石である。４７９は表面に一個所、４８０は二個所に砥面が認められる。

遺物は、床面直上の層（２５層）と床面から約１０cm離れた層（６層）を中心に大量に出土した。土層

堆積状況から住居は徐々に埋没したと考えられ、埋没過程の途中で６層に含まれる遺物は、廃棄された

と考えられる。床面直上から出土した土器（４３６・４４０）は、住居に伴う可能性が高い。

時期

出土遺物から弥生時代後期中葉～終末期の年代が与えられ、終末期前半が主体と思われる。
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竪穴住居１６号 (SB1016)（第８７図）

位置・構造

５－A区 β－ P・Q－１・２で確認された竪穴住居。機械掘削時に掘り下げ深度の誤認により、

掘り方がとばされた状態で検出された住居。よって遺構の規模ならびに形態は不明だが、検出できた主

柱穴から直径６m以上ある住居と推定できる。

柱穴・土坑

柱穴は全部で６基検出され、主柱穴と考えられる。主柱穴は直径０．２５～０．３４mの円形、最大深度０．０８

～０．１６cmを測る。柱穴間距離の最大は４．０８m（EP１・２間）、最小は１．０６m（EP５・６間）である。

土色および含有物から各柱穴の覆土は分層され、暗褐色および灰黄褐色を主体する。EP４・５で、柱

痕を確認した。出土遺物は、EP３～５からそれぞれサヌカイト剥片が出土したのみである。

第８７図 SB１０１６遺構図

１ 黄灰色（２．５Y５／１）粘質土
２ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土

１ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
３ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土

１ 灰黄褐色（１０YR５／２）粘質土
２ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
３ 灰黄褐色（１０YR４／２）粘性砂質土

１ 灰黄褐色（１０YR５／２）粘質土
２ 灰黄褐色（１０YR４／２）粘性砂質土
３ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土

１ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土

１ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
４ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土

１灰黄褐色（１０YR４／２）粘性砂質土
２褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
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炉（第８７図）

平面形態・底面形態ともに楕円形、断面形態は不整な逆台形を呈し、長軸０．８２m、短軸０．５４m、最大

深度０．１６mを測る。覆土は２層に分層でき、１層は灰黄褐色粘性砂質土で、暗褐色土ブロックを混入し

炭化物を含む。２層は褐色粘性砂質土で、やや砂質が強い。主柱穴間のほぼ中央に造り付けられている。

出土遺物は、認められなかった。

時期

不明である。

溝

溝１０号 (SD1010)（第８８図）

４－B区 β－ C・D－１１～１３でSU１００１、SX１００２、SK１０６４、SP１６９９に切られた状態で確認された

溝状遺構。調査区内で全長約９．８１m、最大幅１．２６m、最大深度０．４０mを測り、断面形態はやや不整な舟

底形を呈する。

遺物は覆土から口縁部端面に凹線を施す甕形土器口縁部１点・体部片３９点や底部１点、サヌカイト剥

片２点が出土したが、小片のために図化できなかった。

溝１３号 (SD1013)（第８９図）

５－B区 β－ ・ H－２０～２でSA１０１２、SK１０９２・１０９９、SP１２２８５を切った状態で確認された溝状

遺構。調査区内で全長１２．８４m、最大幅１．７２m、最大深度０．３６mを測り、断面形態はやや不整な舟底形

を呈する。覆土は概ねにぶい黄褐色を呈し、断面の測定間で堆積状況は異なるが、土色および含有物か

ら７～１２層に分層できる。土層観察では明確な帯水および流水痕跡は認められなかった。遺物は、覆土

から高坏形土器脚部（４８１）１点のみが出土した。所属時期は、弥生時代後期以降である。

溝１４号 (SD1014)（第９０図）

５－A区 β－ J－２でSP１１５３６に切られた状態で確認された溝状遺構。また溝は、南側の５－B区

に延びると思われたが調査区内での確認には至らず、遺存状態は悪い。遺構の平面形態ならびに配置状

況からこの溝はL字形に曲がる可能性があり、北西約１．５m離れた所に所在するSD１０１５と同一遺構の可

能性がある。調査区内で全長約２．１２m、最大幅０．２４m、最大深度０．２１mを測り、断面形態は逆台形を呈

する。

遺物は覆土から甕形土器口縁部１点・体部片５点、サヌカイト剥片１点、結晶片岩製削器１点が出土

し、石材に紅簾片岩を用いた削器（４８２）のみ図化できた。

溝１５号 (SD1015)（第９０図）

５－A区 β－ J・K－１でSP１１４６２に切られた状態で確認された溝状遺構。また溝は、南側の５－

B区に延びると思われたが調査区内での確認には至らず、遺構の配置状況から、南東約１．５m離れた所

に所在するSD１０１４と同一遺構の可能性がある。
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C－C'
１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
２０ にぶい黄褐色（１０YR４／３）砂層
２１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２２ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
２３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２４ 褐 色（１０YR４／４）砂層

第８９図 SD１０１３遺構図・出土遺物

D－D'
１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
９ にぶい黄褐色（１０YR４／３）砂層
１０ 黒 褐 色（１０YR２／３）粘性砂質土
１１ にぶい黄褐色（１０YR５／４）砂層
１４ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２５ にぶい黄褐色（１０YR５／４）砂層
２６ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
２７ にぶい黄褐色（１０YR５／４）砂層
２８ にぶい黄褐色（１０YR４／３）砂層
２９ にぶい黄褐色（１０YR４／３）砂層

A－A'
１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）砂層
４ 黒 褐 色（１０YR２／３）粘性砂質土
５ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
６ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
７ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
８ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
９ にぶい黄褐色（１０YR４／３）砂層
１０ 黒 褐 色（１０YR２／３）粘性砂質土

E－E'
１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
１０ 黒 褐 色（１０YR２／３）粘性砂質土
１１ にぶい黄褐色（１０YR５／４）砂層
１４ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２６ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
２７ にぶい黄褐色（１０YR５／４）砂層
２８ にぶい黄褐色（１０YR４／３）砂層

B－B'
１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
９ にぶい黄褐色（１０YR４／３）砂層
１１ にぶい黄褐色（１０YR５／４）砂層
１２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）砂層
１３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
１４ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
１５ 褐 色（１０YR４／４）砂層
１６ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
１７ にぶい黄褐色（１０YR５／４）砂層
１８ にぶい黄褐色（１０YR４／３）砂層
１９ 黒 褐 色（１０YR２／３）粘性砂質土
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482

規模は、調査区内で全長約３．２２m、最大幅０．１７m、最大深度０．２１mを測り、断面形態は逆台形を呈す

る。遺物は埋土からサヌカイト剥片１点が出土したものの、小片のために図化できなかった。

溝１６号 (SD1016)（第９１～９８図）

５－A区 β－ L～N－１５～２０でSB１０１５・SK１１４５・SP１６基に切られた状態で確認された溝。溝の

平面形態に認められる不整形な箇所は、検出できなかった遺構との切り合い関係によるものと思われ

る。溝は調査区内ではSB１０１５に切られて終わるものの、調査区外の北西方向にさらに延びる。またSB

１０１５の南側にはSR１００２が検出され、SD１０１６の続きかと思われたが、深度ならびに平面形態から関連性

はないと考えられる。溝は調査区内で全長約２９．０m、最大幅１．５６m、最大深度０．３８mを測り、断面形態

はやや不整な舟底形を呈する。

覆土は概ねにぶい黄褐色を呈し、地点によって土層堆積は異なるが、土色および含有物から３～５層

に分層できる。これらの層は大きく２層に分けることができ、上層は暗灰黄色土ブロックを混入する１

層と５・１０層が、下層には２～４・６～９・１１・１２層が相当する。土層観察では明確な流水痕跡は認め

られなかったものの、下層の９・１１・１２層では他層と比較して粘性が非常に強く、E～Fの地点では帯

水の可能性も考えられる。

また溝内の遺物出土状況は、C地点（第９２図）・E地点（第９３図）付近で集中する傾向を見せるもの

のほぼ散在した状態である。C地点の遺物は、溝の平面形態が不整形を呈することから別遺構の遺物が

混入している可能性が高いものの（４９３・５２６・５２７）、明瞭な時期差は認められない。

出土遺物（第９４～９８図）

遺物は主に上層を中心として出土し、全般的に遺存状態は悪い。広口壺や直口壺などの壺形土器１２点、

甕形土器５９点、鉢形土器８点、高坏形土器５点、体部片７８８点、サヌカイト製石鏃１点・楔形石器２点・

削器１点・剥片８点、結晶片岩製打製石庖丁１４点・敲石５点・砥石３点・台石３点、被熱した砂岩、焼

土塊３点が溝内から出土した。出土した土器の中で、４８３・４８９のみほぼ完形での出土である。

壺（４８３～４８８）は、細頸広口壺（４８３）、口縁部内面に斜格子文を施す広口壺（４８４～４８６）が出土し、

底部（４８７・４８８）は平底である。広口壺のなかで、図化できなかった６点のうち３個体が４８４と同様に

第９０図 SD１０１４・１０１５遺構図・出土遺物
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第９１図 SD１０１６ 遺構図

１ にぶい黄褐色（１０YR４／３） 粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR３／４） 粘性砂質土
３ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２） 粘性砂質土
４ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２） 粘性砂質土
５ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２） 粘性砂質土
６ 暗 褐 色（１０YR３／４） 粘性砂質土
７ にぶい黄褐色（１０YR４／３） 粘性砂質土
８ 褐 色（１０YR４／６） 粘性砂質土
９ にぶい黄褐色（１０YR４／３） 粘性砂質土
１０オリーブ褐色（２．５Y ４／３） 粘性砂質土
１１にぶい黄褐色（１０YR４／３） 粘性砂質土
１２にぶい黄褐色（１０YR４／３） 粘性砂質土
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第９４図 SD１０１６出土遺物（１）
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第９５図 SD１０１６出土遺物（２）
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第９６図 SD１０１６出土遺物（３）
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口縁部端面に凹線を施す。

甕（４８９～４９７）はくの字口縁をもち、頸部に指頭圧痕文突帯を施すもの（４９３・４９４）が認められる。

口縁端部は丸く収めるもの（４９０～４９２）、方形に収めるもの（４８９）、方形に収めさらに肥厚させたり（４９３・

４９５）、上方につまみ上げたりするもの（４９４・４９６）がある。また４８９は外面体部中位に煤状の炭化物を

多く付着する。図化できなかった甕のなかには、口縁部がL字形を呈する 様式のものも含まれる。鉢

（４９８～５０１）、高坏（５０２～５０５）は、ともに出土量が少なく破片での出土である。

図化できた石器は凹基式の石鏃（５０６）・削器（５０７）・楔形石器（５０８・５０９）・サヌカイト剥片（５１０）、

第９８図 SD１０１６出土遺物（５）
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打製石庖丁（５１１～５１８）・敲石（５１９～５２２）・砥石（５２３・５２４）・台石（５２５～５２７）である。５０７は凸

刃を持ち、上側縁部と右側縁部が欠損するが単刃と思われる。５０８・５０９ともに左側縁部が欠損するもの

の、５０８は打面が上・下側縁の二方向に、５０９は上・右側縁部に認められ、四方向の可能性がある。出土

した石庖丁は、５１８が泥質片岩を、他の個体は砂質片岩を石材として用いる。５１１のみ複刃で、両端に抉

りが認められる。また５１８のみ凸刃である。敲石・砥石・台石の使用石材として、５１９・５２７は砂質片岩、

５２０・５２６は閃緑岩、５２１・５２４・５２５は砂岩、５２２は石英、５２３は緑泥変岩を石材として用いる。

凹線文を施す個体が少ないこと、および上層からの出土量が多いことから、この溝は弥生時代中期中

葉にほぼ埋没したと推測できる。SK１１４５からの出土遺物は認められないものの、SB１０１５の出土遺物は弥

生時代後期中葉～終末期の年代が与えられることから、遺構の切り合い関係に矛盾はない。土層堆積状

況では明確な流水および帯水痕跡を確認できず、溝の性格として区画を目的とした可能性が考えられる。

土坑

土坑５号 (SK1005)（第９９図）

３区 α－ L－１４で確認された土坑。平面形態・底面形態ともにやや不整な楕円形、断面形態は逆

台形を呈し、長軸０．９５m、短軸０．６１m、最大深度０．４０mを測る。覆土は土色および含有物から３層に分

層でき、全般的にしまりが弱い。遺物は縄文土器深鉢口縁部１点、体部片８点が出土し、接合しなかっ

たものの同一個体片と考えられる。深鉢（５２８）は口縁端部にD字刻みを持つもので、縄文時代晩期に

属する。

土坑３５号 (SK1035)（第９９図）

４－A区 β－ E－４でSP１３３６に切られた状態で確認された土坑。SP１３３６は土師質土器片が出土

し、中世に属する。土坑は平面形態・底面形態ともに楕円形、断面形態は不整な舟底形を呈する。長軸

０．５７m、短軸０．３５m、最大深度０．２６mを測る。覆土は、暗褐色粘性砂質土・黒褐色粘性砂質土の２層に

分層できる。遺物はサヌカイト剥片（５２９）１点のみである。

土坑５２号 (SK1052)（第９９図）

４－A区 β－ E・F－６・７で柱穴４基に切られた状態で確認された土坑。平面形態・底面形態

ともに不整な楕円形、断面形態は舟底形を呈する。長軸２．０m、短軸１．５２m、最大深度０．１４mを測る。

完掘後、床面に柱穴４基が認められ、堆積状況から別遺構と思われる。覆土は５層に分層でき、大きく

２層に分かれるものと思われる。上層（１・３層）は暗褐色粘性砂質土で、３層はにぶい黄褐色土ブロ

ックを混入する。下層（２・４・５層）は暗褐色もしくは褐色を呈し、２・５層はにぶい黄褐色土ブロ

ックを若干混入する。６・７層は、完掘後に検出した別遺構の柱穴である。

遺物は、高坏形土器（５３０）１点、甕形土器口縁部（５３１）１点・体部片１５点が出土した。

土坑１０１号 (SK1101)（第１００～１０４図）

４－D区 β－ H－７で調査区南側溝に切られた状態で確認された土坑。調査時は土坑２基の切り

合いとして検出していたが、両土坑から出土した遺物の接合状況と遺構の完掘状況から同一遺構と判断
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１ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
２ 黒褐色（１０YR３／２）粘性砂質土

第９９図 SK遺構図・出土遺物（１）

１ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
３ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
４ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
５ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
６ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
７ 黒 褐 色（１０YR３／２）粘性砂質土
８ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
９ にぶい黄褐色（１０YR４／２）粘性砂質土

１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
３ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
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第１０１図 SK１１０１出土遺物（１）
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561

0 10cm

した。南側が側溝に切られてはいる

ものの、平面形態・底面形態ともに

楕円形、断面形態はやや不整な逆台

形を呈し、最大長１．７４m、短軸１．２０

m、最大深度０．４０mを測る。

遺物は壺形土器３０点、甕形土器３０

点、鉢形土器２点、高坏形土器１点、

体部片４２５点、バケツ形土器１点、

サヌカイト製楔形石器１点・石剣１

点・剥片３点、結晶片岩製石庖丁５

点・敲石３点・石斧３点、砂岩製砥

石６点、被熱痕跡の認められる砂

岩、土師質土器小皿、焼土塊が出土

した。これらの出土遺物のうち、図

化できたのは３０点を数える。

壺（５３２～５４０）のうち、断面三角形の貼付突帯を施した長頸壺（５３２）、頸部に指頭圧痕突帯をめぐら

した短頸壺・広口壺（５３３・５３４・５３８）が認められる。

甕（５４１～５５０）は、口縁部がくの字形を呈し、口径１５～２０cm前後のものが主体となる。そのなかで

体部上位に煤状に炭化物を多く付着する５４８は、口径３０cmを越えるやや大型の甕である。５４４は金雲母

を含む胎土から、讃岐からの搬入品と考えられる。

鉢・高坏ともに出土量は少なく、鉢は２点出土したものの小片のために図化できなかった。高坏脚部

（５５１）は、遺存部で２孔一対の穿孔部が一個所認められる。５５２はバケツ形土器である。

出土した石器のうち図化できたのは、石剣（５５３）・楔形石器（５５４）・剥片（５５５）各１点、打製石

庖丁２点（５５６・５５７）、敲石１点（５５８）、石斧３点（５５９～５６１）である。石剣（５５３）は遺存部の左側縁

部１／２につぶれ痕が、また表裏面に擦痕が部分的に認められる。打製石庖丁（５５６・５５７）２点ともに

使用石材が砂質片岩で、５５６は縦長剥片、５５７は横長剥片を用いる。また５５６は片面が自然面で、その部

分を磨いている。敲石（５５８）は、砂岩を用いる。石斧３点共に未製品であり、５６０は閃緑岩、５５９・５６１

はハンレイ岩を用いる。５５９は表面・左右側面に敲打痕が、５６０は左右側面を中心に敲打痕が、５６１はほ

ぼ全面に擦痕が認められる。

遺構の所属時期は、出土遺物から弥生時代中期中葉と考えられる。

土坑６０号 (SK1060)（第１０５図）

４－B区 β－ D－１１で確認された土坑。平面形態は不整な方形、底面形態はやや不整な円形、段

面形態は舟底形を呈し、長軸０．８９m、短軸０．８３m、最大深度０．１１mを測る。覆土は２層に分層でき、１

層は黒褐色粘性砂質土、２層はにぶい黄褐色粘性砂質土である。

遺物は鉢形土器１点・体部片１４点、サヌカイト製石鏃１点が出土した。図化できたのはほぼ完形の鉢

（５６２）、サヌカイト製石鏃（５６３）である。５６２は磨滅により調整の遺存状態が悪いものの、粗いタタキ

を施した後ミガキを施す。また乾燥に伴うひび割れも顕著に認められる。５６３は、先端部が欠損した有

第１０４図 SK１１０１出土遺物（４）
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第１０５図 SK遺構図・出土遺物（２）

１ 黒 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土

１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土

１
暗

褐
色（
１０
Y
R
３
／３
）粘
性
砂
質
土

２
に
ぶ
い
黄
褐
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１０
Y
R
４
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）粘
性
砂
質
土

３
暗

褐
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１０
Y
R
３
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）粘
性
砂
質
土

４
に
ぶ
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黄
褐
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１０
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４
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性
砂
質
土

５
暗

褐
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１０
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性
砂
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茎式石鏃である。

この遺構の所属時期は弥生時代後期後葉～終末期前半と思われる。

土坑６１号 (SK1061)（第１０５図）

４－B区 β－ C－１２で確認された土坑。平面形態・底面形態ともにやや不整な楕円形、断面形態

は緩やかな舟底形を呈する。長軸１．７４m、短軸１．３４m、最大深度０．１２mを測る。覆土は褐色砂質土１層

で、しまりが強い。遺物は弥生土器片２４点、サヌカイト剥片１点出土したものの、図化できるものはな

第１０６図 SK遺構図・出土遺物（３）

１ 暗 褐 色（１０YR３／３）砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）砂質土
３ 暗 褐 色（１０YR３／３）砂質土
４ にぶい黄褐色（１０YR４／３）砂質土

１ 暗 褐 色（１０YR３／３）砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）砂質土

１ 暗褐色（１０YR３／４）砂質土
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かった。

土坑６３号 (SK1063)（第１０５図）

４－B区 β－ C－１３で確認された土

坑。平面形態・底面形態ともに不整な楕円

形、断面形態は不整な逆台形を呈し、長軸

１．１９m、短軸０．９６m、最大深度０．４１mを測

る。覆土は３層に分層でき、各層ともに炭

化物を含む。１層は暗褐色粘性砂質土、２

層はにぶい黄褐色粘性砂質土、３層は暗褐

色粘性砂質土で、３層は他の２層と比較し

て砂質がやや強くしまりが弱い。

遺物は広口壺形土器１点、甕形土器底部

１点、高坏形土器口縁部・脚部各１点、体

部片２０点が出土し、図化できたのは高坏

（５６４）１点のみである。出土遺物から、所属

時期は弥生時代後期前半と考えられる。

土坑６９号 (SK1069)（第１０６図）

４－B区 β－ E－１２・１３で確認され

た土坑。平面形態はやや不整な楕円形、底

面形態は楕円形、断面形態は不整な舟底形

を呈し、長軸１．２２m、短軸１．１m、最大深

度０．２４mを測る。覆土は４層に分層でき、土層堆積状況から３・４層は柱穴の可能性が考えられる。１

層は暗褐色粘性砂質土、２層はにぶい黄褐色粘性砂質土で両層ともに炭化物を含む。

遺物は甕形土器口縁部・底部各１点、体部片８点、サヌカイト剥片２点、打製石庖丁１点が出土し、

図化できたのは甕口縁部（５６５）のみである。出土遺物から、遺構の所属時期は弥生時代後期前葉～中

葉と考えられる。

土坑８０号 (SK1080)（第１０６図）

４－B区 β－ D－１４で確認された土坑。平面形態・底面形態ともにやや不整な円形、断面形態は

緩やかな舟底形を呈し、長軸１．４８m、短軸１．３８m、最大深度０．０５mを測る。

覆土は暗褐色粘性砂質土１層である。遺物は弥生土器片１５点、サヌカイト製楔形石器１点が出土した。

図化できたのは、楔形石器（５６６）のみである。

土坑８３号 (SK1083)（第１０６図）

４－B区 β－ D－１４で確認された土坑。平面形態はやや不整な楕円形、底面形態は楕円形、断面

形態は逆台形を呈し、長軸０．６４m、短軸０．５１m、最大深度０．２８mを測る。底面は平坦である。覆土は３

第１０７図 SK１０８８遺構図・出土遺物

１にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
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層に分層でき、大きく２層に分けることができる。上層（１層）は暗褐色粘性砂質土で土器片・炭化物

を若干含む。下層（２・３層）はにぶい黄褐色粘性砂質土で、３層はやや砂質が強い。

遺物は甕形土器口縁部１点、壺形土器底部１点、体部片７点出土し、総点数９点を数える。その中で

図化できたのは、壺（５６７）のみである。出土遺物から、所属時期は弥生時代と考えられる。

土坑８８号 (SK1088)（第１０７図）

４－B区 β－ E－１４で確認された土坑。平面形態・底面形態ともにやや不整な楕円形、断面形態

は緩やかな舟底形を呈し、長軸１．０９m、短軸０．９７m、最大深度０．０７mを測る。覆土はにぶい黄褐色粘性

砂質土１層であり、しまりが弱く炭化物を若干含む。

１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
３ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
４ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土

第１０８図 SK遺構図・出土遺物（４）
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遺物は弥生土器片２点と砂質片岩の礫を

用いた打製石庖丁１点が出土し、図化でき

たのは平刃・単刃を持つ石庖丁（５６８）の

みである。

土坑９２号 (SK1092)（第１０８図）

４－B区 β－ F－１４で確認された土

坑。平面形態・底面形態ともにやや不整な

楕円形、断面形態は不整な逆台形を呈し、

長軸１．１６m、短軸０．８２m、最大深度０．３４m

を測る。覆土は土質および含有物から４層

に分層でき、大きく２層に分けることがで

きる。上層（１層）はにぶい黄褐色粘性砂

質土で、暗褐色土ブロックを混入する。ま

た炭化物を多く含み、層状となる。下層（２

～４層）は暗褐色粘性砂質土で、２層は炭

化物・土器片を含み、３層は粘性がやや強

い。４層はにぶい黄褐色土ブロックを若干

混入する。

遺物は底部回転ヘラ切りを施す土師質土

器杯３点・体部片１０点、弥生土器体部片８

点、サヌカイト剥片２点、結晶片岩製石庖

丁１点・台石１点が出土した。そのうち図

化できたのは、台石（５６９）のみである。

台石の石材は閃緑岩で、遺存部の表裏に敲

打痕が、右側面に磨面がそれぞれ１箇所認

められる。中世の遺物が出土しているもの

の、胎土色から検出および掘削段階で確認

できなかった中世に属する柱穴と切り合い

関係にあったものと思われる。

土坑１０５号 (SK1105)（第１０８図）

５－A区 β－ I－１０で確認された土

坑。平面形態はやや不整な楕円形、底面形

態は楕円形、断面形態は逆台形を呈し、長

軸１．３１m、短軸０．６８m、最大深度０．４３mを

測る。底面は平坦である。

遺物は甕形土器口縁部１点・体部片７

１ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
２ 灰黄褐色（１０YR４／２）粘性砂質土

第１０９図 SK遺構図・出土遺物（５）

１ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
２ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
３ 灰黄褐色（１０YR４／２）粘性砂質土
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点、サヌカイト製石鏃２点・楔形石器１点、結晶片岩を用いた打製石庖丁１点が出土し、図化できたの

は凹基式（５７０）と平基三角（５７１）の石鏃２点と楔形石器（５７２）のみである。

土坑１０９号 (SK1109)（第１０９図）

５－A区 β－ J－１０で確認された土坑。平面形態・底面形態ともにやや不整な楕円形、底面形態

は楕円形、断面形態はやや不整な舟底形を呈し、長軸０．８８m、短軸０．５３m、最大深度０．０７mを測る。覆

土は２層に分層でき、１層は暗褐色粘性砂質土、２層は灰黄褐色粘性砂質土でにぶい黄褐色土をブロッ

ク状に混入する。

遺物は弥生土器片３点、サヌカイト製石鏃２点・剥片１２点出土し、図化できたのは凹基式（５７３）と

平基三角（５７４）の石鏃２点のみである。

土坑１１１号 (SK1111)（第１０９図）

５－A区 β－ I－１１で確認された土坑。平面形態・底面形態ともにやや不整な楕円形、断面形態

は逆台形を呈し、長軸０．９４m、短軸０．６２m、最大深度０．１７mを測る。覆土は土色および含有物から３層

に分層でき、大きく２層に分けることできる。上層（１・２層）は褐色粘性砂質土でにぶい黄褐色土ブ

ロックを混入する。２層と比較して１層の方がしまりが強い。下層（３層）は灰黄褐色粘性砂質土でに

ぶい黄褐色土ブロックを含む。

遺物は壺形土器口縁部１点、甕形土器口縁部・底部各１点、体部片２６点、サヌカイト剥片２点出土し

た。図化できたのは、貼付突帯を施す細頸広口壺（７５７）と甕（５７６）のみである。出土遺物から、所属

時期は弥生時代中期中葉～後葉と考えられる。

土坑１１２号 (SK1112)（第１１０図）

５－A区 β－ I－１１で確認された土坑。平面形態はやや不整な楕円形、底面形態は楕円形、断面

形態はやや不整な舟底形を呈し、長軸０．６６m、短軸０．５５m、最大深度０．１２mを測る。覆土は２層に分層

でき、１層は灰黄褐色粘性砂質土で暗褐色土やにぶい黄褐色土をブロック状に混入し、しまりが強い。

２層は暗褐色粘性砂質土でしまり弱い。

遺物は甕形土器口縁部１点、体部片７点出土し、総点数８点を数える。図化できたのは、口縁部（５７７）

のみである。出土遺物から、所属時期は弥生時代後期前葉～中葉と考えられる。

土坑１１７号 (SK1117)（第１１０図）

５－A区 β－ K－１１・１２で確認された土坑。平面形態・底面形態ともにやや不整な楕円形、断面

形態は逆台形を呈し、長軸０．４８m、短軸０．３２m、最大深度０．２１mを測る。覆土は３層に分層でき、大き

く２層に分けることができる。上層（１層）は灰黄褐色粘性砂質土でにぶい黄褐色土をブロック状に混

入し、しまりが強い。下層（２・３層）は褐色粘性砂質土で、２層はしまりが弱くにぶい黄褐色土ブロ

ックを若干混入する。３層は２層と比較してしまりが強い。

遺物は高坏形土器口縁部・脚部各１点、体部片４点、焼土塊１１点が出土し、図化できたのは、胎土か

ら同一個体と考えられる高坏口縁部（５７９）・脚部（５８０）である。出土遺物から、所属時期は弥生時代

後期前半と考えられる。
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１ 灰黄褐色（１０YR４／２）粘性砂質土
２ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
３ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土

１ 灰黄褐色（１０YR４／２）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土

第１１０図 SK遺構図・出土遺物（６）

１ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土
２ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
４ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土

１ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
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土坑１１８号 (SK1118)（第１１０図）

５－A区 β－ I－１２で確認された土坑。平面形態・底面形態ともにやや不整な楕円形、断面形態

は逆台形を呈し、長軸１．０８m、短軸０．８２m、最大深度０．３１mを測る。底面は平坦である。覆土は土質お

よび含有物から４層に分層でき、大きく２層に分けることができる。上層（１・２層）のうち１層は、

灰黄褐色粘性砂質土で褐色土・にぶい黄褐色土をブロック状に混入する。２層と比較してしまりが強

い。下層（３・４層）はにぶい黄褐色粘性砂質土で、３層は褐色土をブロック状に混入し、４層と比較

してしまりが強い。

遺物は壺形土器底部１点、体部片２０点、サヌカイト製石鏃・剥片各１点が出土し、図化できたのは未

製品である石鏃（５７９）１点のみである。出土遺物から、所属時期は弥生時代後期以降と考えられる。

１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土

第１１１図 SK１１２８遺構図・出土遺物
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土坑１２４号 (SK1124)（第１１０図）

５－A区 β－ K－１３でSK１１２３に切られた状態で確認された土坑。平面形態・底面形態ともにやや

不整な円形、断面形態は逆台形を呈し、長軸１．０４m、短軸０．９４m、最大深度０．３０mを測る。底面は平坦

である。覆土は２層に分層でき、１層は灰黄褐色粘性砂質土でにぶい黄褐色土をブロック状に混入する。

２層はにぶい黄褐色粘性砂質土で、炭化物を若干含む。

遺物は高坏形土器脚部１点、体部片４点、サヌカイト剥片２点が出土し、脚部（５８０）のみ図化でき

た。出土遺物から、所属時期は弥生時代後期と考えられる。

土坑１２８号 (SK1128)（第１１１図）

５－A区 β－ J・K－１３・１４で確認された土坑。平面形態・底面形態ともに溝状、断面形態は不

整な舟底形を呈し、長軸３．３２m、短軸０．６６m、最大深度０．１６mを測る。覆土は２層に分層でき、１層は

にぶい黄褐色粘性砂質土、２層は暗褐色粘性砂質土でにぶい黄褐色土をブロック状に若干混入し、炭化

物をわずかに含む。

遺物は壺形土器１点、甕形土器３点、体部片２３点、高坏形土器１点、サヌカイト製石鏃１点・剥片２

点、結晶片岩剥片２点が出土し、その中で図化できたのは広口壺（５８１）、明瞭な凹線が口縁端部に認め

られる個体を含む甕３点（５８２～５８４）、高坏（５８５）、凹基式の石鏃（５８６）である。５８３は、外面体部中

位を中心に煤状の炭化物がやや多く付着し、二次被熱の痕跡が認められる。出土遺物から、所属時期は

弥生時代中期後葉～後期初頭と考えられる。

土坑１３０号 (SK1130)（第１１２図）

５－A区 β－ L・M－１４で確認された土坑。平面形態はやや不整な長方形、底面形態は長方形、

断面形態は逆台形を呈し、長軸１．７８m、短軸１．２４m、最大深度０．３０mを測る。底面は平坦である。覆土

はにぶい黄褐色を呈し、土質および含有物から６層に分層できるものの大きく３層に分けることができ

る。上層（１層）は粘性がやや弱く、中層（２～５層）はそれぞれ灰黄褐色土や暗褐色土を混入する。

下層（６層）は、他の層と比較してやや砂質が強い。

遺物は広口壺形土器１点、甕形土器２点、体部片８６点、鉢形土器１点、サヌカイト・結晶片岩剥片各

１点出土し、総点数９２点を数える。しかし図化できるものはなく、出土遺物からこの遺構の所属時期は

弥生時代後期と考えられる。

土坑１３２号 (SK1132)（第１１２図）

５－A区 β－ J－１５で確認された土坑。平面形態・底面形態ともに長方形、断面形態は逆台形を

呈し、長軸１．５０m、短軸０．９８m、最大深度０．２４mを測る。覆土は土質および含有物から４層に分層でき

るものの、大きく３層に分けることができる。上層（１・２層）は暗褐色粘性砂質土で、１層は灰黄褐

色土をブロック状に混入する。中層（３層）は褐色粘性砂質土で、にぶい黄褐色土ブロックを大量に混

入する。また焼土塊と炭化物を若干含む。下層（４層）は暗褐色粘性砂質土で、炭化物を含む。

遺物は壺形土器１点、甕形土器１点、高坏形土器脚部１点、体部片７３点、サヌカイト剥片２点が出土

した。そのうち図化できたものは、頸部に貼付突帯刻目を施す短頸広口壺（５８７）のみである。出土遺
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１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
４ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
５ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
６ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土

１ 黒 褐 色（１０YR３／２）粘性砂質土
２ 褐 色（７．５YR４／４）粘性砂質土
３ 暗 褐 色（７．５YR３／４）粘性砂質土
４ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土

第１１２図 SK遺構図・出土遺物（７）

１ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
３ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土

１ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
２ 暗褐色（１０YR３／３）粘性砂質土
３ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
４ 暗褐色（１０YR３／３）粘性砂質土
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物から、所属時期は弥生時代中期後葉と考えられる。

土坑１３３号 (SK1133)（第１１２図）

５－A区 β－ K－１５でSB１００８に切られた状態で確認された土坑。平面形態・底面形態ともに不整

な楕円形、断面形態は逆台形を呈し、遺存長１．１２m、短軸０．６０m、最大深度０．２６mを測る。覆土は土質

および含有物から４層に分層できるものの、大きく３層に分けることができる。上層（１層）は黒褐色

粘性砂質土で、炭化物を若干含む。中層（２・３層）は褐色粘性砂質土、暗褐色粘性砂質土で、それぞ

れをブロック状に混入する。また２層では焼土塊を若干含む。下層（４層）はにぶい黄褐色粘性砂質土

で、地山ブロックを多く混入する。

遺物は弥生土器片６点が出土したものの、図化できるものはなかった。遺構の切り合い関係から、本

遺構の所属時期は弥生時代後期初頭以前となる。

土坑１３４号 (SK1134)（第１１２図）

５－A区 β－ J－１６で確認された土坑。調査時では切り合い関係を持つ土坑２基として捉えてい

たが、土層堆積および完掘状況から近代の撹乱を受けた１基の土坑として判断した。本来は平面形態・

１暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
２暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
３暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土

第１１３図 SK遺構図・出土遺物（８）

１ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
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第１１４図 SK遺構図・出土遺物（９）

１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
３ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土

１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
４ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
５ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
６ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土
７ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土

１ 灰黄褐色（１０YR４／２）粘性砂質土
２ 灰黄褐色（１０YR４／２）粘性砂質土
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底面形態ともに長方形、断面形態は逆台形を呈していたと思われる。現況の規模は長軸２．６０m、短軸１．４０

m、最大深度０．２８mを測る。覆土は３層に分層できるものの１層は瓦片を含む撹乱土であり、本来の覆

土は２・３層である。２層はにぶい黄褐色粘性砂質土、３層は暗褐色粘性砂質土で炭化物をやや多く含む。

遺物は広口壺形土器口縁部・底部各１点、甕形土器２点、体部片１２０点、サヌカイト製石鏃１点・楔

形石器１点・剥片４点、結晶片岩製石庖丁１点・剥片１点が出土した。そのうち図化できたものは、凸

基式の石鏃（５８８）、上側縁部につぶれ痕が認められる楔形石器（５８９）、砂質片岩を用いた剥片（５９０）

である。出土遺物から、所属時期は弥生時代後期と考えられる。

土坑１３６号 (SK1136)（第１１３図）

５－A区 β－ M－１６でSB１０１１を切った状態で確認された土坑。平面形態・底面形態ともにやや

不整な楕円形、断面形態は逆台形を呈し、長軸１．４０m、短軸０．７４m、最大深度０．２６mを測る。底面はや

や平坦である。覆土は暗褐色を呈し、土質および含有物から３層に分層できる。１層は灰黄褐色土をブ

ロック状に若干混入し、２層は炭化物を若干含む。

遺物は弥生土器片１０点、打製石庖丁１点が出土し、図化できたのは左右側縁部に抉りをもつ石庖丁

（５９１）１点のみである。石材に紅簾片岩を用いる。

土坑１３７号 (SK1137)（第１１３図）

５－A区 β－ M－１６でSP１１１６８を切った状態で確認された土坑。平面形態・底面形態ともにやや

不整な円形、断面形態は逆台形を呈し、長軸０．７６m、短軸０．７２m、最大深度０．３０mを測る。底面は平坦

である。覆土は土質および含有物の違いから３層に分層できるものの、大きく２層に分けることができ

る。上層（１・２層）は暗褐色粘性砂質土で、１層は灰黄褐色土をブロック状に若干混入する。下層（３

層）はにぶい黄褐色粘性砂質土で、上層と比較して粘性がやや強い。

遺物は甕形土器３点、体部片１８点、高坏形土器脚部１点が出土し、そのうち図化できたものは甕（５９２）

と高坏脚部（５９３）である。出土遺物から、所属時期は弥生時代後期初頭～中葉と考えられる。

土坑１３８号 (SK1138)（第１１４図）

５－A区 β－ N－１６で確認された土坑。平面形態・底面形態ともにやや不整な楕円形、断面形態

は逆台形を呈し、長軸０．７８m、短軸０．５５m、最大深度０．２０mを測る。覆土は土質および含有物から３層

に分層できるものの、大きく２層に分けることができる。上層（１・２層）はにぶい黄褐色粘性砂質土

で、１層は炭化物を含む。下層（３層）は灰黄褐色粘性砂質土で、にぶい黄褐色土をブロック状に混入

する。

遺物は弥生土器片１点、サヌカイト製楔形石器１点が出土し、図化できたものは楔形石器（５９４）の

みである。

土坑１４０号 (SK1140)（第１１４図）

５－A区 β－ O－１６で確認された土坑。平面形態・底面形態ともにやや不整な長方形、断面形態

は逆台形を呈し、長軸１．８６m、短軸０．７０m、最大深度０．１４mを測る。底面は平坦である。覆土は概ねに

ぶい黄褐色を呈し、土質および含有物から７層に分層できる。１・２層は他の層と比較して粘性が弱く、
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１ 灰黄褐色（１０YR５／２）粘質土
２ 暗灰黄色（２．５Y４／２）粘質土
３ 灰黄褐色（１０YR４／２）粘性砂質土

１ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
３ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土
４ 灰 黄 褐 色（２．５Y５／２）粘質土

第１１５図 SK遺構図・出土遺物（１０）

１ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土
２ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
４ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土

１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
４ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
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１層は炭化物を若干含む。３・４層は色調がやや暗い。５層は、褐色土ブロックを若干混入する。６層

は灰黄褐色粘性砂質土で、他の層と比較して粒子が細かい。７層は褐色粘性砂質土で、にぶい黄褐色土

ブロックを若干混入する。

遺物は弥生土器片が６０点余出土したものの、図化できるものはなかった。

１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
４ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土

１ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土

第１１６図 SK遺構図・出土遺物（１１）

１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
３ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土

１
暗

褐
色（
１０
Y
R
３
／４
）粘
性
砂
質
土

２
暗

褐
色（
１０
Y
R
３
／４
）粘
性
砂
質
土

３
に
ぶ
い
黄
褐
色（
１０
Y
R
４
／３
）粘
性
砂
質
土
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土坑１４１号 (SK1141)（第１１４図）

５－A区 β－ O－１６・１７で確認された土坑。平面形態・底面形態ともにやや不整な長方形、断面

形態は舟底形を呈し、長軸１．９８m、短軸０．７４m、最大深度０．１１mを測る。覆土は灰黄褐色を呈し、土質

および含有物から２層に分層できる。１層は２層と比較して粘性が強く、炭化物を若干含む。

遺物は弥生土器片９６点、サヌカイト製石錐（５９５）１点、砂質片岩を用いた打製石庖丁（５９６）１点が

出土したものの、土器片は小片のために図化できなかった。

土坑１４４号 (SK1144)（第１１５図）

５－A区 β－ M－１７で確認された土坑。平面形態・底面形態ともに長方形、断面形態は逆台形を

呈し、長軸２．０２m、短軸０．９０m、最大深度０．１８mを測る。底面はほぼ平坦である。覆土は、土質および

含有物から４層に分層できる。４層は土層堆積状況から、検出段階で確認できなかった柱穴の可能性が

ある。１層は灰黄褐色粘性砂質土で、炭化物を若干含む。２層はにぶい黄褐色粘性砂質土で、他層と比

較して粘性がやや強い。３層は褐色土をブロック状に若干混入する。

遺物は甕形土器１点、体部片７２点、サヌカイト剥片６点が出土したものの、図化できるものはなかっ

た。出土遺物から、所属時期は弥生時代後期以降と考えられる。

土坑１４５号 (SK1145)（第１１５図）

５－A区 β－ N－１７でSD１０１６を切った状態で確認された土坑。平面形態・底面形態ともにやや不

１ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土

第１１７図 SK遺構図・出土遺物（１２）

１ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土

―150―



整な長方形、断面形態は逆台形を呈し、長軸１．８６m、短軸０．７６m、最大深度０．１２mを測る。底面は平坦

である。覆土は土質および含有物から４層に分層できるものの、大きく２層に分けることができる。上

層（１・２層）は灰黄褐色粘性砂質土で、２層は褐色土をブロック状に若干混入する。下層（３層）は

にぶい黄褐色粘性砂質土で、褐色土をブロック状に混入する。

遺物は弥生土器片１１４点、サヌカイト剥片１点が出土したものの、図化できるものはなかった。出土

遺物ならびにSD１０１６との切り合い関係から、所属時期は弥生時代中期後葉以降と考えられる。

土坑１５５号 (SK1155)（第１１５図）

５－A区 β－ N・O－１８で確認された土坑。平面形態・底面形態ともにやや不整な長方形、断面

形態はやや不整な逆台形を呈し、長軸１．７８m、短軸０．６７m、最大深度０．１２mを測る。覆土は３層に分層

でき、１層は灰黄褐色粘性砂質土で粘性が強い。２層は暗灰黄色粘性砂質土で粘性が強く、黄褐色土ブ

ロックを混入する。３層は灰黄褐色粘性砂質土で、しまりが強い。

遺物は弥生土器片４点、サヌカイト剥片２点が出土したものの、図化できるものはなかった。

土坑１６０号 (SK1160)（第１１５図）

５－A区 β－ K－１９でSP１１３１２・１１３１３に切られた状態で確認された土坑。平面形態・底面形態と

もにやや不整な長方形、断面形態は逆台形を呈し、長軸１．０９m、短軸０．６４m、最大深度０．２５mを測る。

底面は平坦である。覆土はにぶい黄褐色を呈するものの、土質および含有物から４層に分層できる。４

層は、土層堆積状況から本土坑に切られた柱穴と考えられる。１・２層は炭化物を若干含み、２層の方

が粘性がやや強い。

遺物は弥生土器片１１点、打製石庖丁１点、焼土塊１点が出土し、砂質片岩を石材として用いた打製石

庖丁（５９７）のみ図化できた。５９７は、平刃・単刃を持つ。

土坑１７８号 (SK1178)（第１１６図）

５－A区 β－ L－２・３で確認された土坑。平面形態・底面形態ともにやや不整な長方形、断面

形態は逆台形を呈し、長軸１．８８m、短軸０．７９m、最大深度０．２４mを測る。底面は平坦である。覆土は土

質および含有物から４層に分層できるものの、大きく２層に分けることができる。上層（１～３層）は

にぶい黄褐色粘性砂質土で、１層は灰黄褐色土をブロック状に混入する。２層は灰黄褐色粘性砂質土で、

部分的に褐色土を混入する。下層（４層）は暗褐色粘性砂質土で、灰黄褐色土をブロック状に混入する。

遺物は壺形土器底部１点、体部片１２０点、サヌカイト剥片３点、打製石庖丁３点が出土したものの、

図化できるものはなかった。

土坑１１９６号 (SK1196)（第１１６図）

５－B区 β－ C－１２で確認された土坑。平面形態・底面形態ともに楕円形、断面形態はやや不整

形な舟底形を呈し、長軸０．８２m、短軸０．５９m、最大深度０．２２mを測る。覆土は土質および含有物から、

３層に分層できる。１・２層はにぶい黄褐色を呈し、１層は２層と比較して粘性が強い。また直径２０～

３０cm前後の礫が、２・３層を中心に認められる。

遺物は扇状文が認められる弥生土器片（５９８）１点のみである。出土遺物から、所属時期は弥生時代
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中期中葉以降と考えられる。

土坑２０２号 (SK1202)（第１１６図）

５－B区 β－ F－１５でSP１１６９７に切られた状態で確認された土坑。平面形態・底面形態ともにや

や不整な円形、断面形態は逆台形を呈し、直径０．６０m前後、最大深度０．１０mを測る。底面は平坦である。

覆土は暗褐色粘性砂質土１層で、しまりが弱い。

遺物は甕形土器（５９９）１点のみである。出土遺物から、所属時期は弥生時代中期中葉と考えられる。

土坑２０４号 (SK1204)（第１１６図）

５－B区 β－ F－１５で確認された土坑。平面形態・底面形態ともにやや不整な円形、断面形態は

不整形を呈し、直径０．５０m前後、最大深度０．２０mを測る。覆土は土質および含有物から、３層に分層で

きる。１・２層は暗褐色粘性砂質土で、２層がしまりが強い。３層はにぶい黄褐色粘性砂質土である。

第１１８図 SK１２１０遺構図・出土遺物

１ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
２ 黒 褐 色（１０YR２／３）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
４ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
５ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
６ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
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遺物は高坏形土器１点、体部片２点、打製石庖丁１点が出土し、図化できたものは高坏（６００）１点

のみである。高坏の外面は体部上位に凹線３条、下位にタタキの後にミガキが施される。内面は遺存状

態が悪いものの内面中央にハケメのちにミガキが施されているのが確認できる。出土遺物から、所属時

期は弥生時代中期後葉～後期初頭と考えられる。

第１１９図 SK１２１０出土遺物
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土坑２０５号 (SK1205)（第１１７図）

５－B区 β－ G－１５で確認された土坑。平面形態・底面形態ともに不整な楕円形、断面形態は不

整形を呈し、長軸０．７５m、短軸０．６４m、最大深度０．０９mを測る。覆土は暗褐色粘性砂質土１層である。

遺物は高坏形土器１点、体部片１点が出土し、口縁端部に刻目を持つ高坏（６０１）が図化できた。出

土遺物から、所属時期は弥生時代中期中葉～後葉か。

土坑２０８号 (SK1208)（第１１７図）

５－B区 β－ G－１５で確認された土坑。平面形態・底面形態ともに楕円形、断面形態は逆台形を

呈し、長軸０．６４m、短軸０．５０m、最大深度０．１２mを測る。底面は平坦である。覆土は２層に分層でき、

１層は暗褐色粘性砂質土、２層はにぶい黄褐色粘性砂質土である。１層はしまりが弱い。

遺物は甕形土器底部１点、体部片１１点が出土し、図化できたのは甕底部（６０２）のみである。出土遺

物から、所属時期は弥生時代中期中葉以降と考えられる。

土坑２１０号 (SK1210)（第１１８図）

５－B区 β－ D－１６でSX１００４を切る状態で確認された土坑。平面形態・底面形態ともにやや不整

な楕円形、断面形態は逆台形を呈し、長軸１．２７m、短軸１．００m、最大深度０．６５mを測る。覆土は土質お

よび含有物から６層に分層できるものの、大きく３層に分層できる。上層（１層）は暗褐色粘性砂質土

で、にぶい黄褐色土をブロック状に若干混入する。炭化物も若干含む。中層（２層）は黒褐色粘性砂質

土で、この層からの遺物の出土量が多い。下層（３～６層）はにぶい黄褐色粘性砂質土で、３・４・６

層は暗褐色土および黒褐色土をブロック状に混入し、５層は他の層と比較して砂質が強い。

遺物は口縁部端面に鋸歯文や円形浮文を施された個体を含む壺形土器８点・底部４点、甕形土器口縁

部１０点・底部９点、体部片２７３点、鉢形土器４点、サヌカイト製石鏃３点・剥片１９点、砂質片岩を用い

た打製石庖丁１点・未製品４点が出土した。図化できたのは広口壺（６０４）、甕（６０３・６０５～６１０）、鉢（６１１

～６１４）、サヌカイト製石鏃（６１５～６１７）・楔形石器（６１８）である。土器は、タタキ成形のものが大半

を占める。石鏃のうち６１５・６１６は欠損しているものの平基三角と推定され、６１７は未製品である。

底部は平底主体であることから、所属時期は弥生時代後期後葉～終末期前半と考えられる。

土坑２１２号 (SK1212)（第１２０図）

５－B区 β－ F－１６・１７で確認された土坑。平面形態・底面形態ともに不整形、断面形態は不整

な舟底形を呈し、長軸１．４４m、短軸０．８５m、最大深度０．３０mを測る。平面形態から複数の土坑による切

り合い関係を想定したが、土層堆積状況からそれを確認することはできなかった。覆土は暗褐色を呈す

るものの、土質および含有物から２層に分層できる。１層は、２層と比較してしまりが弱く粒子がやや

粗い。

遺物は壺形土器・甕形土器底部各１点、体部片１８点、サヌカイト剥片１３点、結晶片岩製砥石１点、碧

玉製管玉１点が出土し、図化できたものは両側穿孔の管玉（６１９）のみである。出土遺物から、所属時

期は弥生時代後期以降と考えられる。
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第１２０図 SK遺構図・出土遺物（１３）

１ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
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１ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
３ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土

１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
３ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
４ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土

第１２１図SK遺構図・出土遺物（１４）
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土坑２１３号 (SK1213)（第１２０図）

５－B区 β－ F－１６で確認された土坑。平面形態・底面形態ともにやや不整な楕円形、断面形態

は逆台形を呈し、長軸０．６７m、短軸０．４７m、最大深度０．１４mを測る。底面は平坦である。覆土は３層に

分層できるものの、大きく２層に分けることができる。上層（１層）は暗褐色粘性砂質土で、しまりが

弱い。下層（２・３層）はにぶい黄褐色粘性砂質土で、３層が２層と比較してしまりが弱い。

遺物は甕形土器口縁部（６２０）が１点出土したのみである。出土遺物から、所属時期は弥生時代後期

前葉～中葉と考えられる。

土坑２１４号 (SK1214)（第１２０図）

５－B区 β－ G－１６で確認された土坑。平面形態・底面形態ともにやや不整な長方形、断面形態

は逆台形を呈し、長軸１．１８m、短軸０．７４m、最大深度０．１４mを測る。底面は平坦である。覆土は３層に

分層できるものの、大きく２層に分けることができる。上層（１・２層）は暗褐色粘性砂質土で、１層

は２層と比較してしまりが弱い。下層（３層）はにぶい黄褐色粘性砂質土である。遺物は甕形土器口縁

部１点・体部片１８点出土したものの、図化できるものはなかった。

土坑２１５号 (SK1215)（第１２０図）

５－B区 β－ G・H－１６で確認された土坑。平面形態・底面形態ともにやや不整な長方形、断面

形態は逆台形を呈し、長軸１．１０m、短軸１．００m、最大深度０．２８mを測る。覆土は土質および含有物から

３層に分層できるものの、大きく２層に分けることができる。上層（１・２層）はにぶい黄褐色を呈し、

第１２２図 SK１２３７出土遺物
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１層は粘性が強く暗灰黄色土をブロック状に混入する。２層はしまりがやや弱い。下層（３層）は暗褐

色粘性砂質土で、しまりがやや弱い。

出土遺物は認められないが、覆土等から所属時期を弥生時代として捉えた。

土坑２３３号 (SK1233)（第１２１図）

５－B区 β－ G－１７で確認された土坑。平面形態・底面形態ともにやや不整な楕円形、断面形態

は逆台形を呈し、長軸０．７３m、短軸０．４５m、最大深度０．１５mを測る。底面は平坦である。覆土はほぼ暗

褐色を呈するものの、土質および含有物から３層に分層できる。１層は３層と比較してしまりが弱い。

遺物は壺形土器底部１点・体部片８点、結晶片岩製敲石１点が出土し、図化できたのは砂質片岩を用

いた敲石（６２１）のみで、表面と下面にそれぞれ一箇所敲打痕が認められる。

土坑２３７号 (SK1237)（第１２１・１２２図）

５－B区 β－ H－１７でSP１１８２９・１１８３０を切った状態で確認された土坑。平面形態・底面形態とも

にやや不整な長方形、断面形態は逆台形を呈し、長軸１．３４m、短軸０．８８m、最大深度０．３６mを測る。底

面はほぼ平坦である。覆土は土質および含有物から４層に分層できるものの、大きく３層に分けること

ができる。上層（１層）はにぶい黄褐色粘性砂質土で、４層の中でしまりが一番強い。中層（２・３層）

は暗褐色粘性砂質土で、３層は２層と比較してしまりが強い。下層（４層）は褐色粘性砂質土で、４層

の中で一番粘性が強い。遺物は中・下層、特に３・４層から多く出土している。

遺物は壺形土器１点（６２２）、甕形土器１点（６２３・６２４）、サヌカイト製楔形石器（６２５）・剥片６点、

被熱した砂岩１点が出土した。６２３・６２４は同一個体であり、外面体部中位から底部にかけて煤状に炭化

物が多量に付着する。また内面でも外面と同じような位置に、炭化物が多量に付着する。これらの出土

遺物から、所属時期は弥生時代中期後葉～後期前葉と考えられる。

土坑２３９号 (SK1239)（第１２３図）

５－B区 β－ D－１７・１８で確認された土坑。平面形態・底面形態ともにやや不整な長方形、断面

形態は逆台形を呈し、長軸１．５２m、短軸１．１０m、最大深度０．３４mを測る。遺構内での底面は、ほぼ平坦

である。覆土は土質および含有物から３層に分層でき、１層は暗褐色粘性砂質土でしまりがやや弱い。

２層は暗褐色粘性砂質土で１層と比較してしまりが強い。３層はにぶい黄褐色粘性砂質土で、粒子がや

や粗い。

遺物は口縁部逆L字状を呈する甕形土器１点、体部片１３点が出土した。図化できる遺物はなかったも

のの、出土遺物から所属時期は弥生時代中期以降と考えられる。

土坑２４０号 (SK1240)（第１２３図）

５－B区 β－ D－１８でSP１１９３６に切られた状態で確認された土坑。平面形態・底面形態ともにや

や不整な長方形、断面形態は逆台形を呈し、長軸１．４８m、短軸０．７７m、最大深度０．３０mを測る。底面は

ほぼ平坦である。

遺物は直口壼と思われる壺形土器口縁部１点（６２６）・体部片１２点が出土した。出土遺物から、所属時

期は弥生時代終末期前半か。
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１ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土

第１２３図 SK遺構図・出土遺物（１５）

１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土

１ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
４ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
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土坑２４１号 (SK1241)（第１２３図）

５－B区 β－ D－１８で確認された土坑。平面形態・底面形態ともにやや不整な長方形、断面形態

は不整な舟底形を呈し、長軸１．３０m、短軸０．５６m、最大深度０．２２mを測る。覆土は土質および含有物か

ら３層に分層でき、１層はにぶい黄褐色粘性砂質土でしまりが一番強い。２層は暗褐色粘性砂質土で、

しまりが弱い。３層はにぶい黄褐色粘性砂質土で、粒子がやや粗い。

出土遺物は認められないものの、覆土から所属時期を弥生時代として捉えた。

土坑２４３号 (SK1243)（第１２３図）

５－B区 β－ D－１８・１９で確認された土坑。平面形態はやや不整な長方形、底面形態はやや不整

な方形、断面形態はやや不整な逆台形を呈し、長軸０．９３m、短軸０．７０m、最大深度０．４２mを測る。底面

はほぼ平坦である。覆土は土質および含有物から４層に分層できるものの、大きく３層に分けることが

できる。上層（１層）は暗褐色粘性砂質土で、しまりが弱い。中層（２・３層）はにぶい黄褐色粘性砂

質土で、２層の方がしまりが強い。下層（４層）は暗褐色粘性砂質土である。

遺物は高坏形土器脚部（６２７）１点・体部片１３点が出土した。出土遺物から、所属時期は弥生時代後

期以降と考えられる。

土坑２４４号 (SK1244)（第１２４図）

５－B区 β－ E・F－１８で部分的に現代の撹乱によって切られた状態で確認された土坑。遺構検

出時においては３基の土坑の切り合いとして捉えていたが、土層堆積状況からSK１２４５を切る１基の土

坑とした。平面形態・底面形態ともにやや不整な長方形、断面形態は逆台形を呈し、長軸１．６９m、短軸

１．１０m、最大深度０．３４mを測る。底面はほぼ平坦である。覆土は土質および含有物から５層に分層でき

るものの、大きく３層に分けることができる。上層（１層）はにぶい黄褐色粘性砂質土で、しまりが一

番強い。中層（２～４層）は２・４層が暗褐色粘性砂質土で、しまりが弱い。下層（５層）は暗褐色粘

性砂質土で、粘性がやや強い。

遺物は壺形土器口縁部１点・体部片９０点、サヌカイト剥片３点、砂質片岩を使用した打製石庖丁１点、

砂岩製砥石１点が出土したものの、図化できるものはなかった。所属時期は弥生時代後期以降と考えら

れる。

土坑２４５号 (SK1245)（第１２４図）

５－B区 β－ F－１８でSK１２４４に切られた状態で確認された土坑。平面形態・底面形態ともに長方

形、断面形態は逆台形を呈し、最大長１．０８m、短軸０．９４m、最大深度０．３６mを測る。覆土は暗褐色粘性

砂質土で、土質および含有物から３層に分層できる。１・２層は、３層と比較してしまりが弱い。

遺物は甕形土器・鉢形土器各１点、体部片６８点、サヌカイト製石鏃１点・剥片５点が出土し、図化で

きたのは先端部が欠損した凹基式石鏃（６２８）のみである。出土遺物から、所属時期は弥生時代後期以

降と考えられる。

土坑２４６号 (SK1246)（第１２４図）

５－B区 β－ F－１８で確認された土坑。平面形態・底面形態ともに溝状を呈した不整形、断面形
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１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
３ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土

１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
３ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
４ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
５ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土

第１２４図 SK遺構図・出土遺物（１６）

１ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
４ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土

１ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
２ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
３ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
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１暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
２黒褐色（１０YR２／３）粘性砂質土
３暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
４暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
５黒褐色（１０YR２／３）粘性砂質土
６にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
７暗褐色（１０YR３／３）粘性砂質土

８にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
９黒褐色（１０YR２／３）粘性砂質土
１０暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
１１暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
１２にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
１３暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
１４暗褐色（１０YR３／３）粘性砂質土

第
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・
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３
に
ぶ
い
黄
褐
色（
１０
Y
R
４
／３
）粘
性
砂
質
土
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態は不整な舟底形を呈し、長軸１．６４m、短軸０．４８m、最大深度０．１８mを測る。覆土は土色および含有物

から３層に分層でき、１・２層はにぶい黄褐色粘性砂質土で、１層がしまりが一番強い。３層は暗褐色

粘性砂質土である。

遺物は甕形土器２点、鉢形土器１点、体部片４０点、サヌカイト剥片１点が出土した。そのうち図化で

きたのは甕（６２９）と鉢（６３０）のみである。出土遺物から、所属時期は弥生時代後期後葉と考えられる。

第１２６図 SK遺構図・出土遺物（１８）

１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
３ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
４ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土

１ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土

１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
３ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
４ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
５ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
６ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
７ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
８ 褐 色（１０YR４／６）粘性砂質土
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土坑２４７号 (SK1247)（第１２４図）

５－B区 β－ F－１８で確認された土坑。平面形態・底面形態ともにやや不整な長方形、断面形態

は逆台形を呈し、長軸２．０２m、短軸１．２２m、最大深度０．３６mを測る。底面はほぼ平坦である。覆土は暗

褐色粘性砂質土が主体であり、土質および含有物から４層に分層できるものの大きく３層に分けること

ができる。上層（１層）は、４層の中でしまりが一番弱い。中層（２層）は暗褐色粘性砂質土で、下層

（３・４層）のうち３層はにぶい黄褐色粘性砂質土で、粘性がやや強い。直径１０～２０cm大の砂岩・結

晶片岩約２０点ほど出土しているが、出土地点は不明である

遺物は甕形土器１点・体部片６３点、サヌカイト剥片４点、打製石庖丁１点が出土した。そのうち図化

できたのは、抉を持ち石材に砂質片岩を用いた石庖丁（６３１）のみである。出土遺物から、所属時期は

弥生時代後期と考えられる。

土坑２４８号 (SK1248)（第１２５図）

５－B区 β－ F－１８で確認された土坑。平面形態・底面形態ともにやや不整な長方形、断面形態

は逆台形を呈し、長軸１．１８m、短軸０．７６m、最大深度０．２４mを測る。底面はほぼ平坦である。覆土は暗

褐色粘性砂質土が主で土質および含有物から３層に分層できるものの、大きく２層に分けることができ

る。上層（１層）はしまりが弱い。下層（２・３層）のうち２層はしまりがやや強く、３層はにぶい黄

褐色粘性砂質土でブロック土の可能性がある。

遺物は壺形土器底部２点、甕形土器口縁部・底部各１点、体部片３０点、打製石庖丁１点が出土した。

そのうち図化できたのは石材に砂質片岩を用いた石庖丁（６３２）のみである。出土遺物から、所属時期

は弥生時代後期と考えられる。

土坑２４９号 (SK1249)（第１２５図）

５－B区 β－ G－１８でSP１２００２・１２００３を切った状態で確認された土坑。平面形態・底面形態とも

に不整形、断面形態はやや不整な逆台形を呈し、長軸２．５０m、短軸２．０１m、最大深度０．４０mを測る。覆

土は土質および含有物から１４層に分層できるものの、大きく５層に分けることができる。１層（１層）

は暗褐色粘性砂質土で、しまりが弱い。２層（２層）は黒褐色粘性砂質土で、しまりもよく炭化物を若

干含む。３層（３・４・１０・１１層）は暗褐色粘性砂質土で、４・１１層がやや粒子が粗い。４層（５・９

層）は黒褐色粘性砂質土で炭化物を含み、鉄分の沈着が若干認められる。５層（１３・１４層）は暗褐色粘

性砂質土で、土器片を若干含む。６・７・８・１２層はにぶい黄褐色粘性砂質土で、３層ないしは４層の

ブロック土の可能性が考えられる。

遺物は広口壺形土器１点、甕形土器口縁部３点、体部片５０点、高坏形土器２点、結晶片岩製打製石庖

丁・削器各１点、被熱した砂岩１点が出土した。そのうち図化できたのは高坏（６３３）、砂質片岩を用い

た石庖丁（６３４）・削器（６３５）である。出土遺物から、所属時期は弥生時代中期中葉～後葉と考えられ

る。

土坑２５０号 (SK1250)（第１２６図）

５－B区 β－ G－１８でSP１２００６に切られた状態で確認された土坑。平面形態・底面形態ともに不

整形、断面形態は不整な逆台形を呈し、長軸２．６６m、最大幅０．９２m、最大深度０．３６mを測る。平面形態
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第１２７図 SK１２５３遺構図・出土遺物

１ 暗灰黄色（２．５Y４／２）粘性砂質土
２ 暗灰黄色（２．５Y４／２）砂質土
３ 灰黄褐色（１０YR４／２）粘性砂質土
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0 15cm

641

0 15cm

から複数の遺構の切り合いを想定したが、土層堆積状況からそれを確認することはできなかった。覆土

は土色および含有物から８層に分層できるものの、大きく３層にわけることができる。上層（１・２層）

は、１層がにぶい黄褐色粘性砂質土で８層の中でしまりが一番強い。２層は暗褐色粘性砂質土でしまり

が１層と比較して弱い。中層（３～６層）は暗褐色粘性砂質土で、６層のみがにぶい黄褐色粘性砂質土

である。堆積状況から、６層はブロック土の可能性が考えられる。３層はしまりが弱く、５層は粘性が

やや強い。下層（７・８層）は７層がにぶい黄褐色粘性砂質土、８層が褐色粘性砂質土で、７層は粒子

が粗く、８層はしまりが弱い。

遺物は壺形土器１点、甕形土器口縁部３点・底部１点、体部片７３点、高坏形土器１点、鉢形土器２点、

サヌカイト剥片２点、打製石庖丁１点が出土し、図化できたものは甕（６３６）と高坏（６３７）、緑泥片岩

を使用した石庖丁（６３８）の３点である。出土遺物から、所属時期は弥生時代中期後葉～後期前葉と考

えられる。

土坑２５１号 (SK1251)（第１２６図）

５－B区 β－ H－１８でSP１１８２７・１２０１９に切られた状態で確認された土坑。平面形態・底面形態と

第１２８図 SK１２５３出土遺物
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１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
３ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
４ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土

５ にぶい黄褐色（１０YR５／４）粘性砂質土
６ にぶい黄褐色（１０YR５／４）粘性砂質土
７ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土

１ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
４ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土

第１２９図 SK遺構図・出土遺物（１９）
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もに長方形、断面形態は逆台形を呈し、長軸１．１２m、短軸０．８８m、最大深度０．４４mを測る。底面は平坦

である。覆土は土質および含有物から４層に分層できるものの、大きく３層に分けることができる。上

層（１層）はにぶい黄褐色粘性砂質土で、しまりが強い。中層（２・３層）は暗褐色粘性砂質土で、２

層と比較して３層の方がしまりが強い。下層（４層）はにぶい黄褐色粘性砂質土で、粒子がやや粗い。

遺物は口縁部端面に凹線を巡らす壺形土器２点、体部片５８点、甕形土器底部１点、サヌカイト剥片１

点、砂岩製砥石１点が出土したものの、図化できたものはなかった。出土遺物から、所属時期は弥生時

代後期と考えられる。

土坑２５２号 (SK1252)（第１２６図）

５－B区 β－ K－１９でSP１２０２６を切った状態で確認された土坑。平面形態・底面形態ともにやや

不整な楕円形、断面形態は緩やかな舟底形を呈し、長軸１．３８m、短軸０．５８m、最大深度０．１４mを測る。

覆土は、土質および含有物から３層に分層できる。１・２層は暗褐色粘性砂質土で、１層はしまりがや

や弱い。３層は、にぶい黄褐色粘性砂質土である。

遺構内での出土遺物は確認できず、またSP１２０２６から弥生土器片１点が出土しているものの、覆土か

ら弥生時代の遺構と判断した。

土坑２５３号 (SK1253)（第１２７・１２８図）

５－B区 β－ J－１０・１１で確認された土坑。平面形態・底面形態ともに長方形、断面形態は逆台

形を呈し、長軸１．９１m、短軸０．７７m、最大深度０．２７mを測る。底面は平坦である。覆土は土質および含

有物から３層に分層できるものの、大きく２層に分けることができる。上層（１・２層）は暗灰黄色を

呈し、１層は粘性砂質土、２層は粘質土である。双方ともにマンガン粒・鉄分の沈着が認められる。下

層（３層）は灰黄褐色粘性砂質土で、粒子が細かく直径１０～４０cm前後の砂岩および結晶片岩を含む。

石の並びに規則性は認められず、また完掘後、土坑の底面に直径５０cm前後、深度１５cm前後を測る柱穴

を確認した。柱穴の並びから、SA１０１１に伴うものと考えられる。

遺物は須恵質土器こね鉢１点、高坏形土器１点、砂岩製および結晶片岩製の台石各２点（６４０・６４１）、

砂岩製磨石１点（６３９）が出土した。弥生時代の遺物が出土しているものの、所属時期は中世の可能性

が高い。

土坑２５７号 (SK1257)（第１２９図）

５－B区 β－ E－１９で部分的に撹乱とSP１２０５９に切られた状態で確認された土坑。遺構検出時で

は土坑２基の切り合い関係として検出していたものの、土層堆積状況から長方形を呈した１基の土坑と

して捉え直した。平面形態・底面形態ともにやや不整な長方形、断面形態は逆台形を呈し、長軸２．１４m、

短軸１．２８m、最大深度０．４０mを測る。底面はやや平坦である。覆土は土質および含有物から４層に分層

できるものの、大きく３層に分けることができる。上層（１・２層）は暗褐色粘性砂質土で、１層はし

まりが弱い。中層（３層）はにぶい黄褐色粘性砂質土でやや粒子が粗く、下層（４層）は褐色粘性砂質

土で、４層の中で粒子が一番粗い。

遺物は甕形土器口縁部１点、体部片３０点、高坏形土器脚部１点が出土し、そのうち図化できたのは高

坏脚部（６４２）のみである。出土遺物から、所属時期は弥生時代中期中葉以降と考えられる。
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１ 暗 褐 色（１０YR３／４）砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
３ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土

第１３０図 SK遺構図・出土遺物（２０）

１ 暗 褐 色（１０YR３／４）砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）砂質土
３ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
４ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘質土

１ 暗褐色（１０YR３／４）砂質土
２ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
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１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
３ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土

第１３１図 SK１２６５遺構図・出土遺物
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土坑２５９号 (SK1259)（第１２９図）

５－B区 β－ F－１９でSD１０１１を切った状態で確認された土坑。平面形態・底面形態ともにやや不

整な長方形、断面形態は逆台形を呈し、長軸１．９３m、短軸１．２５m、最大深度０．４２mを測る。底面はほぼ

平坦である。覆土は土質および含有物から７層に分層できるものの、大きく３層に分けることができる。

上層（１～３層）は１・２層がにぶい黄褐色粘性砂質土、３層が暗褐色粘性砂質土で、１層は２層と比

較してしまりが強い。３層はしまりがほとんどない。中層（４・７層）は暗褐色粘性砂質土で、７層が

しまり弱い。下層（５・６層）はにぶい黄褐色粘性砂質土で、他層と比較して砂質が強い。

遺物は口縁部端面に凹線文や円形浮文が施された壺形土器口縁部４点・底部６点、甕形土器口縁部６

点・底部１０点、鉢形土器１点、体部片１０３点、サヌカイト剥片２点が出土し、そのうち図化できたもの

は壺底部（６４３・６４４）、甕口縁部（６４５～６４７）・底部（６４９）、鉢（６４８）である。甕のうち６４７は体部内面

に煤状の炭化物が、また６４８でも体部外面に炭化物が多量に付着する。本土坑から二時期の遺物が出土

しており、遺構の切り合い関係から所属時期は弥生時代後期中葉と考えられる。

土坑２６１号 (SK1261)（第１３０図）

５－B区 β－ G－１９で確認された土坑。平面形態・底面形態ともにやや不整な楕円形、断面形態

は舟底形を呈し、長軸０．７７m、短軸０．４２m、最大深度０．１５mを測る。覆土はほぼ暗褐色を呈し、土質お

よび含有物から３層に分層できる。２層はにぶい黄褐色粘性砂質土で、しまりが弱い。１層は３層と比

較して、ややしまりが弱い。

遺物は壺形土器１点・体部片２２点、混入品と考えられる土師質土器羽釜脚部１点が出土した。そのう

ち図化できたのは、内面に粘土紐輪積み痕跡が明瞭に残る広口壺（６５０）のみである。出土遺物から、

第１３２図 SK１２６５出土遺物
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所属時期は弥生時代終末期か。

土坑２６３号 (SK1263)（第１３０図）

５－B区 β－ H－１９で確認された土坑。平面形態・底面形態ともに不整な楕円形、断面形態はや

や不整な逆台形を呈し、長軸１．２４m、短軸０．９２m、最大深度０．２６mを測る。平面形態から、遺構検出時

に確認できなかったものの柱穴１基と切り合い関係にあったものと推定できる。覆土は暗褐色を呈し、

土質および含有物から２層に分層できる。１層は２層と比較して、しまりが弱い。

出土遺物は認められなかったものの、覆土から弥生時代の遺構と捉えた。

土坑２６４号 (SK1264)（第１３０図）

５－B区 β－ F－２０で確認された土坑。遺構の南半分が調査対象区域外にあり全容は不明だが、

平面形態・底面形態ともにやや不整な楕円形、断面形態は逆台形を呈するものと思われる。長軸１．６４m、

最大幅０．６２m、最大深度０．５５mを測る。底面は平坦と思われる。覆土は土質および含有物から４層に分

層できるものの、大きく２層に分けることができる。上層（１層）は暗褐色粘性砂質土で、下層（２～

４層）はにぶい黄褐色を呈する。２・３層は粘性砂質土で２層はしまりがやや弱く、３層は砂質がやや

強い。４層は粘質土で、しまりも強い。

遺物は壺形土器口縁部（広口壺・長頸壺）２点・底部１点、甕形土器口縁部１点、体部片２５点、高坏

形土器１点、把手１点、サヌカイト剥片２点、打製石庖丁２点が出土した。図化できたものは、壺（６５１）、

甕（６５２）、高坏（６５３）、把手（６５４）、石庖丁（６５５・６５６）のみである。甕（６５２）の胎土色は褐色を呈

し、また角閃石・金雲母を含むことから讃岐からの搬入品と考えられる。図化できた石庖丁のうち６５５

はサヌカイト製で、欠損しているものの刃部形態が凸刃、複刃である。６５６は砂質片岩を用い、一部自

然面が残る。遺構の所属時期は、混入物があるものの弥生時代後期中葉と考えられる。

土坑２６５号 (SK1265)（第１３１・１３２図）

５－B区 β－ G－２０でSP１２１９０に切られた状態で確認された土坑。平面形態・底面形態ともに不

整な長方形、断面形態は舟底形を呈し、長軸１．２９m、短軸０．６８m、最大深度０．２３mを測る。覆土はほぼ

暗褐色を呈し、土質および含有物から３層に分層できるものの大きく２層に分けることができる。上層

（１・２層）のうち１層は、にぶい黄褐色土を多量に混入する。下層（３層）は上層と比較してしまり

が強い。出土遺物は、１・３層に多く認められる。

遺物は壺形土器口縁部１１点・底部２点、甕形土器口縁部９点・底部４点、高坏形土器・鉢形土器各１

点、体部片４３８点、サヌカイト製楔形石器１点・剥片２点、打製石庖丁２点、砂岩製敲石１点が出土し

た。そのうち図化できたものは壺（６５７～６６２）、甕（６６３～６６６）、高坏（６６９）、楔形石器（６７０）、敲石（６７１）、

石庖丁（６７２・６７３）である。壺は細頸広口壺（６５７・６５８）や口縁部内面に斜格子文を施す広口壺（６６０）

があり、６５７は金雲母を含む胎土から讃岐からの搬入品と考えられる。甕のうち、６６７は外面口縁部から

頸部にかけて多量の炭化物を付着し、内面でも煤状の炭化物の付着が若干認められる。６６３・６６４におい

ても同じような炭化物の付着が認められる。また６６３は、器表面の状態から二次被熱の可能性がある。

図化できた石器のうち、６７１は砂岩を用い裏面と下側面の二箇所に敲打痕が認められる。石材は、６７２・

６７３ともに砂質片岩を用いる。出土遺物から、遺構の所属時期は弥生時代中期中葉と考えられる。
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１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
３ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土

第１３３図SK遺構図・出土遺物（２１）

１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
３ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
４ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
５ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
６ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
７ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
８ にぶい黄褐色（１０YR５／４）粘性砂質土
９ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
１０ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
１１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
１２ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
１３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
１４ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
１５ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
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土坑２６６号 (SK1266)（第１３３図）

５－B区 β－ ・ H－２０・１で遺構の約半分をSD１０１３に切られた状態で確認された土坑。また本

土坑はSK１２７１・SP１２２８０と切り合い関係にあり、この二つの遺構を切った状態で検出されている。平

面形態・底面形態ともに不整な楕円形、断面形態は逆台形を呈するものと推定できる。最大長２．７４m、

最大幅１．００m、最大深度０．３０mを測る。底面は平坦と思われる。覆土は土質および含有物から６層に分

層できるものの、大きく３層に分けることもできる。上層（１層）はしまりが弱い。中層（２～４層）

はにぶい黄褐色を呈し、２層は灰黄褐色土をブロック状に混入する。４層はしまりが弱い。下層（５・

６層）のうち、５層は暗褐色粘性砂質土でしまりがやや強い。

遺物は壺形土器６点、甕形土器５点、高坏形土器３点、体部片９６点、サヌカイト製石鏃２点・石錐１

点・剥片１４点が出土した。そのうち図化できたのは、直口壺（６７４）・広口壺（６７６）、甕（６７７・６７８）、高

坏脚部（６７５・６７９・６８０）である。出土遺物は弥生時代中期中葉～後期前葉に属し、主体は中期後葉か。

土坑２６９号 (SK1269)（第１３３図）

５－B区 β－ H・I－２０でSP１２２１１を切った状態で確認された土坑。平面形態・底面形態ともにや

や不整な楕円形、断面形態は不整形を呈し、長軸１．３２m、短軸０．６６m、最大深度０．２９mを測る。覆土は

土質および含有物から３層に分層できるものの、大きく２層に分けることができる。上層（１層）はに

ぶい黄褐色粘性砂質土、下層（２・３層）は暗褐色粘性砂質土を呈する。

遺物は甕形土器口縁部・体部片が各１点出土したが、図化できるものはなかった。

土坑２７３号 (SK1273)（第１３３図）

５－B区 β－ J－４で確認された土坑。平面形態・底面形態ともに不整な楕円形、断面形態はや

や不整な舟底形を呈し、長軸２．９０m、短軸１．２９m、最大深度０．２６mを測る。覆土は土質および含有物か

ら１６層に分層できるものの、大きく３層に分けることができる。上層（１層）はにぶい黄褐色粘性砂質

第１３４図 SK１２７４遺構図・出土遺物

１ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
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土で、しまりが強い。中層（２～１２・１４～１６層）は概ね褐色を呈し、互層あるいはブロックでにぶい黄

褐色土を含む。下層（１３層）はにぶい黄褐色粘性砂質土で、粘性が強くしまりがやや弱い。

出土遺物は確認できなかったものの、覆土からこの遺構の所属時期を弥生時代として捉えた。

土坑２７４号 (SK1274)（第１３４図）

５－B区 β－ D・E－１５・１６で検出されたSX１００４内において確認された土坑。検出時のSX１００４と

の切り合い関係は不明である。平面形態・底面形態ともに不整な楕円形、断面形態は逆台形を呈し、長

軸１．０３m、短軸０．３０m、最大深度０．２９mを測る。覆土は土質および含有物から３層に分層できるものの、

大きく２層に分けることができる。上層（１層）は暗褐色粘性砂質土で、炭化物を若干含む。下層（２・

３層）はにぶい黄褐色粘性砂質土で、暗褐色土をブロック状に若干混入する。３層は２層と比較して、

砂質がやや強い。

遺物は、甕形土器口縁部・底部各１点、体部片３０点が出土した。そのうち図化できたものは甕口縁部

（６８１）と底部（６８２）である。出土遺物から、遺構の所属時期は弥生時代中期中葉と考えられる。

土坑２７６号 (SK1276)（第１３５図）

５－B区 β－ D・E－１５・１６で検出されたSX１００４内において確認された土坑。平面形態・底面形

態ともに不整な楕円形、断面形態は逆台形を呈し、長軸１．２７m、短軸１．０５m、最大深度０．２５mを測る。

覆土は土質および含有物から２層に分層でき、上層は黒褐色粘性砂質土でしまりが強い。下層は暗褐色

粘性砂質土で、にぶい黄褐色土ブロックをやや多く混入する。直径１０～３０cm大の結晶片岩・砂岩なら

びに土器は、覆土の中位に多く認められる。

遺物は甕形土器底部２点、結晶片岩製台石２点が出土した。そのうち図化できたものは甕（６８３）、台

石（６８４・６８５）のみである。出土遺物から、遺構の所属時期は弥生時代中期中葉と考えられる。

土坑２８１号 (SK1281)（第１３６図）

５－B区 β－ D－１５・１６でSX１００４を切った状態で検出された土坑。平面形態・底面形態ともに不

整な楕円形、断面形態は逆台形を呈し、長軸２．２２m、短軸１．００m、最大深度０．５６mを測る。不整な平面

形態を呈する事から別遺構との切り合い関係を想定したが、土層堆積からそれを確認することはできな

かった。覆土は概ね黒褐色を呈し、土質および含有物から５層に分層できる。１・２層は粘性がほとん

どなく、１層はしまりがない。３層はしまりが強く、炭化物・土器片を含む。４層は、暗褐色土をブロ

ック状に若干混入する。

遺物は甕形土器口縁部１点・底部２点、鉢形土器１点、高坏形土器脚部１点、体部片１３点、結晶片岩

製敲石１点が出土した。その中で図化できたものは、甕（６８７）・鉢（６８６）・敲石（６８８）のみである。

６８８は石材に砂質片岩を用い、下側面に敲打痕が認められる。出土遺物から、遺構の所属時期は弥生時

代終末期か。

土坑２８３号 (SK1283)（第１３７図）

５－B区 β－ D・E－１５・１６で検出されたSX１００４内において確認された土坑。SP１２４７１・SK１２８２

と切り合い関係にあり、両遺構に切られた状態で検出された。平面形態・底面形態ともにやや不整な楕
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円形、断面形態は逆台形を呈し、長軸１．２０m、短軸０．６６m、最大深度０．３３mを測る。覆土は土質および

含有物から７層に分層できるものの、大きく３層に分けることができる。上層（１・２層）・中層（３・

６層）は概ね黒褐色を呈し、上層は中層と比較してしまりが弱い。また３層は暗褐色土ブロックを混入

し、炭化物を含む。遺物はこの３層から出土している。下層（４・５・７層）はにぶい黄褐色粘性砂質

土で、砂質が強い。

遺物は、甕形土器１点（６８９）、鉢形土器２点（６９０・６９１）、平基三角のサヌカイト製石鏃（６９２）が出

土した。６８９の内面の調整はユビナデで、非常に粗雑な仕上げである。６９０は、乾燥時に伴う器表面のひ

び割れが体部上位に多く認められる。また内面に炭化物がやや多く付着する。図化できた遺物のうち、

６９１のみ床面直上からの出土である。出土遺物から、遺構の所属時期は弥生時代後期後葉～終末期前半

と考えられる。

土坑２８６号 (SK1286)（第１３８～１３９図）

５－B区 β－ D・E－１５・１６で検出されたSX１００４内において確認された土坑。SK１２８５を切るよう

な形で検出された。平面形態・底面形態ともに不整な楕円形、断面形態は逆台形を呈し、長軸１．４０m、

短軸１．０８m、最大深度０．５９mを測る。覆土は概ね黒褐色を呈し、土質および含有物から９層に分層でき

第１３６図 SK１２８１遺構図・出土遺物

１ 黒褐色（１０YR２／２）粘性砂質土
２ 黒褐色（１０YR３／２）粘性砂質土
３ 黒褐色（１０YR３／２）粘性砂質土
４ 黒褐色（１０YR３／２）粘性砂質土
５ 黒褐色（１０YR３／２）粘性砂質土
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る。１・２層は黒褐色砂質土、３層は黒色砂質土でしまりがほとんどない。４層は暗褐色粘性砂質土で、

しまりが強い。５・６層は黒褐色粘性砂質土で、共に炭化物・土器片を含む。６層の方がしまりが強い。

７・８層は暗褐色粘性砂質土、９層は暗褐色粘性砂質土で共にしまりが強く、炭化物を若干含む。遺物

はどの層からも出土しているが、下層の５・６層に多く認められる。

出土遺物のうち、壺形土器口縁部２点（６９３・６９８）・底部２点（６９４・６９５）、甕形土器口縁部８点（６９７・

６９９～７０５）・底部３点（７０６～７０８）、鉢形土器６点（６９６・７０９～７１３・７１６）、高坏形土器２点（７１４・７１５）、

サヌカイト製石鏃（７１７）・剥片（７１８）各１点が図化できた。

６９３は、東阿波型土器である。６９７では外面に煤状の炭化物が、長胴甕の７００は体部下位に炭化物が多

く付着する。鉢は、折り曲げ口縁が主体となる。壼・甕・鉢ともに平底が主体である。７０４は、胎土に

第１３７図 SK１２８３遺構図・出土遺物

１ 黒 褐 色（１０YR３／２）粘性砂質土
２ 黒 褐 色（１０YR２／２）粘性砂質土
３ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
４ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
５ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
６ 黒 褐 色（１０YR３／２）粘性砂質土
７ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
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第１３８図 SK１２８６遺構図・出土遺物

１ 黒褐色（１０YR２／２）砂質土
２ 黒褐色（１０YR２／３）砂質土
３ 黒 色（１０YR２／１）砂質土
４ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
５ 黒褐色（１０YR３／２）粘性砂質土
６ 黒褐色（１０YR３／２）粘性砂質土
７ 暗褐色（１０YR３／３）粘性砂質土
８ 暗褐色（１０YR３／３）粘性砂質土
９ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
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チャートが認められる。７０５は胎土に金雲母・角閃石を含むことから讃岐からの、また７１４は胎土の精緻

さから吉野川下流域からの搬入品と考えられる。７１７は、欠損しているものの凹基式の石鏃である。７１８

は、部分的に磨滅している。出土遺物から、遺構の所属時期は弥生時代後期後葉～終末期前半と考えら

れる。

柱穴内出土遺物

ここでは、掘立柱建物を構成するに至らなかった柱穴の内、遺物の出土状況および出土遺物が資料化

可能なものについて述べることとする。

柱穴

柱穴３０５号 (SP1305)（第１４０図）

４－A区 β－ D－４で確認された柱穴。平面形態・底面形態ともにやや不整な円形、断面形態は

逆台形を呈し、直径０．３０m、最大深度０．２８mを測る。覆土は２層に分層でき、上層はにぶい黄褐色粘性

砂質土で暗オリーブ褐色土をブロック状に混入する。２層は褐色粘性砂質土でしまりが弱い。出土遺物

はサヌカイト製石鏃（７１９）１点のみで、２層からの出土である。

柱穴２５１１号 (SP12511)（第１４０図）

４－A区 β－ F・G－４でSP１４００に切られた状態で確認された柱穴。平面形態・底面形態ともに

不整形、断面形態は東側が部分的に段を形成するものの、不整な逆台形を呈する。調査時の所見では規

模から土坑としていたが、土層堆積状況で柱痕が認められることから柱穴と判断した。長軸０．３２m、短

軸０．２５m、最大深度０．２５mを測る。覆土は土質および含有物の違いから４層に分層でき、１層は灰黄褐

色粘性砂質土でにぶい黄褐色土ブロックを混入する。２層はにぶい黄褐色粘性砂質土で、炭化物をやや

多く含む。３層は灰黄褐色粘性砂質土で、部分的ににぶい黄褐色土を混入する。４層は灰黄褐色粘性砂

質土で、褐色土ブロックを若干混入する。

遺物は凹基式と思われるサヌカイト製石鏃１点と土師質土器片３点が出土し、図化できたのは石鏃

（７２０）のみである。土師質土器片はSP１４００に伴う。

柱穴７０５号 (SP1705)（第１４０図）

４－B区 β－ D－１２でSK１０６４を切った状態で確認された柱穴。平面形態・底面形態ともに円形、

断面形態は逆台形を呈し、直径約０．３３m、最大深度０．１７mを測る。覆土は暗褐色を呈し、土質および含

有物から２層に分層できる。１層はしまりが強く、２層は粘性が強い。

出土遺物は、甕形土器（７２１）のみである。所属時期は、弥生時代中期中葉と考えられる。

柱穴９６１号 (SP1961)（第１４０図）

５－A区 β－ I－９で確認された柱穴。平面形態・底面形態ともにやや不整な円形、断面形態は

逆台形を呈し、直径約０．２３m前後、最大深度０．１４mを測る。覆土は２層に分層でき、１層は灰黄褐色粘
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第１４０図 SP遺構図・出土遺物（１）

１ 暗褐色（１０YR３／３）粘性砂質土
２ 暗褐色（１０YR３／３）粘性砂質土

１ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
３ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土

１ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
３ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土
４ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土
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性砂質土でしまりが強く、２層はにぶい黄褐色粘性砂質土で暗褐色土をブロック状に混入する。出土遺

物は、櫛描直線文・波状文が施された壼形土器（７２２）のみである。遺構の所属時期は、弥生時代中期

中葉と考えられる。

柱穴９８８号 (SP1988)（第１４０図）

５－A区 β－ J・K－９で確認された柱穴。平面形態・底面形態ともに不整な楕円形、断面形態

は逆台形を呈し、直径０．４m、最大深度０．１５mを測る。覆土は３層に分層でき、中央に柱痕を明瞭にと

どめる。１層は、暗褐色粘性砂質土でしまりが強い。柱痕部にあたる２層は、灰黄褐色粘性砂質土で３

層の中で粘性が一番強い。３層はにぶい黄褐色粘性砂質土で、しまりがやや弱い。遺物は弥生土器片・

サヌカイト製削器が出土し、図化できたのは平刃・複刃の削器（７２３）のみである。

柱穴１０１２号 (SP11012)（第１４１図）

５－A区 β－ I－１１で確認された柱穴。平面形態・底面形態ともに楕円形、断面形態はやや不整

な逆台形を呈し、長軸０．５２m、短軸０．４２m、最大深度０．２４mを測る。調査時の所見では規模から土坑と

していたが、土層堆積状況で柱痕が認められることから柱穴と判断した。覆土は３層に分層でき、中央

に柱痕を明瞭にとどめる。１層は灰黄褐色粘性砂質土で、にぶい黄褐色土ブロックをわずかに混入する。

柱痕部にあたる２層はにぶい黄褐色粘性砂質土、３層は灰黄褐色粘性砂質土でしまりが強い。遺物は貼

付突帯が施される細頸広口壺形土器１点、甕形土器１点、体部片５点が出土した。そのうち図化できた

のは、甕（７２４）のみである。出土遺物から、遺構の所属時期は弥生時代中期中葉である。

柱穴２５１２号 (SP12512)（第１４１図）

５－A区 β－ I－１１で確認された柱穴。平面形態・底面形態ともにやや不整な楕円形、断面形態

は緩やかな舟底形を呈し、長軸０．６５m、短軸０．５１m、最大深度０．０８mを測る。調査時の所見では規模か

ら土坑としていたが、土層堆積状況で柱痕と考えられる層が認められたことから柱穴と判断した。覆土

は３層に分層でき、１層は灰黄褐色粘性砂質土で、しまりがやや強い。柱痕部にあたる２層は、暗褐色

粘性砂質土でしまりがやや弱い。３層は褐色粘性砂質土で、しまりが弱い。遺物は貼付突帯が施される

壺形土器１点、甕形土器１点、体部片１８点、紅簾片岩の石核１点が出土した。そのうち図化できたのは、

石核（７２５）のみである。

柱穴１０４３号 (SP11043)（第１４１図）

５－A区 β－ I－１２で確認された柱穴。平面形態・底面形態ともにやや不整な円形、断面形態は

逆台形を呈し、直径０．３２m前後、最大深度０．１８mを測る。覆土は４層に分層でき、柱痕を明瞭にとどめ

る。１層は、灰黄褐色粘性砂質土でしまりが強い。２層は暗褐色粘性砂質土で柱痕部にあたり、ややし

まりが弱い。３層はにぶい黄褐色粘性砂質土で、暗褐色土をブロック状に若干混入する。４層は褐色粘

性砂質土で、にぶい黄褐色土をブロック状に若干混入する。遺物は、甕形土器（７２６）が出土したのみ

である。７２６は外面口縁部から頸部、および体部上位にかけて炭化物の付着がやや多く認められる。遺

構の所属時期は、弥生時代中期中葉である。
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１ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
４ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土

１ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
３ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土

第１４１図 SP遺構図・出土遺物（２）

１ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土

１ 灰黄褐色（１０YR４／２）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
３ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
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柱穴１０７８号 (SP11078)（第１４１図）

５－A区 β－ J－１３で確認された柱穴。平面形態・底面形態ともにやや不整な円形、断面形態は

やや不整な逆台形を呈し、直径０．３０m前後、最大深度０．１０mを測る。覆土は土質および含有物から３層

に分層でき、大きく２層に分けることができる。上層（１層）は暗褐色粘性砂質土で、しまりが強い。

下層（２・３層）はにぶい黄褐色粘性砂質土で、２層は暗褐色土をブロック状に若干混入する。遺物は

甕形土器口縁部１点・体部片５点、サヌカイト製石鏃・削器が出土し、図化できたのは甕（７２７）、凹基

式と思われる石鏃（７２８）、凸刃・複刃を持つ削器（７２９）のみである。所属時期は、弥生時代中期中葉

と考えられる。

柱穴１０９７号 (SP11097)（第１４２図）

５－A区 β－ M－１３で確認された柱穴。平面形態・底面形態ともに楕円形、断面形態は逆台形を

呈し、長軸０．５４m、短軸０．４１m、最大深度０．１５mを測る。覆土はにぶい黄褐色を呈し、土質および含有

物から３層に分層できる。２層は、１・３層と比較して炭化物を多く含む。遺物は弥生土器片４点、サ

ヌカイト製石鏃１点が出土し、図化できたのは凹基式の石鏃（７３０）のみである。

柱穴１０６５号 (SP11065)（第１４２図）

５－A区 β－ I－１３で遺構の半分近くをSB１００７に切られた状態で確認された柱穴。形態および規

模は不明瞭ながらも、遺存部から平面形態・底面形態ともに不整な円形、断面形態は逆台形と推定され

る。直径０．３５m前後、最大深度０．１６mを測る。覆土は土質および含有物の違いから４層に分層でき、１

層は暗褐色粘性砂質土でしまりが弱い。２・３層はにぶい黄褐色粘性砂質土で、３層に褐色土ブロック

が若干認められる。柱痕部の可能性が考えられる。４層は褐色粘性砂質土で、にぶい黄褐色土ブロック

を若干混入する。出土遺物は、弥生土器片を転用した土製紡錘車（７３１）１点のみである。

柱穴１１０１号 (SP11101)（第１４２図）

５－A区 β－ J－１４で確認された柱穴。平面形態・底面形態ともに円形、断面形態は逆台形を呈

し、直径０．４７m前後、最大深度０．１５mを測る。覆土は土質および含有物の違いから３層に分層でき、柱

痕を明瞭にとどめる。１層はにぶい黄褐色粘性砂質土、２層は暗褐色粘性砂質土で柱痕部にあたり、炭

化物を多く含む。３層はにぶい黄褐色粘性砂質土で、しまりがやや強い。遺物は弥生土器片１点、サヌ

カイト製楔形石器１点が出土し、図化できたのは楔形石器（７３２）のみである。

柱穴１１２０号 (SP11120)（第１４２図）

５－A区 β－ L－１４で確認された柱穴。平面形態・底面形態ともにやや不整な楕円形、断面形態

は逆台形を呈し、長軸０．３６m、短軸０．２８m、最大深度０．２３mを測る。覆土は土質および含有物の違いか

ら４層に分層でき、柱痕を明瞭にとどめる。１～３層はにぶい黄褐色粘性砂質土で、１層は暗灰黄色土

および灰黄褐色土をブロック状に若干混入する。２層は、暗褐色土ブロックを若干混入する。３層はし

まりが強く、炭化物を若干含む。４層は褐色粘性砂質土で、柱痕部にあたる。遺物は弥生土器片１点、

サヌカイト製楔形石器１点が出土し、図化できたのは楔形石器（７３３）のみである。
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１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
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第１４２図 SP遺構図・出土遺物（３）

１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
４ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土

１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土

１ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
４ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土

１ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
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柱穴１１６１号 (SP11161)（第１４２図）

５－A区 β－ L－１６で確認された柱穴。平面形態・底面形態ともにやや不整な楕円形、断面形態

はやや不整な舟底形を呈し、長軸０．４０m、短軸０．３５m、最大深度０．２４mを測る。覆土は土質および含有

物の違いから３層に分層でき、柱痕を明瞭にとどめる。１層は灰黄褐色粘性砂質土で、しまりがやや強

い。２層は暗褐色粘性砂質土で柱痕部にあたり、炭化物を含む。３層はにぶい黄褐色粘性砂質土で、し

まりがやや強い。遺物は弥生土器片３点、サヌカイト製石鏃１点が出土し、図化できたのは凹基式の石

鏃（７３４）のみである。

柱穴１１７７号 (SP11177)（第１４２図）

５－A区 β－ N－１６で確認された柱穴。平面形態・底面形態ともにやや不整な円形、断面形態は

逆台形を呈し、直径０．２４m前後、最大深度０．０７mを測る。覆土はにぶい黄褐色を呈し、土質および含有

物の違いから２層に分層できる。１層は、炭化物を若干含む。出土遺物は、平基三角と思われるサヌカ

イト製石鏃（７３５）１点のみである。

柱穴１１８０号 (SP11180)（第１４２図）

５－A区 β－ N－１６で確認された柱穴。平面形態・底面形態ともに円形、断面形態は逆台形を呈

し、直径０．２８m前後、最大深度０．１６mを測る。覆土は概ねにぶい黄褐色を呈する。土質および含有物の

違いから３層に分層でき、柱痕を明瞭にとどめる。１層は灰黄褐色土を、３層は褐色土をブロック状に

若干混入する。遺物は、甕形土器口縁部（７３６）・体部片が各１点ずつ出土した。所属時期は、弥生時代

後期初頭か。

柱穴１２１５号 (SP11215)（第１４３図）

５－A区 β－ L－１７でSB１０１１を切る状態で確認された柱穴。平面形態・底面形態ともに円形、断

面形態は不整な舟底形を呈し、直径０．３４m前後、最大深度０．１０mを測る。覆土は暗褐色を呈し、土質お

よび含有物の違いから２層に分層できる。２層は１層と比較して粘性が強く、炭化物を多く含む。出土

遺物は、有茎式のサヌカイト製石鏃１点（７３７）のみである。

柱穴２５１３号 (SP12513)（第１４３図）

５－A区 β－ K－１８でSB１０１３を切った状態で確認された柱穴。平面形態・底面形態ともに円形、

断面形態は逆台形を呈し、直径０．２８m前後、最大深度０．１９mを測る。遺物は、体部外面に炭化物が若干

付着する小型丸底鉢（７３８）が完形で出土したのみである。所属時期は、弥生時代終末期前半か。

柱穴１２４８号 (SP11248)（第１４３図）

５－A区 β－ J－１４で確認された柱穴。平面形態・底面形態ともに円形、断面形態は逆台形を呈

し、直径０．４７m前後、最大深度０．１５mを測る。覆土は２層に分層でき、柱痕を明瞭にとどめる。１層は

暗褐色粘性砂質土で柱痕部にあたり、土器片・炭化物を含む。２層はにぶい黄褐色粘性砂質土で、しま

りが強い。出土遺物は、口縁部端面に凹線２条を施す甕形土器（７３９）１点のみである。所属時期は、

弥生時代中期後葉か。
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柱穴１２８２号 (SP11282)（第１４３図）

５－A区 β－ J－１９で確認された柱穴。平面形態・底面形態ともに楕円形、断面形態は逆台形を

呈し、長軸０．３３m、短軸０．２８m、深さ０．１３mを測る。覆土は土質および含有物から３層に分層でき、柱

痕を明瞭にとどめる。１層はにぶい黄褐色粘性砂質土で、炭化物をわずかに含む。２層は褐色粘性砂質

１ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
２ 暗褐色（１０YR３／３）粘性砂質土

１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／４）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土

第１４３図 SP遺構図・出土遺物（４）

１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土

１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土

１ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
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土で、柱痕部にあたる。３層はにぶい黄褐色粘性砂質土で、しまりが強い。出土遺物は、壺形土器１点

（７４０）・体部片２点のみである。所属時期は、弥生時代後期後葉以降か。

柱穴１３０２号 (SP11302)（第１４３図）

５－A区 β－ J－１９でSK１１５８をわずかに切った形で確認された柱穴。平面形態・底面形態ともに

やや不整な円形、断面形態は逆台形を呈し、直径０．２８m前後、最大深度０．１０mを測る。覆土は、土質お

よび含有物から２層に分層できる。１層はにぶい黄褐色粘性砂質土で、炭化物を若干含む。２層は灰黄

褐色粘性砂質土で、しまりがやや強い。遺物は壼形土器底部１点・体部片２点が出土した。図化できた

のは底部（７４１）のみで、内外面に煤状の炭化物がやや多く付着する。特に内面に多い。所属時期は、

弥生時代後期初頭以降か。

柱穴１３１６号 (SP11316)（第１４３図）

５－A区 β－ K－１９で確認された柱穴。平面形態・底面形態ともに円形、断面形態は逆台形を呈

し、直径０．２３m前後、最大深度０．０９mを測る。覆土は概ねにぶい黄褐色を呈し、土質および含有物から

２層に分層できる。１層は、炭化物を若干含む。出土遺物は泥岩を用いた磨石（７４２）１点のみで、表

裏面にそれぞれ一個所磨面が認められる。

柱穴１３２５号 (SP11325)（第１４４図）

５－A区 β－ M－１９でSD１０１６を切った状態で確認された柱穴。平面形態・底面形態ともに円形、

断面形態は逆台形を呈し、直径０．２０m前後、最大深度０．０８mを測る。覆土は２層に分層でき、１層は暗

褐色粘性砂質土で炭化物を多く含む。２層はにぶい黄褐色粘性砂質土で、粘性が強い。遺物は、口縁端

部に刻目が認められる高坏形土器（７４３）１点のみである。所属時期は、弥生時代中期中葉か。

柱穴１４０３号 (SP11403)（第１４４図）

５－A区 β－ K－２０で確認された柱穴。平面形態はやや不整な円形、底面形態は円形、断面形態

はやや不整なU字形を呈し、直径０．１８m前後、最大深度０．２１mを測る。覆土は３層に分層でき、柱痕を

明瞭にとどめる。１層はにぶい黄褐色粘性砂質土で、炭化物を若干含む。２層は暗褐色粘性砂質土で、

柱痕部にあたる。粘性がやや強く、炭化物を若干含む。３層はにぶい黄褐色粘性砂質土でしまりが強い。

遺物は、性格不明の板状鉄片（７４４）１点のみである。時期が下る可能性がある。

柱穴１４０６号 (SP11406)（第１４４図）

５－A区 β－ K－２０でSP１１４０５を切った状態で確認された柱穴。平面形態・底面形態ともに楕円

形、断面形態は逆台形を呈し、長軸０．３５m、短軸０．２７m、最大深度０．１８mを測る。覆土はにぶい黄褐色

を呈し、土質および含有物から２層に分層できる。１層は炭化物を含み、２層は１層と比較して粘性が

強い。遺物は、甕形土器（７４５）１点のみである。胎土に金雲母を多く含むことから、讃岐からの搬入

品と考えられる。所属時期は、弥生時代後期初頭～前葉か。
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１ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
２ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土

１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
３ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土

第１４４図 SP遺構図・出土遺物（５）

１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土

１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／４）粘性砂質土
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柱穴１９７５号 (SP11975)（第１４４図）

５－B区 β－ F－１８でSP１１９７４・１１９７６に切られた状態で確認された柱穴。平面形態・底面形態と

もに不整な楕円形、断面形態は逆台形を呈し、長軸０．５５m、短軸０．４１m、最大深度０．１７mを測る。覆土

は土質および含有物から３層に分層できるものの、大きく２層に分けることができる。上層（１層）は

にぶい黄褐色粘性砂質土で、しまりが強い。下層（２・３層）は暗褐色粘性砂質土で、２層がしまりが

弱い。３層から遺物の出土が認められた。遺物は、壺形土器口縁部１点、体部片１０点が出土した。口縁

部は浅黄橙色、体部は橙色を中心とし、その胎土色からこの口縁部に伴う体部片は無いと考えられる。

壺（７４６）は、口縁部に粘土帯を貼り付けて肥厚させている。その成形技法および胎土色の違いから、

土佐からの搬入品の可能性が考えられる。所属時期は、弥生時代中期後葉～後期初頭か。

柱穴１９９８号 (SP11998)（第１４４図）

５－B区 β－ F－１８で確認された柱穴。平面形態・底面形態ともに円形、断面形態は逆台形を呈

し、直径０．４５m前後、最大深度０．３１mを測る。覆土は土質および含有物から４層に分層できるものの、

大きく２層に分けることができる。また柱痕を明瞭にとどめる。上層（１・２層）は暗褐色粘性砂質土

で、１層がしまりが弱い。下層（３・４層）はにぶい黄褐色を呈し、３層は柱痕部にあたる。遺物は、

弥生土器片４点、砂質片岩を用いた敲石１点が出土した。敲石（７４７）は、表面と左側面部の２箇所で

敲打痕が認められる。

柱穴２０００号 (SP12000)（第１４４・１４５図）

５－B区 β－ F－１８で確認された柱穴。平面形態・底面形態ともに円形、断面形態は逆台形を呈

し、直径０．２６m前後、最大深度０．２８mを測る。覆土は暗褐色を呈し、土質および含有物から２層に分層

できる。１層は、２層と比較してしまりが弱い。出土遺物は、打製石庖丁（７４８）１点のみである。石

材に砂質片岩を用い、平刃・複刃を持つ。

柱穴２０５３号 (SP12053)（第１４５図）

５－B区 β－ D－１９で確認された柱穴。平面形態・底面形態ともにやや不整な円形、断面形態は

逆台形を呈し、直径０．２５m前後、最大深度０．１６mを測る。覆土は暗褐色を呈し、土質および含有物から

２層に分層できる。１層は、２層と比較してしまりが弱い。遺物は弥生土器片１点、サヌカイト製削器

１点が出土し、図化できたのは平刃・単刃を持つ削器（７４９）のみである。

柱穴２０７８号 (SP12078)（第１４５図）

５－B区 β－ F－１９で確認された柱穴。平面形態・底面形態ともに楕円形、断面形態は逆台形を

呈し、直径０．３６m、短軸０．２８m、最大深度０．２５mを測る。覆土は２層に分層でき、１層は暗褐色粘性砂

質土でしまりが弱い。２層はにぶい黄褐色粘性砂質土で、しまりが強い。遺物は弥生土器片３点、打製

石庖丁５点が出土した。図化できたのは石庖丁５点（７５０～７５４）で、７５２以外の４点は欠損し、かつ平

刃・単刃である。石材に７５１・７５４は紅簾片岩を、他の３点は砂質片岩を用いる。
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２ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土

１ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土

第１４５図 SP遺構図・出土遺物（６）
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柱穴２１２４号 (SP12124)（第１４６図）

５－B区 β－ H－１９で確認された柱穴。平面形態・底面形態ともにやや不整な円形、断面形態は

逆台形を呈し、直径０．１８m前後、最大深度０．１８mを測る。覆土は暗褐色を呈し、土質および含有物から

２層に分層できる。１層は、２層と比較してしまりが弱い。遺物は甕形土器底部１点、体部片２点が出

土し、上げ底の底部（７５５）が図化できた。

柱穴２２９８号 (SP12298)（第１４６図）

５－B区 β－ I－２で確認された柱穴。平面形態・底面形態ともにやや不整な円形、断面形態は

逆台形を呈し、直径０．３３m前後、最大深度０．１５mを測る。覆土は３層に分層でき、１層は暗褐色粘性砂

質土、２層は灰黄褐色粘性砂質土でしまりが強い。３層はにぶい黄褐色粘性砂質土で、粘性が強くしま

りが弱い。遺物は高坏形土器１点、手捏ね皿１点、体部片１７点が出土し、そのうち図化できたのは高坏

（７５６）と手捏ね皿（７５７）のみである。遺構の所属時期は、弥生時代後期後葉か。

柱穴２３８５号 (SP12385)（第１４６図）

５－B区 β－ H－３で確認された柱穴。平面形態・底面形態ともに円形、断面形態は逆台形を呈

し、直径０．２２m前後、最大深度０．１９mを測る。覆土は３層に分層でき、１層は暗褐色粘性砂質土、２層

は黒褐色粘性砂質土で炭化物を含む。３層は暗褐色粘性砂質土で、しまりが強い。遺物は無頸壺と思わ

れる口縁部１点（７５８）、体部片５点が出土した。７５８は胎土に角閃石・金雲母を含むことから、讃岐か

らの搬入品と考えられる。所属時期は、弥生時代中期中葉か。

柱穴２４５３号 (SP12453)（第１４６図）

５－B区 β－ D・E－１５・１６で検出されたSX１００４内で確認された柱穴。SP１２４５４とSK１２８１を切っ

た状態で検出した。平面形態・底面形態ともにやや不整な円形、断面形態は逆台形を呈し、直径０．３２m

前後、最大深度０．２６mを測る。覆土は暗褐色を呈し、土質および含有物から２層に分層できる。１層は

柱痕部にあたり、炭化物を若干含む。遺物は弥生土器片１点、サヌカイト製削器１点が出土し、図化で

きたのは凸刃・単刃をもつ削器（７５９）のみである。

柱穴２４６６号 (SP12466)（第１４７図）

５－B区 β－ D・E－１５・１６で検出されたSX１００４内で確認された柱穴。SP１２４６５とSK１２７９と切り

合い関係にあり、SP１２４６５に切られた状態で検出した。平面形態・底面形態ともにやや不整な楕円形、

断面形態は不整なU字形を呈し、長軸０．５８m、短軸０．４４m、最大深度０．２７mを測る。覆土は土質および

含有物から３層に分層できるものの、大きく２層に分けることができる。上層（１層）は暗褐色粘性砂

質土で、黒褐色土ブロックを混入する。下層（２・３層）はにぶい黄褐色粘性砂質土で、２層は３層と

比較して砂質が強い。遺物は弥生土器片１２点、体部片を転用した土製紡錘車１点が出土し、図化できた

のは未穿孔の紡錘車（７６０）のみである。
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柱穴２４８５号 (SP12485)（第１４７図）

５－B区 β－ D・E－１５・１６で検出されたSX１００４内で確認された柱穴。平面形態・底面形態とも

に楕円形、断面形態は逆台形を呈し、長軸０．４２m、短軸０．３５m、最大深度０．２４mを測る。覆土は土質お

よび含有物から３層に分層できるものの、大きく２層に分けることができる。上層（１・２層）は暗褐

色粘性砂質土で、１層の方が炭化物をやや多く含む。下層（３層）はにぶい黄褐色粘性砂質土で、やや

砂質が強い。出土遺物は、サヌカイト製楔形石器（７６１）１点のみである。

１ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
２ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土

第１４６図 SP遺構図・出土遺物（７）

１ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
２ 暗褐色（１０YR３／３）粘性砂質土

１ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
２ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土

１ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
２ 黒褐色（１０YR２／３）粘性砂質土
３ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
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不明遺構

出土遺物から、弥生時代に属する性格不明遺構を６基確認した。そのうちの４基は、調査時において

竪穴住居として調査されたものである。これらの４基について検討した結果、炉跡が確認されなかった

ものなど住居として報告するのに不適切な遺構は、不明遺構として報告することにした。

不明遺構１号 (SX1001)（第１４８図）

４－B区 β－ D－１２でSD１０１０、SK１０６４・１０６５と切り合い関係にある状態で検出された不明遺構。

遺構の新旧は、SD１０１０→SX１００１→SK１０６４となる。平面形態・底面形態ともに不整な方形、断面形態は

逆台形を呈し、長軸４．０４m、短軸３．２７m、最大深度０．１７mを測る。覆土は土色および含有物から９層に

分層でき、暗褐色を主体とする。土器片は１・４・８層で認められ、炭化物は全般的に若干含まれる。

覆土除去後、床面に柱穴５基を検出した。これらの柱穴がSX１００１に伴うかどうかは不明だが、併せ

て報告する。各柱穴の覆土は土色および含有物からそれぞれ分層されるものの、概ねにぶい暗褐色を主

体する。規模は直径０．１６～０．４７mの円形で、深さ０．０８～０．２９mを測る。またEP１・５で、柱痕を確認

した。出土遺物は、壺形土器口縁部・底部各１点、甕形土器１点、体部片３５点、サヌカイト剥片９点で

ある。壺は、口縁部内面に斜格子文が施される。図化できる遺物は、認められなかった。

１ 黒 褐 色（１０YR３／２）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土

第１４７図 SP遺構図・出土遺物（８）

１ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
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第１４８図 SX１００１遺構図

１ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
３ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
４ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
５ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
６ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
７ 黒 褐 色（２．５Y３／２）粘性砂質土
８ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
９ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土

１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土

１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土

１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土

１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
３ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土

１ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
２ 褐 色（１０YR４／４）砂層
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不明遺構２号 (SX1002)（第１４９・１５０図）

４－B区 β－ D－１２で撹乱に遺構の約１／４を切られた状態で検出された不明遺構。平面形態・

底面形態ともに円形、断面形態は不整形を呈し、長軸３．６７m、短軸２．４８m、最大深度０．１８mを測る。覆

１ 暗褐色（１０YR３／３）粘性砂質土
２ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
３ 暗褐色（１０YR３／３）粘性砂質土
４ 暗褐色（１０YR３／３）粘性砂質土

１暗 褐 色（１０YR ３／３）粘性砂質土
２にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土

１暗 褐 色（１０YR ３／３）粘性砂質土
２にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土

５ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
６ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
７ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土

第１４９図 SX１００２遺構図・出土遺物

１暗褐色（１０YR３／２）粘性砂質土
２暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土

１にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
３暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土

４にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
５暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
６暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土

１暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土
２にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
３暗 褐 色（１０YR ３／３）粘性砂質土
４にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土

５にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
６暗 褐 色（１０YR ３／３）粘性砂質土
７暗 褐 色（１０YR ３／４）粘性砂質土

１ 暗褐色（１０YR３／３）粘性砂質土

１ 暗褐色（１０YR３／３）粘性砂質土

１ 暗褐色（１０YR３／３）粘性砂質土
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769� 770�

771
772

0 2.5cm

土は土質および含有物から７層に分層できるものの、概ね暗褐色を主体とする。１・３・４層で炭化物

を多く含むことから、全般的に炭化物が認められることになる。

覆土除去後、床面に柱穴８基、土坑３基を検出した。これらの柱穴および土坑がSX１００２に伴うかど

うかは不明だが、併せて報告する。各柱穴・土坑の覆土は、土色および含有物からそれぞれ分層される

ものの、概ね暗褐色を主体する。EK３の１層は、炭化物を多く含む。柱穴の規模は直径・長軸０．３５～０．５８

mの円形および楕円形で、最大深度０．０９～０．２７mを測る。柱痕は確認できなかった。土坑３基は長軸０．５４

～０．６２m、短軸０．４５～０．４７m、最大深度０．２１～０．２４mを測る。

出土遺物は、壺形土器口縁部６点・底部１点、甕形土器口縁部２点・底部３点、高坏形土器脚部１点、

体部片１１４点、土製紡錘車１点、サヌカイト製石鏃１点・楔形石器３点・削器１点・剥片７２点、結晶片

岩剥片１点である。そのうち図化できたのは、甕（７６２・７６３）、高坏脚部（７６４）、土製紡錘車（７６５）、

サヌカイト製石鏃（７６４～７６８）・楔形石器（７６９～７７１）・削器（７７２）である。図化できなかった壺の

中に、口縁部端面に凹線を施し、内面に斜格子文を施す個体がある。７６２は、口縁端部に炭化物が多く

付着する。石鏃３点のうち７６６・７６７は凹基式、７６８は欠損するが平基三角と思われる。出土遺物から弥

生時代中期中葉～後期初頭の年代が与えられるが、主体となる時期は後期初頭と思われる。

不明遺構３号 (SX1003)（第１５１～１５４図）

５－A区 β－ J－１４でSB１００６に切られた状態で検出された不明遺構。平面形態・底面形態ともに

不整形、断面形態は舟底形を呈し、長軸３．２９m、短軸２．９９m、最大深度０．３９mを測る。覆土は土質およ

び含有物から３層に分層でき、概ね暗褐色を主体とする。１・３層でにぶい黄褐色土ブロックを若干混

入する。土器および直径１０～３０cm大の礫は、１層と２層上層から出土した。

覆土除去後、床面に柱穴３基、土坑１基を検出した。これらの柱穴および土坑がSX１００３に伴うかど

うか不明だが、併せて報告する。柱穴の規模は、直径・長軸０．２７～０．５１mの円形および楕円形で、最大

深度０．１１～０．３３mを測る。EK１は長軸０．７１m、短軸０．６７m、最大深度０．１５mを測るやや不整形な円形で

ある。遺物は、EP１・EK１から弥生土器片がそれぞれ出土した。

遺物は、壺形土器４点、甕形土器１６点、鉢形土器２点、サヌカイト製石鏃２点・剥片１１点、打製石庖

丁・結晶片岩剥片各１点、砂岩製敲石１点、台石２点、砥石３点が出土した。その中で図化できたのは、

第１５０図 SX１００２出土遺物
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第１５１図 SX１００３遺構図

１ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
２ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
３ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
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第１５２図 SX１００３出土遺物（１）
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0� 15cm�

787�

786�

壺（７７３・７７６・７７８）、甕（７７４・７７５・７７７）、石鏃（７７９・７８０）、砂質片岩を用いた石庖丁（７８１）、台石

（７８２・７８３）、敲石（７８４）、砥石（７８５～７８７）である。７８２の石材は閃緑岩、７８３は砂岩を用いる。７７３は、

口縁部から体部上位にかけて内外面ともに炭化物の付着が多く認められる。７７４では外面は体部中位に、

内面は体部下位に炭化物の付着が認められる。特に内面の付着量が多い。７７５では、体部中位を中心に

器表面の荒れが認められる。内面頸部では、粘土紐積み上げ時のユビオサエによるものと思われる右上

方向に並ぶ爪痕が認められる。７７９は凹基式、７８０は平基三角の石鏃である。７８１は平刃・単刃をもつ。

７８４は、下側面に敲打痕が認められる。７８２は右側面に１個所、７８３は表裏面にそれぞれ４個所に敲打痕

が認められる。７８５・７８６は表面１個所に、７８７は左右側面・表裏面の４個所に磨面が認められる。出土

遺物から、遺構の所属時期は弥生時代中期中葉～後葉と思われる。

不明遺構４号 (SX1004)（第１５５～１６０図）

５－B区 β－ D・E－１５・１６でSK１２０９・１２８１、SP７基に切られた状態で検出された不明遺構。平

面形態・底面形態ともに不整な円形、断面形態は舟底形を呈し、長軸９．２３m、短軸７．８４m、最大深度０．２６

第１５４図 SX１００３出土遺物（３）
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１ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
３ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
４ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
５ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
６ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
７ 褐 色（１０YR４／６）粘性砂質土
８ 褐 色（１０YR４／６）粘性砂質土
９ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土

１０黄 褐 色（１０YR５／６）粘性砂質土
１１にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
１２黒 褐 色（１０YR２／３）粘性砂質土
１３暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
１４にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
１５黒 褐 色（１０YR３／２）粘性砂質土
１６黒 褐 色（１０YR３／２）粘性砂質土
１７暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
１８暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土

１９にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２０暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
２１暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
２２にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２３暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
２４黒 褐 色（１０YR２／３）粘性砂質土
２５にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２６黄 褐 色（１０YR５／６）粘性砂質土
２７暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土

２８褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
２９暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
３０にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
３１褐 色（１０YR４／４）砂質土
３２暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
３３褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
３４暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
３５褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
３６暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土

第１５５図 SX１００４遺構図（１）
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第１５６図 SX１００４遺構図（２）
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第１５７図 SX１００４出土遺物（１）
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第１５８図 SX１００４出土遺物（２）
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第１５９図 SX１００４出土遺物（３）

スクリーントーン ー 磨滅範囲
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第１６０図 SX１００４出土遺物（４）
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１ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
３ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
４ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
５ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
６ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土

７ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
８ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
９ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
１０ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
１１ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
１２ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土

１３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
１４ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
１５ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
１６ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
１７ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
１８ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土

第１６１図 SX１００５遺構図
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mを測る。覆土は、調査時の所見では７１層に分層される。これは層中に含まれるブロック土を一つの層

として捉え、このように細分化したと思われる。堆積状況を検討した結果、大きく３６層に分けることが

でき、本報告においてはこの検討結果に基づく。

また覆土除去後、床面に柱穴６１基、土坑１４基を検出した。多数の柱穴・土坑を遺構内で検出している

が確実に伴うものを判断できず、積極的に住居跡と判断する根拠がないために不明遺構とした。これら

の柱穴・土坑は、別遺構として報告している。

覆土は土色および含有物から、３６層に分層できる。８・９・１３・１５・１６・１８・２０・２３・２４・２８・３２層

で、それぞれ褐色土・にぶい黄褐色土ブロックを混入する。炭化物の含有量は全般的に少く、１３層のみ

に含まれる。遺物は上層に多く認められ、散在した状態での出土である。

遺物は壺形土器６２点、甕形土器５８点、鉢形土器８点、高坏形土器口縁部１点・脚部２点、体部片１０４９

点、土製紡錘車３点、分銅形土製品１点、サヌカイト製石鏃・石錐・楔形石器１３点・剥片７７点、結晶片岩

製打製石庖丁・石斧・敲石計１２点、砂岩製台石・砥石計５点の総数１２９１点が出土した。そのうち図化でき

たのは壺（７８８～７９１）、甕（７９２～７９８・８０２）、鉢（７９９～８０１・８０３～８０５）、高坏（８０６）、分銅形土製品（８０７）、

土製紡錘車（８０８～８１０）、石鏃（８１１～８１８）、石錐（８１９）、楔形石器（８２０～８２２）、剥片（８２３～８２７）、打

製石庖丁（８２８）、柱状片刃石斧（８２９）、敲石（８３０）、台石（８３１）、砥石（８３２～８３４）の計４７点である。

出土した土器の大半が、タタキ成形による。７８８・７９５・８０１のように、口縁端部近くまでタタキが及

ぶ個体も認められる。７９０の底面では、タタキが格子目状に施される。７９２は、外面体部下位に炭化物が

多く付着する。７９８は内外面に炭化物が付着し、特に内面の付着量が多い。出土した鉢のうちボール形

は８０３のみで、口縁部を折り曲げるものが主体となる。８０３の内面の調整はケズリの後ユビナデを施すが、

体部下位と比較して上位の調整が粗い。８０７は欠損しているものの、ハケメと棒状工具による刺突文が

施されているのがわかる。

石鏃は８１１・８１２は平基三角、８１３～８１５は凹基式、８１６は有茎式、８１７・８１８は未製品である。８１９は、摘

みを有する。楔形石器のうち、８２２では右側縁部の一部でつぶれ痕が、８２７では部分的に磨滅痕が認めら

れる。８２８は、平刃・単刃をもつ。使用石材として８２８・８２９は砂質片岩を、８３０は緑泥片岩を用いる。砥

第１６２図 SX１００５出土遺物
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１６３図 SX１００６遺構図・出土遺物

１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
４ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
５ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
６ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘質土
７ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
８ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
９ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘質土
１０ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
１１ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘質土
１２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土

１３ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘質土
１４ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘質土
１５ オリーブ褐色（２．５Y４／４）粘性砂質土
１６ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
１７ 暗 灰 褐 色（２．５Y５／２）粘性砂質土
１８ 灰 黄 褐 色（１０YR５／２）粘性砂質土
１９ 褐 色（１０YR４／４）粘質土
２０ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２１ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土
２２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２３ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘質土
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石のうち、８３４の裏面では敲打痕と線条痕が認められる。出土遺物から、弥生時代後期中葉～終末期の

年代が与えられる。７９９のように丸底も認められるが平底が主体である。よって終末期前半を主体とす

る。

また切り合い関係を持つSK１２８３・１２８６の出土遺物から、SK１２８６出土遺物がSX１００４出土遺物より若干

後出する可能性がある。SK１２８３では大きな差異は認められず、併行する可能性がある。

不明遺構５号 (SX1005)（第１６１・１６２図）

５－B区 β－ E－１８・１９でSK１２５６、SP１１９５２・１１９６６に切られた状態で検出された不明遺構。平面

形態・底面形態ともに不整形、断面形態は逆台形を呈し、長軸４．２７m、短軸１．９２m、最大深度０．５３mを

測る。平面形態から複数の遺構の切りあい関係を想定したが、土層堆積状況からそれを裏付けることは

できなかった。しかし後述するように、時代の異なる遺物の出土から複数の遺構の存在を想定できる。

覆土は土色および含有物から１８層に分層できるものの、暗褐色粘性砂質土とにぶい黄褐色粘性砂質土と

の互層である。２・３層では、直径５～２０cm大の礫が多く認められる。

遺物は、壺形土器９点、甕形土器９点、高坏形土器２点、体部片２３２点、サヌカイト剥片１０点、打製

石庖丁５点、砂岩２点、土師質土器杯・須恵質土器片・白磁各１点、肥前系陶器片・陶器製灯明皿各１

点が出土した。その中で図化できたものは、壺（８３５・８３７）、甕（８３８）、高坏（８３６・８３９）、サヌカイト

剥片（８４０）、紅簾片岩を用いた石庖丁（８４１）である。８３６のように水平口縁を持つ高坏の出土は、この

１点のみである。また８４１は、平刃・単刃を持つ。中近世遺物は、検出できなかった遺構から出土した

ものと思われる。

不明遺構６号 (SX1006)（第１６３図）

５－A区 β－ K・L－１～３でSB１０１５、SK１１８６、SP４基に切られた状態で検出された不明遺構。

平面形態・底面形態ともに不整形、断面形態は緩やかな舟底形を呈し、最大長１２．５３m、最大幅１．９０m、

最大深度０．２２mを測る。平面形態から自然流路を想定したものの、検出できなかった複数の遺構が想定

でき、また遺物の出土量が多いことから不明遺構とした。覆土は、土色および含有物から２３層に分層で

きる。

遺物は口縁端部に凹線が認められる壺形土器１２点、甕形土器８点、高坏形土器２点、体部片５７３点、

サヌカイト製石鏃１点・剥片２点が出土した。図化できた遺物は、底部に穿孔が認められる甕（８４２）

と凹基式の石鏃（８４３）のみである。
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（２）鎌倉・室町時代

弥生時代の遺構が５区を中心域として検出されたのに対して、鎌倉・室町時代の遺構はそれより西よ

りの４区を中心に検出された。この時代の遺構は、東側ではその遺構密度が希薄となる。弥生時代の集

落域が吉野川に面する段丘端部まで広がりをみせたと推測されるのに対し、鎌倉・室町時代では現在の

集落がある調査区の北側に集落の中心域を移した可能性もある。

この時期の遺構として検出したのは、掘立柱建物１０棟、土坑３２基、集石遺構１基、溝４条である。こ

れらの遺構から出土した遺物は、１２世紀後半～１６世紀と時期幅がある。

掘立柱建物

掘立柱建物１号 (SA1001)（第１６４図）

４－A区 β－ F・G－２・３で確認された９基の柱穴で構成される掘立柱建物。EP２はSK１０２８

と、EP９はSP１２２１とそれぞれ切り合い関係をもつ。また南側に、SA１００２が隣接する。

建物の規模は梁間２間（３．４m）、桁行２間（３．７９m）、床面積１２．８７m２を測り、平面形態は若干いびつ

な方形を呈する。柱間寸法は梁間１．４０～２．００m、桁行１．６２～２．０８mを測る。棟方向はN－７°－Wに向く。

柱穴掘り方は不整な円形もしくは楕円形を呈し、径は２３～５８cm、深度１２～５６cmを測る。柱痕はEP１、

EP６～EP８で確認できた。またEP３内で、根石と考えられる直径２０cm大の石を確認した。

遺物は、EP１の柱穴掘り方内部から土師質土器片・土師質土器鍋片・焼土塊が、EP２から土師質土

器片・土師質土器羽釜片・焼土塊が、EP３・EP５・EP９から土師質土器片が、EP６から土師質土器

杯（８４４）が、EP７から土師質土器杯が、EP８から土師質土器杯・土師質土器片・陶器片が出土した。

本遺構の所属時期は、出土遺物から１５～１６世紀後半と推測される。

掘立柱建物２号 (SA1002)（第１６５図）

４－A区 β－ E・F－２～４で確認された８基の柱穴で構成される掘立柱建物。EP３はSP１２１２・

１２１３と、EP５はSK１０２１と、EP７はSP１２００とそれぞれ切り合い関係をもつ。またSA１００２はSA１００１と北

側で隣接し、SA１００３と南側で重複する。

建物の規模は梁間１間（２．４２m）、桁行３間（６．８７m）、床面積１６．０５m２を測り、平面形態は長方形を

呈する。柱間寸法は梁間２．２４～２．５６m、桁行１．８３～２．９４mを測る。棟方向はN－５．５°－Wに向く。柱穴

掘り方は不整な円形もしくは楕円形を呈し、径は５２～６３cm、深度３０～５５cmを測る。柱痕は、EP１・EP

２・EP７・EP８で確認できた。またEP５・EP６で、根石と考えられる直径１０～３０cm大の石を柱穴内

で確認した。EP１・EP８の柱穴掘り方内部から土師質土器片、EP２から土師質土器片・鉄片、EP４

から鉄片、EP５から土師質土器鍋・溶解炉壁・砥石が出土したものの、小片のために図化できるもの

はなかった。本遺構の所属時期は、出土遺物から１５～１６世紀と推測される。

掘立柱建物３号 (SA1003)（第１６６図）

４－A区 β－ E・F－２・３で確認された６基の柱穴で構成される掘立柱建物。北側でSA１００２と

重複する。またEP３は、SO１００７と切り合い関係にある。

建物の規模は梁間２間（４．７５m）、桁行１間（２．８６m）、床面積１３．６２m２を測り、平面形態は若干いび
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第１６４図 SA１００１遺構図・出土遺物

第１６５図 SA１００２遺構図
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つな長方形を呈する。柱間寸法は梁間２．３～２．４４m、桁行２．７２～３．００mで、棟方向はN－８°－Eに向く。

柱穴掘り方は不整な円形もしくは楕円形を呈し、径は３２～７４cm、深度１６～５６cmを測る。柱痕は、EP

４で確認できた。またEP１～EP３・EP６で、根石と考えられる直径２０～３０cm大の石を確認した。EP

１・EP６の柱穴掘り方内部から土師質土器片が出土しているものの、小片のために図化できなかった。

本遺構の所属時期は、出土遺物から中世と推測される。

掘立柱建物４号 (SA1004)（第１６７図）

４－A区 β－ E・F－４・５で確認された９基の柱穴で構成される庇付き掘立柱建物。庇は、南

側に構築される。また東側でSA１００５と、南側で１００６と重複する。

建物の規模は梁間１間（３．３８m）、桁行３間（４．９８m）、床面積２３．８６m２を測り、平面形態は若干いび

第１６８図 SA１００５遺構図

第１６９図 SA１００６遺構図
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つな方形を呈する。柱間寸法

は梁間３．２８～３．５５m、桁行２．５

～２．６６mで、棟方向はN－１°

－Eに向く。柱穴掘り方は不

整な円形もしくは楕円形を呈

し、径は３０～８８cm、深度１６～

４９cmを測る。柱痕はEP１・

EP６・EP８で、またEP４・

EP５では根石と考えられる

直径２０～３０cm大の石を確認

した。小片のために図化出来

なかったものの、EP１の柱

穴掘り方内部から土師質土器

杯・小皿・甕が、EP４から

須恵質土器椀が出土した。本

遺構の所属時期は、出土遺物

から１３世紀以降と推測され

る。

掘立柱建物５号 (SA1005)（第１６８図）

４－A区 β－ E－５・６で確認された６基の柱穴で構成される掘立柱建物。西側でSA１００４と、南

側でSA１００６と重複する。

建物の規模は梁間１間（２．４２m）、桁行２間（４．７m）、床面積１１．１６m２を測り、平面形態は長方形を呈

する。柱間寸法は梁間２．３３～２．５０m、桁行２．２８～２．４２mで、棟方向はN－４°－Wに向く。柱穴掘り方は

不整な円形もしくは楕円形を呈し、径は３２～４２cm、深度１６～５０cmを測る。柱痕は、EP１・EP３・EP

４で確認できた。小片のために図化出来なかったものの、EP６の柱穴掘り方内部から鉄片が出土した。

本遺構の所属時期は、出土遺物から中世と推測される。

掘立柱建物６号 (SA1006)（第１６９図）

４－A区 β－ D・E－４～６で確認された８基の柱穴で構成される掘立柱建物。EP３はSK１０３９と

切り合い関係にある。また北側でSA１００４・１００５と重複する。

建物の規模は梁間１間（２．２８m）、桁行３間（６．７m）、床面積１５．４５m２を測り、平面形態は長方形を呈

する。柱間寸法は梁間２．１６～２．３４m、桁行２．０６～２．４０mで、棟方向はN－１°－Wに向く。柱穴掘り方は

不整な円形もしくは楕円形を呈し、径は２２～４４cm、深度１０～２８cmを測る。柱痕は、EP２・EP４・EP

６・EP７で確認できた。小片のために図化出来なかったものの、EP１の柱穴掘り方内部から土師質土

器杯が、EP７・EP８から土師質土器片が出土した。本遺構の所属時期は、出土遺物から中世と推測さ

れる。

第１７０図 SA１００７遺構図
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掘立柱建物７号

(SA1007)（第１７０図）

４－B区 β－ F・G－

１３で確認された９基の柱穴

で構成される庇付き掘立柱

建物。庇は、西側に構築さ

れる。EP３はSP１７７０と、EP

８はSP１７８１とそれぞれ切り

合い関係をもつ。

建物の規模は梁間１間

（３．９３m）、桁行３間（２．１８

m）、床面積１０．３４m２を測り、

平面形態は長方形を呈す

る。柱間寸法は梁間１．８４～

２．１０m、桁行２．１４～２．２５m

で、棟方向はN－４．５°－W

に向く。柱穴掘り方は不整

な円形もしくは楕円形を呈

し、径は２５～６２cm、深度１２

～３８cmを測る。柱痕は、EP

５・EP７で確認できた。小

片のために図化出来なかっ

たものの、EP２の柱穴掘

り方内部から弥生土器片

が、EP４から須恵質土器

椀が、EP５から土師質土

器片が、EP６・EP７・EP

９から土師質土器杯が出土

した。本遺構の所属時期

は、出土遺物から１３世紀以

降と推測される。

掘立柱建物９号 (SA1009)（第１７１図）

５－B区 β－ D・E－１７・１８で確認された５基の柱穴で構成される掘立柱建物。EP３はSP１１９５２

と切り合い関係をもつ。

建物の規模は梁間１間（３．１２m）、桁行２間（５．２４m）、平面形態は長方形と推測される。柱間寸法は

梁間２．９８～３．２６m、桁行２．１５～２．２０mである。柱穴掘り方は不整な円形もしくは楕円形を呈し、径は１８

～３８cm、深度２０～５６cmを測る。柱痕は確認できなかった。小片のために図化出来なかったものの、EP

第１７１図 SA１００９遺構図

第１７２図 SA１０１０遺構図
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３・EP４の柱穴掘り方内部から弥生土器片が出土した。本遺構の所属時期は、弥生土器片が出土して

いるものの中世と推測される。

掘立柱建物１０号 (SA1010)（第１７２図）

５－B区 β－ C・D－１８・１９で確認された６基の柱穴で構成される掘立柱建物。当遺跡で確認さ

れた建物の中で一番南端に位置する。

建物の規模は梁間１間（２．５７m）、桁行２間（４．３８m）、床面積１０．９６m２を測り、平面形態は長方形を

呈する。柱間寸法は梁間２．４４～２．６６m、桁行２．１５～２．２１mで、棟方向はN－５°－Eに向く。柱穴掘り方

は不整な円形もしくは楕円形を呈し、径は３０～３６cm、深度２２～４６cmを測る。柱痕および根石は、確認

できなかった。小片のために図化出来なかったものの、EP４・EP６の柱穴掘り方内部から弥生土器片

が出土した。本遺構の所属時期は、弥生土器片が出土しているものの中世と推測される。

土坑

土坑２９号 (SK1029)（第１７３図）

４－A区 β－ G－３で確認された土坑。平面形態・底面形態ともにやや不整な楕円形、断面形態

は不整な舟底形を呈し、長軸０．５４m、短軸０．４５m、最大深度０．１６mを測る。覆土は土質および含有物か

ら４層に分層できるものの、大きく２層に分けることができる。上層（１層）はにぶい黄褐色粘性砂質

土で、炭化物を大量に含む。下層（２～４層）は灰黄褐色粘性砂質土で、３・４層は粘性がやや強く褐

色土ブロックを混入する。４層がしまりが強い。

遺物は土師質土器杯３点、体部片６点、土師質土器羽釜体部片１点が出土した。その中で図化できた

ものは、強い回転ナデ調整により外面の凹凸が著しい杯口縁部（８４５）１点のみである。

土坑４３号 (SK1043)（第１７３図）

４－A区 β－ F－５で確認された土坑。平面形態・底面形態ともに楕円形、断面形態は逆台形を

呈する。長軸０．８６m、短軸０．６９m、最大深度０．１８mを測る。覆土は２層に分層でき、１層は灰黄褐色粘

性砂質土で炭化物を若干含む。２層はにぶい黄褐色粘性砂質土で、しまりがやや強い。

遺物は、土師質土器羽釜口縁部（８４６）１点とその体部片４点が出土した。羽釜の鍔部は貼付成形さ

れ、断面三角形の短い鍔がやや上向きに付く。煤状の炭化物の付着が、内外面ともに認められる。

土坑６８号 (SK1068)（第１７３図）

４－B区 β－ D－１２で確認された土坑。平面形態は不整な楕円形、底面形態は楕円形、断面形態

はやや不整な逆台形を呈する。長軸０．８６m、短軸０．７０m、最大深度０．２４mを測る。覆土は２層に分層で

き、１層はにぶい黄褐色粘性砂質土、２層は黒褐色粘性砂質土で炭化物をやや多く含む。

遺物は土師質土器杯３点・体部片３３点、土師質土器鍋口縁部１点、土師質土器壺底部１点、サヌカイ

ト剥片１点が出土した。出土した杯は小片のために図化できず、図化できたのは鍋（８４７）１点のみで

ある。８４７の内面口縁部、および外面口縁部～体部にかけて煤状の炭化物がやや多く付着する。また胎

土に角閃石・金雲母を含むことから、讃岐からの搬入品と考えられる。
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１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土
３ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土
４ にぶい黄褐色（１０YR４／２）粘性砂質土

第１７３図 SK遺構図・出土遺物（１９）

１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ 黒 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土

１ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
２ 暗褐色（１０YR３／３）粘性砂質土
３ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土

１ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
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土坑７６号 (SK1076)（第１７３図）

４－B区 β－ G－１３で確認された土坑。平面形態・底面形態ともに不整な楕円形、断面形態は不

整な舟底形を呈し、長軸１．３２m、短軸０．７３m、最大深度０．２４mを測る。覆土は暗褐色粘性砂質土で、含

有物から３層に分層できる。１層は砂質が強く、炭化物を若干含む。２層は土器片を含み、３層はしま

りがやや強く炭化物を若干含む。

遺物は土師質土器杯５点・体部片４点、土師質土器小皿１点、土師質土器羽釜体部片２点、弥生土器

片２点、サヌカイト剥片１点が出土した。出土した杯・小皿の底部には回転ヘラ切りが認められ、図化

できたのは小皿（８４８）のみである。

土坑２１８号 (SK1218)（第１７４図）

５－B区 β－ C・D－１７で確認された土坑。平面形態・底面形態ともに楕円形、段面形態は不整

形を呈する。断面南側は緩やかに傾斜していったん段を形成するものの、北側は急な立ち上がりをみせ

る。長軸０．６２m、短軸０．４３m、最大深度０．２２mを測る。覆土は暗褐色粘性砂質土１層で、しまりがやや

弱い。遺物は、底部回転ヘラ切りを施す土師質土器杯（８４９）１点のみである。

柱穴内出土遺物

ここでは、掘立柱建物を構成するに至らなかった柱穴の内、遺物の出土状況および出土遺物が資料化

可能なものについて述べることとする。

柱穴

柱穴２１１号 (SP1211)（第１７５図）

４－A区 β－ C－５で確認された柱穴。平面形態・底面形態ともに楕円形、断面形態は不整形を

呈する。断面西側の壁面は緩やかに傾斜して一旦段を形成し、そこから急傾斜に落ちる。長軸０．５０m、

短軸０．３６m、最大深度０．４８mを測る。覆土は２層に分層でき、１層はにぶい黄褐色粘性砂質土で暗オリ

ーブ褐色土をブロック状に混入する。また、炭化物を多く含む。２層は灰黄褐色粘性砂質土で、しまり

第１７４図 SK１２１８遺構図・出土遺物

１暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
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１ 暗 褐 色（１０YR３／２）粘性砂質土
２ 灰黄褐色（１０YR４／２）粘質土

第１７５図 SP遺構図・出土遺物（９）

１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／４）粘性砂質土

１ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土

１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土
３ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
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が弱い。

遺物は土師質土器片２点、須恵質土器片１点、土師質土器壺口縁部・底部各１点、銭貨が出土し、図

化できたのは壺口縁部（８５０）のみである。この壺は、１３m程東側に位置するSP１４６７から出土した土器

片と接合した。

柱穴２３６号 (SP1236)（第１７５図）

４－A区 β－ C－５で確認された柱穴。平面形態・底面形態ともにやや楕円形、断面形態は逆台

形を呈し、長軸０．４３m、短軸０．３３m、最大深度０．３１mを測る。覆土はにぶい黄褐色粘性砂質土だが、含

有物の違いから３層に分層できる。１層は暗オリーブ褐色土をブロック状に混入し、炭化物を多く含む。

３層は灰黄褐色土・褐色土をブロック状に混入する。

遺物は土師質土器片７点、土師質土器擂鉢口縁部１点が出土し、図化できたのは擂鉢（８５１）のみで

ある。

柱穴２３７号 (SP1237)（第１７５図）

４－A区 β－ G－３でSK１０２６を切った状態で確認された柱穴。平面形態・底面形態ともにほぼ円

形、断面形態は舟底形を呈し、直径約０．２３m前後、最大深度０．０６mを測る。覆土は２層に分層でき、１

層はオリーブ褐色粘性砂質土で褐色土をブロック状に混入する。２層は灰黄褐色粘性砂質土で、褐色土

をブロック状に混入する。

出土遺物は、底部回転ヘラ切りを施す土師質土器杯１点（８５２）のみである。

柱穴３７５号 (SP1375)（第１７５図）

４－A区 β－ F－４で確認された柱穴。平面形態・底面形態ともに不整形な円形、断面形態は逆

台形を呈し、直径約０．４０m前後、最大深度０．２１mを測る。覆土は２層に分層でき、１層はオリーブ褐色

粘性砂質土で褐色土をブロック状に混入する。２層は灰黄褐色粘性砂質土で、褐色土をブロック状に混

入する。

出土遺物は、口縁部折り曲げ成形の土師質土器羽釜１点（８５４）のみである。８５４は、鍔部から体部下

位にかけて煤状の炭化物がやや多く付着する。

柱穴４１６号 (SP1416)（第１７５図）

４－A区 β－ G－４で確認された柱穴。平面形態・底面形態ともに不整な楕円形、断面形態は逆

台形を呈し、長軸０．３０m、短軸０．１３m、最大深度０．２０mを測る。覆土は３層に分層でき、１層はにぶい

黄褐色粘性砂質土で、炭化物を含む。２層は灰黄褐色粘性砂質土、３層は暗褐色粘性砂質土で褐色土ブ

ロックを混入する。

遺物は土師質土器片１点、銭貨（８５３）１点が出土した。銭貨は錆により文字が判読できないものの、

北宋銭と思われる。

柱穴４２９号 (SP1429)（第１７５図）

４－A区 β－ H－４で確認された柱穴。平面形態・底面形態ともにやや楕円形、断面形態は逆台
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１ にぶい黄褐色（１０YR ４／３）粘性砂質土
２ 黒 褐 色（１０YR ３／２）粘性砂質土

３ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘質土
４ 暗オリーブ褐色（２．５Y ３／３）粘性砂質土

１ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土

１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
３ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
４ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土

１ にぶい黄褐色（５YR４／３）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土

１ 暗褐色（１０YR３／３）粘性砂質土
２ 暗褐色（１０YR３／２）粘性砂質土

１暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
２灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土
３にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
４灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土

第１７６図 SP遺構図・出土遺物（１０）

１ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
４ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土
５ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
６ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
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形を呈し、長軸０．４７m、短軸０．３２m、最大深度０．１６mを測る。覆土は２層に分層でき、１層は暗褐色粘

性砂質土で粘性が強く、褐色土ブロックを混入する。２層は灰黄褐色粘質土で、暗褐色土ブロックを混

入する。

出土遺物は、外面体部上位に多量の炭化物が付着する土師質土器鍋口縁部（８５５）と体部各１点であ

る。

柱穴４５１号 (SP1451)（第１７６図）

４－A区 β－ E－５で確認された柱穴。平面形態・底面形態ともにやや不整な円形、断面形態は

逆台形を呈し、直径０．２９m前後、最大深度０．２８mを測る。覆土は土質および含有物から４層に分層でき

るものの、大きく２層に分けることができる。また柱痕を明瞭にとどめる。上層（１・２層）はにぶい

黄褐色粘性砂質土で、２層は褐色土ブロックを混入する。下層（３・４層）のうち、３層は暗褐色粘性

砂質土で柱痕部にあたる。４層は褐色土ブロックを混入する。

遺物は土師質土器片５点、土師質土器脚部片１点が出土し、図化できたのは表面に煤状の炭化物の付

着が認められる脚部（８５６）のみである。

柱穴４８５号 (SP1485)（第１７６図）

４－A区 β－ F－５で確認された柱穴。平面形態・底面形態ともにやや不整な楕円形、断面形態

は逆台形を呈し、長軸０．５０m、短軸０．４１m、最大深度０．４８mを測る。覆土は土質および含有物から４層

に分層でき、また柱痕を明瞭にとどめる。１層は暗褐色粘性砂質土で、灰黄褐色土ブロックを混入する。

２層は灰黄褐色粘性砂質土で、柱痕部にあたる。３層はにぶい黄褐色粘性砂質土で、炭化物を若干含む。

４層は灰黄褐色粘性砂質土である。

遺物は土師質土器杯２点、土師質土器小皿１点、陶器製擂鉢１点が出土し、図化できたのは土師質土

器小皿（８５７）のみである。

柱穴４８８号 (SP1488)（第１７６図）

４－A区 β－ F－５で確認された柱穴。平面形態・底面形態ともに楕円形、断面形態は逆台形を

呈し、長軸０．４６m、短軸０．３５m、最大深度０．４７mを測る。覆土は４層に分層でき、柱痕を明瞭にとどめ

る。１層はにぶい黄褐色粘性砂質土で、灰黄褐色土をブロック状に混入する。２層は黒褐色粘性砂質土

で柱痕部にあたり、炭化物を多く含む。３層は灰黄褐色粘性砂質土で、暗褐色土をブロック状に混入す

る。４層はオリーブ褐色粘性砂質土で、灰黄褐色土をブロック状に混入する。

遺物は土師質土器鍋体部片１点、土師質土器こね鉢１点出土し、図化できたのはこね鉢（８５８）のみ

である。

柱穴５１９号 (SP1519)（第１７６図）

４－A区 β－ G－５で確認された柱穴。平面形態・底面形態ともに楕円形、断面形態は逆台形を

呈し、長軸０．５２m、短軸０．４０m、最大深度０．１０mを測る。覆土は２層に分層でき、１層はにぶい赤褐色

粘性砂質土、２層はにぶい黄褐色粘性砂質土でしまりが強く、褐色土ブロックを混入する。

出土遺物は、内外面に多量の炭化物が付着する土師質土器杯（８５９・８６０）２点のみである。
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柱穴５９１号 (SP1591)（第１７６図）

４－A区 β－ E－６で弥生時代の土坑であるSK１０５２を切る形で確認された柱穴。平面形態はやや

不整な円形、底面形態は円形、断面形態は逆台形を呈し、直径０．２５m前後、最大深度０．１３mを測る。覆

土は暗褐色を呈するが、土質および含有物の違いから２層に分層できる。１層は炭化物を含み、２層は

褐色土ブロックを混入する。

遺物は、土師質土器羽釜口縁部（８６１）１点のみの出土である。

柱穴６０６号 (SP1606)（第１７６図）

４－A区 β－ F－６で確認された柱穴。平面形態・底面形態ともに円形、断面形態は逆台形を呈

し、直径０．３８m前後、最大深度０．３３mを測る。覆土は、土質および含有物の違いから６層に分層できる。

１・２層は暗褐色粘性砂質土で、１層はにぶい黄褐色土ブロック状を混入する。３層はにぶい黄褐色粘

性砂質土で、粘性がやや強い。４層は灰黄褐色粘性砂質土で、灰黄褐色土・褐色土をブロック状に混入

する。５層はにぶい黄褐色粘性砂質土で、褐色土ブロックを混入する。６層は褐色粘性砂質土で、砂質

がやや強い。

遺物は、口縁部内外面に火襷が認められる須恵質土器椀（８６３）１点のみである。

柱穴８０５号 (SP1805)（第１７６図）

４－B区 β－ G－１３で確認された柱穴。平面形態・底面形態ともにやや不整な円形、断面形態は

逆台形を呈し、直径０．２３m前後、最大深度０．１６mを測る。覆土は土質および含有物から３層に分層でき

るものの、大きく２つに分けることができる。上層（１・２層）は暗褐色粘性砂質土で、１層の方が粘

性が強い。下層（３層）はにぶい黄褐色粘性砂質土で、褐色土をブロック状に混入する。

遺物は土師質土器小皿２点出土し、そのうちの１点（８６２）が図化できた。

１ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土

第１７７図 SP遺構図・出土遺物（１１）

１ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
２ 暗褐色（１０YR３／３）粘性砂質土
３ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
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柱穴８０６号 (SP1806)（第１７７図）

４－B区 β－ G－１３でSP１８０７を切る形で確認された柱穴。平面形態・底面形態ともにやや不整な

円形、断面形態は逆台形を呈し、直径０．２２m前後、最大深度０．１８mを測る。覆土は土質および含有物か

ら３層に分層でき、柱痕を明瞭にとどめる。１・２層は暗褐色粘性砂質土で、２層は柱痕部にあたり粘

性が強い。３層はにぶい黄褐色粘性砂質土で、褐色土をブロック状に混入する。

遺物は遺存状態が悪いものの、断面方形をなす鉄釘（８６４）１点のみである。

柱穴８２５号 (SP1825)（第１７７図）

４－B区 β－ G－１３で確認された柱穴。平面形態・底面形態ともにやや不整な円形、断面形態は

逆台形を呈し、直径０．２５m前後、最大深度０．１５mを測る。覆土は概ね暗褐色粘性砂質土で、土質および

含有物から２層に分層できる。２層は粘性がやや弱く、砂質が強い。

第１７８図 SU１００１遺構図・出土遺物

１ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
２ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
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遺物は、底部回転ヘラ切りを施す土師質土器小皿（８６５）１点のみである。

集石遺構

集石遺構１号 (SU1001)（第１７８・１７９図）

４－B区 α－ L－１０でSD１０１０を切った状態で確認された集石遺構。平面形態・底面形態ともに不

整な楕円形、断面形態は浅い舟底形を呈する。長軸４．２０m、短軸２．０６m、最大深度０．１８mを測る。覆土

は土質および含有物から２層に分層でき、１層は暗褐色粘性砂質土で灰黄褐色土・褐色土ブロックを混

入する。また１層の上層ないし層中に、直径１０～５０cm大の結晶片岩や砂岩を用いた集石が認められる。

２層は褐色粘性砂質土で、黄褐色土・暗褐色土ブロックをやや多く混入する。また炭化物・土器片を含

む。

遺物は土師質土器杯２点・体部片１７点、須恵質土器椀１点、土師質土器羽釜片１点、弥生土器広口壺

１点・体部片２４点、サヌカイト剥片３点、砂岩製敲石２点・台石３点が出土した。そのうち図化できた

のは、土師質土器杯（８６７・８６８）、砂岩製敲石（８６６・８６９）、砂岩製台石（８７０～８７２）のみである。

集石は、構築面を揃えたり区画を行う等の規則性は全く認められず、乱雑に土坑内を充填するのみで

ある。また集石を取り除いた後、その下に下部構造は認められなかった。遺物は弥生時代と中世の二時

期のものが出土し、また弥生時代の溝であるSD１０１０を切っていることから、１３８３・１３８２をのぞく遺物

は混入物と考えられる。遺構の所属時期は、出土遺物から１２世紀以降と考えられる。
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（３）江戸時代

江戸時代の遺構は、鎌倉・室町時代の遺構と同様に４区を中心に検出された。本来この時代の遺構は、

調査区内においてもう少し拡がりをみせたと推測されるが、撹乱扱いにより調査途中で放棄された遺構

が多数存在したと思われる。

この時期の遺構として検出したのは、溝１条、土坑７基、柱穴１８基、不明遺構１基である。これらの

遺構から出土した遺物は、時期幅がある。

溝

溝１号 (SD1001)（第１８０図）

１区 α－ M－１０・１１で確認された溝。１区と東隣にある２区は土地改変が著しく、特に１区で

は部分的に段々畑を形成している。SD１００１が検出された地点はこの段々畑の最下段にあたり、調査区

の中で一番低い。また溝は一段低い箇所にあり、調査区側溝によって切られてはいるものの東側の調査

区外にさらに伸びると推測される。

調査区内での全長４．２m、最大幅１．２２m、最大深度０．２４mを測り、断面形態は逆台形か。覆土は概ね

３層に分層できるものの、場所によっては４層となる。１層はオリーブ褐色粘性砂質土で、炭化物を若

干含む。２層は黄褐色粘性砂質土でしまりが強く、マンガン粒の沈着が認められる。３層は暗灰黄色粘

性砂質土で、直径１０～５０cm前後の砂岩および結晶片岩を含む。またこの層の直上で、磁器片が出土し

た。４層は黄褐色粘質土で、この層からも磁器片が出土している。

出土遺物が小片のために図化できなかったものの、近世と思われる磁器片が出土していることから江

戸時代以降の溝と推測される。直径１０～５０cm前後の石の出土から、暗渠の可能性が考えられる。

１ オリーブ褐色（２．５Y４／３）粘性砂質土
２ 黄 褐 色（２．５Y５／４）粘性砂質土

第１８０図 SD１００１遺構図

３ 暗灰黄色（２．５Y４／２）粘性砂質土
４ 黄 褐 色（２．５Y５／６）粘質土
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土坑

土坑２７号 (SK1027)（第１８１図）

４－A区 β－ F－３で確認された土坑。平面形態・底面形態ともにほぼ円形、断面形態は不整形

を呈する。直径１．００m前後、最大深度０．５０mを測る。覆土は灰黄褐色粘性砂質土で、含有物から３層に

分層できる。１層は暗オリーブ褐色土をブロック状に多く混入し、炭化物を多く含む。２層はしまりが

やや弱く、３層は褐色土をブロック状に混入する。

遺物は、瀬戸美濃系と思われる磁器猪口１点、煮沸具の体部片１点、土師質土器焙烙２点、土師質土

器椀１点、土師質土器片４点、弥生土器片２点が出土した。そのうち図化できたのは、胎土に角閃石・

金雲母を含む土師質土器焙烙（８７３）のみである。その形態・胎土から岡本系焙烙と考えられ、讃岐か

らの搬入品と考えられる。

土坑５４号 (SK1054)（第１８１図）

４－A区 β－ G－４・５でSP１５２７に切られた状態で確認された土坑。平面形態・底面形態ともに

１ 灰黄褐色（１０YR４／２）粘性砂質土
２ 灰黄褐色（１０YR４／２）粘性砂質土
３ 灰黄褐色（１０YR４／２）粘性砂質土

第１８１図 SK遺構図・出土遺物（２０）

１ 褐 色（１０YR４／４）砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／２）粘性砂質土
３ 黒 褐 色（１０YR３／２）粘性砂質土
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やや不整な楕円形、断面形態は逆台形を呈する。長軸１．０７m、短軸０．６８m、最大深度０．１７mを測る。覆

土は３層に分層でき、１層は褐色砂質土でしまりが弱い。２層はにぶい黄褐色粘性砂質土で、褐色土ブ

ロックを混入する。３層は黒褐色粘性砂質土で、炭化物を若干含む。

遺物は、肥前系磁器瓶（８７４）１点と土師質土器擂鉢１点が出土した。

窯・灰原

窯・灰原は１区・４－A区で検出され、１区での検出が大半を占める。ただ１区はこれまでに述べた

ように土地改変に伴う削平が著しく、遺構の遺存状態は悪い。調査当時の所見で灰原としていた遺構の

なかで、壁および床面に被熱痕跡が認められるものに関しては窯として報告することにし、遺構番号の

振り替えを行った。

灰原１号 (SQ1001)（第１８２図）

１区 α－ L－１０で確認された炭溜まり遺構。平面形態・底面形態ともに不整形、断面形態は逆台

形を呈する。長軸１．４４m、短軸１．２５m、最大深度０．１０mを測る。覆土は、土質および含有物から１１層に

分層できるものの、大きく６層に分けることができる。１層（１層）は黄褐色粘性砂質土で、炭化物を

若干含む。２層（２・３層）は暗灰黄色粘性砂質土で両層ともに炭化物を含むが、２層の方がブロック

状に多く混入する。３層（６～１０層）は概ね黄褐色を呈し、暗オリーブ褐色土・黒褐色土ブロックを混

入する。各層とも炭化物の混入が若干認められるものの、９層では多量に含まれる。４層（４層）は黄

褐色粘性砂質土で、灰・炭化物および焼土を含む。５層（５層）はオリーブ褐色粘性砂質土で、炭化物・

焼土を若干含む。６層（１１層）は暗灰黄色粘性砂質土で、炭化物を全体的に多量に含む。

土層堆積中に焼土塊が含まれるものの、床面ないし壁面において被熱痕跡は認められなかった。遺物

の出土は認められなかったものの、近接した別窯の出土遺物から中世～近世に属する可能性がある。

窯１号 (S01001)（第１８２図）

１区 α－ L－１０で確認された窯。平面形態・底面形態ともに不整な楕円形、断面形態は不整形を

呈する。長軸２．３７m、短軸１．３１m、最大深度０．１５mを測る。覆土は、土質および含有物から１５層に分層

できる。１層は黄褐色粘性砂質土で、炭化物を若干含む。２・６・１１層は黒褐色粘性砂質土で、炭化物

を多く含む。３・１３・１４・１５層はオリーブ褐色粘性砂質土で、暗オリーブ褐色土をブロック状に多く混

入し、炭化物を多く含む。５・７層は褐色砂層、４層はにぶい赤褐色粘性砂質土で、部分的に炭化物や

オリーブ褐色土を混入する。８・９層は暗灰黄色粘性砂質土で、炭化物を多く混入する。１０・１２層はに

ぶい黄色粘性砂質土で、炭化物を若干混入する。

床面に被熱痕跡と考えられる焼土面が認められたものの、付随遺構は確認できなかった。遺物は、小

片のために図化できなかったものの瀬戸美濃系と思われる磁器碗１点、土師質土器片１点が出土した。

遺構の所属時期は、出土遺物から中世～近世に属すると思われる。

窯２号 (S01002)（第１８２図）

１区 α－ L・M－１０で確認された窯。平面形態は不整形、底面形態はやや不整な円形、断面形態
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１ 黄 褐 色（２．５Y５／３）粘性砂質土
２ 黒 褐 色（１０YR３／２）粘性砂質土
３ オリーブ褐色（２．５Y４／３）粘性砂質土
４ にぶい赤褐色（５YR４／４）粘性砂質土
５ 褐 色（１０YR４／６）粘性砂質土
６ 黒 褐 色（１０YR３／２）粘性砂質土
７ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
８ 暗 灰 黄 色（２．５Y５／２）粘性砂質土
９ 暗 灰 黄 色（２．５Y６／４）粘性砂質土
１０ にぶい黄色（２．５Y６／３）粘性砂質土
１１ 黒 褐 色（１０YR３／２）粘性砂質土
１２ にぶい黄色（２．５Y６／４）粘性砂質土
１３ オリーブ褐色（２．５Y４／３）粘性砂質土
１４ オリーブ褐色（２．５Y４／３）粘性砂質土
１５ オリーブ褐色（２．５Y４／３）粘性砂質土

第１８２図 SO１００１・１００２、SQ１００１遺構図

１ 黄 褐 色（２．５Y５／３）粘性砂質土
２ 褐 灰 色（１０YR４／１）粘性砂質土
３ 黄 褐 色（２．５Y５／３）粘性砂質土
４ 黄 灰 色（２．５Y４／１）砂質土
５ 黒 褐 色（１０YR３／２）粘性砂質土
６ 灰 黄 褐 色（１０YR６／２）粘性砂質土
７ 黒 褐 色（２．５Y３／２）粘性砂質土
８ 灰 黄 褐 色（１０YR６／２）粘性砂質土
９ にぶい赤褐色（５YR４／４）粘性砂質土
１０ 黄 褐 色（２．５Y５／３）粘性砂質土
１１ にぶい黄色（２．５Y６／３）粘性砂質土

１２ 黄 褐 色（２．５Y５／３）粘性砂質土
１３ 黄 灰 色（２．５Y４／１）砂質土
１４ 灰黄褐色（１０YR６／２）粘性砂質土
１５ 灰黄褐色（１０YR４／２）粘性砂質土
１６ 黄 褐 色（２．５Y５／３）粘性砂質土
１７ にぶい黄色（２．５Y６／３）粘性砂質土
１８ 灰 黄 色（２．５Y６／２）砂質土
１９ 暗灰黄色（２．５Y５／２）粘性砂質土
２０ 暗灰黄色（２．５Y５／２）粘性砂質土
２１ 灰黄褐色（１０YR６／２）粘性砂質土
２２ 褐 色（１０YR４／６）粘性砂質土

１ 黄 褐 色（２．５Y５／４）粘性砂質土
２ 暗 灰 黄 色（２．５Y４／２）粘性砂質土
３ 暗 灰 黄 色（２．５Y４／２）粘性砂質土
４ 黄 褐 色（２．５Y５／６）粘性砂質土
５ オリーブ褐色（２．５Y４／６）粘性砂質土
６ 黄 褐 色（２．５Y５／４）粘性砂質土

７ 暗オリーブ褐色（２．５Y３／３）粘性砂質土
８ 黄 褐 色（２．５Y５／４）粘性砂質土
９ 黒 褐 色（２．５Y３／２）粘性砂質土
１０ 黄 褐 色（２．５Y５／３）粘性砂質土
１１ 暗 灰 黄 色（２．５Y４／２）粘性砂質土
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は舟底形を呈する。長軸２．１１m、短軸１．８８m、最大深度０．１７mを測る。覆土は、土質および含有物から

２２層に分層できる。１・３・１０・１２・１６層は黄褐色粘性砂質土で、炭化物を若干含む。２層は褐灰色粘

性砂質土で、炭化物を多く混入する。４・１３層は黄灰色砂質土で炭化物を多く含み、焼土を若干混入す

る。５層は黒褐色粘性砂質土で、炭化物を多く含む。６・８・１４・２１層は灰黄褐色粘性砂質土で、炭化

物・焼土を混入する。炭化物の混入率が多い。７層は黒褐色粘性砂質土で、炭化物・焼土ブロックを多

く混入する。９層はにぶい赤褐色粘性砂質土で、焼土面である。部分的に炭化物を混入する個所がある。

１１・１７層はにぶい黄色粘性砂質土で、炭化物を多く含む。１５層は灰黄褐色粘性砂質土で炭化物を大量に

含み、黄褐色土ブロックを混入する。１８層は灰黄色砂質土で、炭化物・焼土ブロックを混入する。１９・

２０層は暗灰黄色粘性砂質土で、炭化物を多く含む。２２層は褐色砂層で、自然堆積層である。

付随遺構は確認できず、遺物の出土も認められなかったものの、近接した別窯の出土遺物から中世～

近世に属する可能性がある。

窯３号 (S01003)（第１８３図）

１区 α－ M－１０で確認された窯。遺構の東側は土地改変に伴う削平を受け、平面形態・底面形

態ともに不整形、断面形態は不整な舟底形を呈すると思われる。長軸１．７０m、短軸１．４０m、最大深度０．１２

mを測る。覆土は土質および含有物から１９層に分層できる。１層は黄褐色砂質土で、炭化物を若干含む。

２・１２・１５・１８層は褐灰色粘性砂質土で、炭化物を多く含む。黄褐色土ブロックを混入する。３・６・

１１層は褐灰色粘性砂質土で炭化物を多く含み、黄褐色土ブロックを混入する。４・５・１０・１６・１９層は

黒色粘性砂質土で、炭化物が大半を占める。また黄褐色土・褐灰色土・焼土ブロックを部分的に若干混

入する。７・１３・１４・１７層は黒褐色粘性砂質土で、黄褐色土・褐灰色・にぶい赤褐色土ブロックを混入

する。８層はにぶい赤褐色粘性砂質土で、焼土面である。部分的に、炭化物・褐灰色・黒色土ブロック

を混入する個所もある。９層は、黄褐色砂質土である。

床面および壁面の立ち上がりにおいて、被熱痕跡が認められた。また付随遺構の確認はできなかった

ものの、直径１０～１５cm程の砂岩および結晶片岩数点が床面からやや浮いた状態で出土した。出土遺物

は認められなかったものの、近接した別窯の出土遺物から中世～近世に属する可能性がある。

灰原３号 (SQ1003)（第１８４図）

１区 α－ M－９で確認された炭溜まり遺構。平面形態は不整形、底面形態は楕円形、断面形態

は不整な舟底形を呈する。長軸１．１７m、短軸０．８５m、最大深度０．０９mを測る。覆土は土質および含有物

から６層に分層できるものの、大きく２層に分けることができる。上層（１・６層）は灰黄色粘性砂質

土で、炭化物をブロック状に多く混入する。また、灰および焼土も若干認められる。下層（２～５層）

は概ね黄褐色を呈する。２層は砂層であり、部分的に炭化物を多く含むところがある。３層は黄褐色砂

層ブロックを若干、炭化物ブロックを多く混入し、４層はしまりが強い。５層はにぶい黄色粘性砂質土

で、炭化物および焼土をブロック状に混入する。

遺物の出土は認められなかったものの、近接した別窯の出土遺物から中世～近世に属する可能性があ

る。
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１ 黄褐色（２．５Y５／３）砂質土
２ 褐灰色（７．５Y４／１）粘性砂質土
３ 褐灰色（１０YR４／１）粘性砂質土
４ 黒 色（N２／） 粘性砂質土
５ 黒 色（N２／） 粘性砂質土
６ 褐灰色（１０YR４／１）粘性砂質土
７ 黒褐色（２．５Y３／２）粘性砂質土

８ にぶい赤褐色（５YR４／４）粘性砂質土
９ 黄 褐 色（２．５Y５／４）砂質土
１０ 黒 色（N２／） 粘性砂質土
１１ 褐 灰 色（１０YR４／１）粘性砂質土
１２ 褐 灰 色（７．５Y４／１）粘性砂質土
１３ 黒 褐 色（２．５Y３／２）粘性砂質土
１４ 黒 褐 色（２．５Y３／２）粘性砂質土

１５ 褐灰色（７．５Y４／１）粘性砂質土
１６ 黒 色（N２／） 粘性砂質土
１７ 黒褐色（２．５Y３／２）粘性砂質土
１８ 褐灰色（７．５Y４／１）粘性砂質土
１９ 黒 色（N２／） 粘性砂質土

１ にぶい黄色（２．５Y６／４）粘性砂質土
２ 灰 白 色（１０YR８／２）粘性砂質土
３ 黄 灰 色（２．５Y５／１）粘性砂質土
４ 灰 黄 色（２．５Y７／２）粘性砂質土
５ 灰 黄 色（２．５Y７／２）粘性砂質土
６ 黄 褐 色（２．５Y５／３）粘性砂質土
７ にぶい黄色（２．５Y６／４）粘性砂質土

８ 黒 色（１０YR２／１）粘性砂質土
９ 黄 褐 色（１０YR５／８）粘性砂質土
１０ 黄 褐 色（１０YR５／８）粘性砂質土
１１ 黄 褐 色（２．５Y５／４）粘性砂質土
１２ にぶい黄色（２．５Y６／４）粘性砂質土
１３ 黄 褐 色（１０YR５／６）粘性砂質土
１４ 暗灰黄色（２．５Y５／２）粘性砂質土

１５ にぶい黄色（２．５Y６／３）粘性砂質土
１６ にぶい黄色（２．５Y６／４）粘性砂質土
１７ 灰 黄 色（２．５Y７／２）粘性砂質土
１８ 灰 黄 色（１０YR６／２）粘性砂質土
１９ 黄 褐 色（２．５Y５／６）粘性砂質土

第１８３図 SO１００３遺構図

第１８４図 SQ１００３～１００５遺構図

１灰黄色（２．５Y７／２）粘性砂質土
２黄褐色（２．５Y５／４）粘性砂質土
３黄褐色（２．５Y５／４）粘性砂質土

４黄 褐 色（１０YR ５／８）粘性砂質土
５にぶい黄色（２．５Y ６／３）粘性砂質土
６灰 黄 色（２．５Y ６／２）粘性砂質土

１にぶい黄色（２．５Y ６／４）粘性砂質土
２黄 褐 色（２．５Y ５／６）粘性砂質土
３黄 褐 色（２．５Y ５／４）粘性砂質土
４にぶい黄色（２．５Y ６／４）粘性砂質土

５灰 黄 色（２．５Y７／２）粘性砂質土
６黄 褐 色（２．５Y５／３）粘性砂質土
７灰黄褐色（１０YR４／２）粘性砂質土
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灰原４号 (SQ1004)（第１８４図）

１区 α－ M－９で確認された炭溜まり遺構。平面形態・底面形態ともに楕円形、断面形態は逆

台形を呈する。長軸１．４５m、短軸０．８８m、最大深度０．１０mを測る。覆土は土質および含有物から７層に

分層できるものの、大きく３層に分けることができる。上層（１層）はにぶい黄色粘性砂質土で、部分

的に多量の炭化物を含む。中層（４・５・７層）のうち４層はにぶい黄色粘性砂質土、５層は灰黄色粘

性砂質土で炭化物ブロックをやや多く混入する。７層は灰黄褐色粘性砂質土で、層全体に炭化物・灰を

多量に含む。下層（２・３・６層）は黄褐色を呈し、２層は炭化物を部分的に多く含む。３層は砂層で、

炭化物を部分的に含む。６層は炭化物・灰を部分的にブロック状に若干混入する。

SO１００４
１ 黄 褐 色（２．５Y５／４）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR５／４）砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR５／３）粘性砂質土
４ 灰 黄 色（２．５Y６／２）粘性砂質土
５ 黄 褐 色（１０YR５／８）粘性砂質土
６ 黄 褐 色（２．５Y５／４）粘性砂質土
７ にぶい黄色（２．５Y６／３）粘性砂質土
８ にぶい黄色（１０YR５／４）粘性砂質土
９ 黒 色（１０YR２／１）粘性砂質土
１０にぶい黄色（１０YR５／４）粘性砂質土

SQ１００６
１ 黄 灰 色（２．５Y６／１）粘性砂質土
２ 黄 灰 色（２．５Y５／１）粘性砂質土
３ 黄 褐 色（２．５Y５／４）粘性砂質土
４ にぶい黄褐色（１０YR５／３）粘性砂質土
５ 灰 黄 色（２．５Y６／２）粘性砂質土
６ 黄 褐 色（２．５Y５／３）砂質土
７ 黄 灰 色（２．５Y５／１）粘性砂質土
８ 黄 褐 色（２．５Y５／４）粘性砂質土
９ にぶい黄褐色（１０YR５／３）粘性砂質土
１０暗 灰 黄 色（２．５Y５／２）粘性砂質土

１１褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土
１２灰黄褐色（１０YR４／２）粘性砂質土
１３暗灰黄色（２．５Y４／２）粘性砂質土
１４黄 褐 色（２．５Y５／３）砂質土
１５黄 灰 色（２．５Y５／１）粘性砂質土
１６灰 黄 色（２．５Y６／２）粘性砂質土
１７にぶい黄色（２．５Y６／４）粘性砂質土
１８灰 黄 色（２．５Y６／２）粘性砂質土
１９黄 褐 色（２．５Y５／６）粘性砂質土
２０黄 褐 色（２．５Y５／４）粘性砂質土
２１黄 灰 色（２．５Y６／１）粘性砂質土
２２黄 灰 色（２．５Y５／１）粘性砂質土
２３黄 褐 色（２．５Y５／３）砂質土

第１８５図 SO１００４・SQ１００６遺構図
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遺物の出土は認められなかったものの、近接した別窯の出土遺物から中世～近世に属する可能性があ

る。

灰原５号 (SQ1005)（第１８４図）

１区 α－ M－９で確認された炭溜まり遺構。平面形態・底面形態ともに不整形、断面形態は不

整な逆台形を呈する。長軸１．７４m、短軸１．１７m、最大深度０．２９mを測る。覆土は、土質および含有物か

ら１９層に分層できる。１層はにぶい黄色粘性砂質土、２層は灰白色砂質土で、炭化物を大量に混入する。

３層は黄灰色粘性砂質土、４・５層は灰黄色粘性砂質土で、４層は炭化物を若干含む。６層は黄褐色砂

粘性砂質土で、炭化物ブロックを混入する。７層はにぶい黄色粘性砂質土、８層は黒色粘性砂質土で層

の大半を炭化物が占める。また灰および焼土を若干混入する。９～１１層は黄褐色粘性砂質土で、９層は

上層に焼土を多く含み、１１層は炭化物ブロックを大量に混入する。１２層はにぶい黄色粘性砂質土、１３層

は黄褐色粘性砂質土、１４層は暗灰黄色粘性砂質土でそれぞれに炭化物を若干含む。１５・１６層はにぶい黄

色を呈し、１６層は炭化物を含む。１７層は灰黄色粘性砂質土で、炭化物ブロックを大量に混入する。１８層

は灰黄褐色粘性砂質土で、炭化物ブロックを若干混入する。１９層は黄褐色砂層でしまりがやや強く、灰

黄色土ブロックを混入する。また炭化物・灰・焼土を全体的に含む。

出土遺物は認められなかったものの、近接した別窯の出土遺物から中世～近世に属する可能性があ

る。

窯４号 (S01004)（第１８５図）

１区 α－ M・N－９で確認された窯。平面形態・底面形態ともに不整形、断面形態は不整な舟底

形を呈す。長軸１．２９m、短軸１．２０m、最大深度０．１０mを測る。覆土は、土質および含有物から１０層に分

けることができる。１層は黄褐色粘性砂質土で、炭化物・灰を含む。２層はにぶい黄褐色砂質土で、や

や砂質が強い。３層はにぶい黄褐色砂層で、焼土を若干混入する。４層は灰黄色粘性砂質土で、炭化物

ブロックを混入する。５層は黄褐色粘性砂質土で、炭化物・焼土を若干含む。６層はにぶい黄色粘性砂

質土で、炭化物・灰・焼土をやや多く含む。７層はにぶい黄色粘性砂質土で、炭化物・灰・焼土ブロッ

クを部分的に混入する。８層は黄褐色粘性砂質土で、部分的に炭化物を含む。９層はにぶい黄色粘性砂

質土で、炭化物・灰・焼土をブロック状に部分的に混入する。１０層は黒色粘性砂質土で、粘性が強い。

上層はにぶい黄色土を混入する。

出土遺物は認められなかったものの、近接した別窯の出土遺物から中世～近世に属する可能性があ

る。

灰原６号 (SQ1006)（第１８５図）

１区 α－ M・N－９で確認された炭溜まり遺構。平面形態・底面形態ともに不整な楕円形、断面

形態は不整形を呈する。長軸３．０６m、短軸１．８０m、最大深度０．２０mを測る。覆土は、土質および含有物

から２３層に分層できる。１層は黄灰色粘性砂質土で、炭化物はわずかだが灰を多く含む。２層は黄灰色

粘性砂質土で、炭化物・灰を多く含む。また黄褐色土ブロックを混入する。３層は黄褐色粘性砂質土で、

炭化物・灰を多く混入する。４層はにぶい黄褐色粘性砂質土で、焼土を多く混入する。５層は灰黄色粘

性砂質土、６層は黄褐色砂質土で炭化物ブロックを多く混入する。７層は黄灰色粘性砂質土で炭化物・
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灰を多く含み、黄褐色土ブロックを混入する。８層は黄褐色粘性砂質土で、炭化物・灰を多く含む。９

層はにぶい黄褐色粘性砂質土で、わずかな炭化物と多くの焼土を混入する。１０層は暗灰黄色粘性砂質土

で、上層に焼土が認められる。１１層は褐色粘性砂質土で、焼土ブロックを多く混入する。１２層は灰黄褐

粘性砂質土、１３層は暗灰黄色粘性砂質土で共に炭化物・焼土を多く含む。１４層は黄褐色砂質土で、炭化

物をブロック状に多く混入する。１５層は黄灰色粘性砂質土で、炭化物・灰を多く含む。１６・１８層は灰黄

色粘性砂質土、１７層はにぶい黄色粘性砂質土である。１９層は黄褐色砂層で、灰などを多く含む。２０層は

黄褐色粘性砂質土で、炭化物・灰・焼土を多く混入する。２１層は黄灰色粘性砂質土で、炭化物はわずか

だが灰を多く含む。２２層は黄灰色粘性砂質土で炭化物・灰を多く含み、黄褐色土ブロックを混入する。

２３層は黄褐色砂質土で、炭化物をブロック状に多く混入する。

遺物は土師質土器片と弥生土器片が出土したが、小片のために図化できなかった。近接した別窯が出

土遺物から中世～近世に属すると考えられ、弥生土器片は混入物と思われる。本窯の所属時期もこの時

期の可能性が高いと推測される。

１ 灰 黄 色（２．５Y７／２）粘性砂質土
２ 褐 灰 色（１０YR５／１）粘性砂質土
３ 褐 灰 色（１０YR５／１）粘性砂質土
４ にぶい黄色（２．５Y６／３）粘性砂質土
５ 灰 黄 色（２．５Y６／２）粘性砂質土
６ 褐 色（１０YR４／６）粘性砂質土
７ 灰黄褐色（１０YR５／２）粘性砂質土
８ 褐 色（１０YR４／６）粘性砂質土
９ 灰黄褐色（１０YR５／２）粘性砂質土
１０ 灰黄褐色（１０YR４／２）粘性砂質土

第１８６図 SQ１００８・１００９遺構図

１ 黄 褐 色（２．５Y５／３）粘性砂質土
２ 黄 灰 色（２．５Y６／１）粘性砂質土
３ 灰 黄 色（２．５Y７／２）砂質土
４ 明 黄 褐 色（２．５Y６／６）粘性砂質土
５ 黄 褐 色（２．５Y５／４）粘性砂質土
６ 灰 黄 色（２．５Y６／２）粘性砂質土
７ 黄 褐 色（２．５Y５／４）粘性砂質土
８ 褐 色（１０YR４／６）粘性砂質土
９ にぶい黄色（２．５Y６／４）粘性砂質土
１０ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土

１１ 明 黄 褐 色（２．５Y６／６）粘性砂質土
１２ 黄 褐 色（２．５Y５／３）粘性砂質土
１３ 褐 灰 色（１０YR６／１）粘性砂質土
１４ 黒 （２．５Y２／１）粘性砂質土
１５ 黄 褐 色（２．５Y５／３）粘性砂質土
１６ 黄 褐 色（２．５Y５／６）粘性砂質土
１７ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
１８ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
１９ 褐 灰 色（１０YR６／１）粘性砂質土
２０ 黄 褐 色（２．５Y５／６）粘性砂質土
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灰原８号 (SQ1008)（第１８６図）

１区 α－ N・O－９・１０でSO１００５・SQ１００９と切り合い関係の状態で確認された炭溜まり遺構。

SO１００５に切られているのは確実だが、SQ１００９との前後関係は不明である。平面形態・底面形態ともに

不整な楕円形、断面形態は不整な舟底形を呈する。長軸最大長１．９２m、短軸１．５６m、最大深度０．２０mを

測る。覆土は土質および含有物から２０層に分層できる。各層共にマンガン粒・鉄分の沈着が認められる

ものの含有物は少ない。１・１２・１５層は黄褐色粘性砂質土、２層は黄灰色粘性砂質土、３層は灰黄色砂

質土、４層は明黄褐色粘性砂質土で、褐灰色土ブロックを多量に混入する。５層は黄褐色粘性砂質土で、

にぶい黄色土ブロックを若干混入する。６層は灰黄色粘性砂質土で炭化物をブロック状に混入する。７

層は黄褐色粘性砂質土、８層は褐色粘性砂質土で、炭化物を若干含む。９層はにぶい黄色粘性砂質土で、

炭化物を若干含む。１０・１７・１８層はにぶい黄褐色粘性砂質土、１１層は明黄褐色粘性砂質土、１３・１９層は

褐灰色粘性砂質土で炭化物を若干含む。１４層は黒色粘性砂質土で、炭化物が層中の大半を占め、かつ焼

土ブロックも若干混入する。１６・２０層は黄褐色粘性砂質土である。

出土遺物は認められなかったものの、近接した別窯の出土遺物から中世～近世に属する可能性があ

る。

灰原９号 (SQ1009)（第１８６図）

１区 α－ N・O－９でSO１００５・SQ１００８と切り合い関係の状態で確認された窯。SO１００５に切られ

ているのは確実だが、SQ１００８との前後関係は不明である。推定の平面形態・底面形態は、ともにやや

不整な長方形、断面形態は不整な逆台形を呈する。短軸１．３６m、最大深度０．２１mを測る。覆土は土質お

よび含有物から１０層に分層できる。１層は灰黄色粘性砂質土で、炭化物を部分的に多く含む。２層は褐

第１８７図 SO１００７遺構図

１ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土
２ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土
３ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
４ 黒 褐 色（１０YR３／２）粘性砂質土
５ 黒 褐 色（１０YR３／１）粘性砂質土
６ 黒 褐 色（１０YR３／１）粘質土
７ 黒 褐 色（１０YR３／２）粘性砂質土
８ 黒 褐 色（１０YR３／１）粘質土
９ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
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灰色粘性砂質土で、灰黄色土ブロックを多く混入する。また炭化物・灰・焼土を混入する。３層は褐灰

色粘性砂質土で、炭化物・灰のブロックを多く混入する。４層はにぶい黄色粘性砂質土で、炭化物・灰

を若干含む。また灰黄色土・灰黄褐色土ブロックを大量に混入する。５層は灰黄色粘性砂質土で、灰を

多く含む。６層は褐色砂層でしまりが弱い。７層は灰黄褐色粘性砂質土で、炭化物・灰を部分的に混入

する。８層は褐色砂層で、６層と同じくしまりが弱い。９・１０層は灰黄色粘性砂質土で、炭化物・灰を

若干混入する。

遺物は瀬戸美濃系と思われる陶器碗が出土したが、小片のために図化できなかった。近接した別窯の

出土遺物から中世～近世に属すると考えられ、本窯の所属時期もこの時期の可能性が高いと推定され

る。

窯７号 (S01007)（第１８７図）

４－A区 β－ D・E－３で確認された窯。遺構検出時において確認できなかったものの、柱穴１

基と切り合い関係を持つ事がわかった。また埋土掘削後、床面において５基の柱穴を確認した。そのう

ちの２基はSO１００７に付随する遺構の可能性がある。

平面形態・底面形態ともに不整な楕円形、断面形態は舟底形を呈する。長軸３．３５m、短軸１．４２m、最

大深度０．１２mを測る。覆土は、土質および含有物から９層に分層できるものの、７～９層は切り合い関

係にある柱穴の覆土である。１層は灰黄褐色粘性砂質土で、炭化物・灰を大量に含む。また焼土を若干

含む。２層は灰黄褐色粘性砂質土で、にぶい黄褐色土ブロックを若干混入する。３層はにぶい黄褐色粘

性砂質土で、褐色土ブロックを若干混入する。４層は黒褐色粘性砂質土で炭化物をやや多く含み、焼土

を若干含む。５層は黒褐色粘性砂質土で、炭化物を多く含む。６層は黒褐色粘質土である。

遺物は土師質土器杯・土師質土器羽釜、弥生土器片、結晶片岩製叩石が出土したものの、小片のため

に図化できるものはなかった。本窯の所属時期は、中世と推定される。

柱穴内出土遺物

ここでは、掘立柱建物を構成するに至らなかった柱穴の内、遺物の出土状況および出土遺物が資料化

可能なものについて述べることとする。

柱穴

柱穴１９２号 (SP1192)（第１８８図）

４－A区 β－ E－３で確認された柱穴。平面形態・底面形態ともにやや不整な円形、断面形態は

不整な逆台形を呈し、直径０．３０m前後、最大深度０．２２mを測る。覆土は２層に分層でき、１層はにぶい

黄褐色粘性砂質土で、灰黄褐色土をブロック状に混入する。また炭化物を多く含む。２層は灰黄褐色粘

性砂質土で、しまりがやや強い。

遺物は混入物と考えられる土師質土器こね鉢（８７５）１点と、土師質土器焙烙（８７６）１点が出土した。

焙烙は胎土に角閃石・金雲母を含み、またその形態から岡本系焙烙と考えられる。讃岐からの搬入品と

考えられる。
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１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土

１ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土
２ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
３ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土

第１８８図 SP遺構図・出土遺物（１２）

１ 暗褐色（１０YR３／４）粘性砂質土
２ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土

１ 暗 褐 色（１０YR３／４）粘性砂質土
２ 灰黄褐色（１０YR４／２）粘性砂質土
３ 灰黄褐色（１０YR４／２）粘性砂質土

１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土

３ 灰黄褐色（１０YR４／２）粘性砂質土
４ 褐 色（１０YR４／４）粘性砂質土

１ にぶい黄褐色（１０YR４／３）粘性砂質土
２ 暗 褐 色（１０YR３／３）粘性砂質土
３ 灰 黄 褐 色（１０YR４／２）粘性砂質土
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柱穴２２０号 (SP1220)（第１８８図）

４－A区 β－ F－３で確認された柱穴。平面形態・底面形態ともにやや不整な円形、断面形態は

逆台形を呈し、直径０．３０m前後、最大深度０．３１mを測る。覆土は４層に分層できるものの、大きく２層

にわけることができる。上層（１層）はにぶい黄褐色粘性砂質土で、暗オリーブ褐色土をブロック状に

混入する。下層（２～４層）のうち２・３層は灰黄褐色粘性砂質土、４層は褐色粘性砂質土で、２層は

にぶい黄褐色土ブロックを混入する。また３層では、褐色土ブロックを混入する。

遺物は瀬戸美濃系陶器碗１点、混入物と考えられる土師質土器片３点が出土し、図化できたのは陶器

碗（８７７）のみである。

柱穴３７６号 (SP1376)（第１８８図）

４－A区 β－ F－４で確認された柱穴。平面形態・底面形態ともにやや不整な円形、断面形態は

逆台形を呈し、直径０．３５m前後、最大深度０．２７mを測る。覆土は３層に分層でき、柱痕を明瞭にとどめ

る。１層は灰黄褐色粘性砂質土で、比較的炭化物を多く含む。２層は柱痕部にあたり、にぶい黄褐色粘

性砂質土で炭化物を若干含む。３層は褐色粘性砂質土で、砂質がやや強い。

出土遺物は、肥前系と思われる磁器小杯（８７８）１点のみである。

柱穴３８２号 (SP1382)（第１８８図）

４－A区 β－ F－４でSP１３８１に切られた状態で確認された柱穴。平面形態・底面形態ともにやや

方形、断面形態は逆台形を呈し、一辺０．２７m前後、最大深度０．３３mを測る。覆土は３層に分層でき、柱

痕を明瞭にとどめる。１層は暗褐色粘性砂質土で、炭化物をやや多く含む。２層は柱痕部にあたり、灰

黄褐色粘性砂質土で褐色土ブロックを混入する。３層は灰黄褐色粘性砂質土で、しまりがやや強い。

遺物は瀬戸美濃系陶器小碗１点、土師質土器片２点が出土し、図化できたのは小碗（８７９）のみであ

る。

柱穴６８８号 (SP1688)（第１８８図）

４－A区 β－ H－７で確認された柱穴。平面形態・底面形態ともに不整形、断面形態は逆台形を

第１８９図 SP１０５９遺構図・出土遺物

１ 暗オリーブ褐色（２．５Y３／３）粘性砂質土
２ 黄 褐 色（２．５Y５／４）粘質土
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呈し、長軸０．４８m、短軸０．４２m、最大深度０．２４mを測る。覆土は３層に分層でき、１層はにぶい黄褐色

粘性砂質土で、灰黄褐色土をブロック状に混入する。２層は暗褐色粘性砂質土で、炭化物を若干含む。

３層は灰黄褐色粘性砂質土で、しまりがやや強い。

遺物は、磁器小杯（８８０）１点のみの出土である。

柱穴９３７号 (SP1937)（第１８８図）

４－B区 β－ H－１４で確認された柱穴。平面形態・底面形態ともにやや不整な円形、断面形態は

逆台形を呈し、直径０．３０m前後、最大深度０．１６mを測る。覆土は２層に分層でき、柱痕を明瞭にとどめ

る。１層は暗褐色粘性砂質土で、にぶい黄褐色土ブロックをやや多く混入する。また柱痕部にあたり、

炭化物を多く含む。２層は褐色粘性砂質土で、やや砂質が強い。

出土遺物は、備前産と考えられる陶器灯明皿２点（８８１・８８２）のみである。８８１は灯芯油痕が２箇所

認められ、内面および外面口縁部のみ施釉されている。それに対し、８８２は内面のみの施釉である。

柱穴５９号 (SP1059)（第１８９図）

６－B区 β－ A－２で遺構の一部を撹乱によって切られた状態で確認された柱穴。平面形態・底

面形態ともに楕円形、断面形態は逆台形を呈し、長軸０．４６m、短軸０．３５m、最大深度０．４７mを測る。覆

土は２層に分層でき、１層は暗オリーブ褐色粘性砂質土、２層は黄褐色粘質土である。両層共に炭化

物・土器片を含むが、２層の方がやや多く認められる。

遺物は土師質土器焙烙口縁部３点・体部片７点、磁器片１点が出土し、図化できたのは焙烙（８８３～

８８５）のみである。口縁部の形態、および胎土に角閃石・金雲母を含むことから、これらの焙烙は岡本

系焙烙で、讃岐からの搬入品と思われる。

不明遺構

調査時において、弥生時代の水田として検出された遺構である。遺物は弥生時代のものだけでなく、

中近世遺物も出土している。覆土の最下層で部分的に暗灰黄色粘質土が認められるが、周辺の遺構検出

状況から水田遺構として積極的に裏付けることができないために、不明遺構として報告することとし

た。

不明遺構７号 (SX1007)（第１９０～１９２図）

５－B区 β－ F～H－２～７でSP７基に切られた状態で検出された不明遺構。平面形態・底面形

態ともに不整な方形、断面形態は舟底形を呈し、長軸２４．２２m、短軸１０．０９m、最大深度０．８４mを測る。

調査時では畦畔とおぼしきものを検出し、水田一筆ごとに土層堆積を記録しているが、写真で見る限り

堆積状況は一筆ごとにまとまらず、隣接する水田につながる。地点によって異なるが、覆土は大きく２

層に分けることができ、ブロック土を混入する層の下に暗灰黄色粘質土が認められる。堆積状況は、部

分的な記録のみで全容は不明である。また覆土除去後、床面に柱穴５基を検出した。これらの柱穴から、

出土遺物は認められなかった。

出土遺物は、壺形土器口縁部・底部各７点、甕形土器口縁部３点・底部７点、高坏形土器３点、鉢形
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第１９１図 SX１００７出土遺物（１）
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土器１点、体部片８３２点、サヌカイト製石鏃３点・剥片１８点、結晶片岩製打製石庖丁１５点・石斧１点・

砥石２点・剥片８点、須恵質土器椀３点、土師質土器椀２点、土師質土器片８点、土師質土器羽釜脚部

３点、土師質土器こね鉢１点、土師質土器鍋３点、須恵器甕片１点、青磁片２点、肥前系磁器皿１点、

瀬戸美濃系磁器碗１点・陶器碗３点、土師質土器焙烙片１点、鉄片２点、瓦１点である。その中で図化

できたのは、壺（８８６）、石鏃（８８７～８８９）、楔形石器（８９０）、打製石庖丁（８９１～８９６）、石斧（８９７）、須

恵器甕（８９８）、磁器皿（８９９）、鉄片（９００）である。８９９は、自然堆積層直上からの出土である。

出土遺物のレベルが不明だが、ブロック土から中近世遺物が、暗灰黄色粘質土から弥生時代の遺物が

出土したと仮定するならば、弥生時代、この遺構はある時期帯水した状態にあった可能性を想定するこ

とができる。

第１９２図 SX１００７出土遺物（２）
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（５）包含層

包含層出土遺物は、土器３１４点、石器２８８点、鉄器３点を図化した。掘り下げ深度の誤認により、包含

層出土ではあるものの完形に近い個体もある。弥生土器は４－B区・５－A・B区で、中近世の遺物は

４－A・B区を中心にその出土量が多く認められ、遺構検出状況に比例した状態といえる。出土遺物の

量は圧倒的に弥生時代のものが多く、後期以降の遺物が大半を占める。

この章では、それぞれ器種別にまとめて述べていくことにする。

壺形土器（第１９３～１９６図）

壺形土器（９０１～９６２）は、計６２点図化できた。短頸広口壺（９０１・９０２・９０５・９０６・９２７・９３２・９３４・

９３５）・細頸広口壺（９２４～９２６）、広口壺（９０３・９０４・９０７～９２３・９３９～９４３）、長頸壺（９２８・９４４・９４５）、

直口壺（９３６・９４６・９４７）、無頸壺（９３７・９３８）、二重口縁壺（９２９～９３１）、体部（９４８）、底部（９４９～９６２）

である。９３７は鉢か？

壺は遺構からの出土量が少く、包含層出土遺物でその様相の一端をうかがうことができる。広口壺は

口縁部の外反の度合いや口縁端部の成形によって大きく分けることができ、口縁部が緩やかに屈曲して

外上方に拡がるもの、それがさらに大きく拡がるもの、直線的に開くもの、緩やかに立ち上がりそのま

ま口縁端部をおさめるものがある。口縁端部はそのまま丸く収めるもの、端面を形成するもの、端部が

上方あるいは下方、もしくはその両方に拡張し端面を形成するものがある。また口縁部端面には、凹線

や刻目、鋸歯文・斜格子文が施される。底部は平底が主体であり、９６０・９６１のみ丸みを帯びた平底であ

る。丸底は認められなかった。

９２０・９３０・９３１は、口縁部端面に鋸歯文を施す。９２０は明瞭な鋸歯文だが、９３０・９３１に認められる鋸歯

文は稚拙あるいは雑な描き方をしている。また剥離痕跡から、９２０・９２２は口縁部端面に円形浮文を貼り

付けていたことがわかる。９４８は口縁部から頸部が欠損して無いものの、器高５０cm以上を測る大型の壺

である。９６１の胎土は砂質が強く、他の出土遺物と異なる。吉野川を挟んだ南岸の井川町に所在する井

出上遺跡出土の弥生土器の胎土に類似する。また９２９・９６１は、胎土にチャートを含む。９５６は底部に木

の葉の圧痕が顕著に認められる。

甕形土器（第１９７～２０２図）

甕形土器（９６３～１０８２）は、計１２１点図化できた。そのうち逆L字形口縁を持つもの３点（９６３～９６５）、

折り曲げ口縁を持つもの５点（９６６～９７０）、くの字口縁を持つもの７４点（９７１～１０４４）で、出土した口縁

部の９割をくの字口縁が占める。

逆L字形口縁の３点は遺存状態が悪いものの、櫛描直線文やミガキが認められる。折り曲げ口縁の５

点の外面は、口縁端部に刻目（９６６・９７０）、体部上位に櫛描直線文やハケメ・刺突文、体部下位にミガ

キが施される（９６６・９６８・９７０）。また、全面ミガキが施されるものもある（９６７・９６９）。内面は、板ナ

デもしくはミガキを施す。

くの字口縁を持つ甕のうち、口縁端部を丸く、もしくは方形に収めるもの、また上方に拡張するもの、

上下方に拡張するもの、肥厚させるものがある。口縁端部を上方もしくは上下方向に拡張する個体のな

かに、端面に凹線を施すものが認められる。中には９８８のように、口縁部端面に凹線と刻目を施すもの

もある。
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９９９～１０４４は、タタキ成形の甕である。タタキ成形の甕は、口縁端部付近までタタキが施され、口縁

部を折り曲げて成形する折り曲げ口縁が確認される。外面の調整は、タタキを施した後ハケメを口縁端

部付近まで丁寧に施すもの、体部下半部を中心に施すもの、頸部と体部下半部に施すものがある。ハケ

メは、目の粗いあるいは細かなものを使用する。内面の調整は、口縁部から頸部はヨコナデもしくはハ

ケメが多い。体部はケズリ、あるいはケズリののちに頸部付近でハケメ・ナデ・ユビナデの調整を施す。

頸部近くまでケズリを施す個体が大半を占めるが、１００７のように体部中位までのものもある。ハケメ・

ユビナデ・ナデの調整は縦方向のケズリの後に行われるのが大半を占めるものの、１０２４のようにユビナ

デで頸部付近をある程度整形してから、横方向にケズリを施すものも認められる。

第１９６図 包含層出土土器（４）
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第１９８図 包含層出土土器（６）

―254―



10cm0

996

997

998�995�

999�

1000

1002

1001

1003

1005

1004

1006

1008

1009

1010

1012

1007

1011

第１９９図 包含層出土土器（７）
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口縁端部はそのまま丸く収めるもの、方形に収めるもの、方形に収めて明瞭な端面を形成するものが

ある。これらは、頸部からの厚みをほぼ保ったまま端部を収める。口縁先端部をやや尖り気味に厚みを

薄く収めるものは、１００８・１０３６・１０４２の３個体のみである。

１０４５～１０５０は分類を甕としたものの、鉢の可能性もある。外面の調整は、１０４８を除きタタキが施され

た痕跡が認められる。内面では、１０４９を除いた５個体はユビナデ調整、１０４９のみケズリのままである。

また１０５０では、内面見込みに棒状圧痕が顕著に認められる。

底部は、壺と同じく平底が主体である。１０５２・１０５５～１０５７・１０６０・１０８１・１０８２の７個体は、上げ底で

ある。３２個体図化できたなかで、１０７９のみ丸みを帯びる。１０５８は同時期の他の遺物と比較して器壁が非

常に薄く、丁寧な仕上げが施される。また１０６６では、底部に木の葉の圧痕が明瞭に認められる。

搬入品と考えられる個体は、９６７・９７４・９８４・９８５・９９４・１０５７の６個体である。胎土に金雲母を含む

９６７・９７４・９９４・１０５７は讃岐に、形態から９８４は吉野川下流域に故地を求めることができる。９８５は、吉

野川下流域からの搬入品の可能性がある。

鉢形土器（第２０３～２０４図）

鉢形土器（１０８３～１１２６）は、計４４点図化できた。そのうちボウル形のもの２０点（１０８３～１１０２）、口縁

部を折り曲げるやや大型のもの７点（１１０３～１１０９）、底部１７点（１１１０～１１２６）で、底部１７点のうち６点

（１１２１～１１２６）が有孔鉢である。

ボウル形の鉢の大半は、内彎しながら斜め上方へ立ち上がるが、１０８７のみ外上方へ直線的に立ち上が

る。タタキ成形が主で、１０８９のみ底部付近にタタキが認められるものの手捏ね成形によるものと思われ

る。外面の調整は、タタキの後に体部下半にハケメを施すもの（１０８３・１０９７・１０９９・１１０１）、また体部

下半にハケメ、上半部に板ナデを施すもの（１０８５）、部分的に板ナデを施すもの（１０９１・１０９２・１０９４・

１０９６・１０９８・１１０２）、体部下半にケズリを施すもの（１０８６・１０８８）、調整を施さないもの（１０８４・１０９０・

１１００）がある。また１０９３のように、内外面にミガキを施す個体も存在する。内面の調整は、ハケメが主

である。ハケメを施した後、内面見込み部を中心にユビナデを施すもの（１０８３・１０８５・１０９０・１０９４・

１０９５・１０９７）、板ナデを施すもの（１０８６）、板ナデを施した後に内面見込みを中心にケズリを施すもの

（１１００）、ミガキを施すもの（１０９３・１１０１）がある。１０８９は、ユビオサエのちユビナデを施す。

口縁部を折り曲げる鉢は、タタキ成形が主である。口縁端部付近までタタキを施し、口縁部～頸部、

ないしは体部上位にハケメを施す。内面は、口縁部から頸部ではハケメあるいはヨコナデ、体部はユビ

ナデ・ケズリ・ハケメ・ナデ・ミガキが施される。

底部は、壺・甕と比較して丸底がやや多く認められる。有孔鉢を除き、底部のみの遺存状態のものも

含めて図化できた２９個体のうち、１６個体が平底である。丸底および尖底は４個体で、残りの９個体は平

底から丸底への移行状態のものといえる。

１０８６では、外面体部上位に網目状の圧痕が認められる。１０９８・１１２６は、胎土にチャートを含む。

高坏形土器（第２０５～２０６図）

高坏形土器（１１２７～１１６２）は、計３６点図化できた。そのうちの１３点が坏部、２１点が脚部である。坏部

と脚部が接合した状態での出土は、遺構出土遺物を含めても１１３４の１点のみである。

坏部のうち、１１２７～１１３３は口縁部が直立する。この坏の口縁端部は、内外面（１１２７・１１２８・１１３０・１１３２・
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１１３３）、あるいは外面のみ（１１２９・１１３１）肥厚させる。また口縁端部上面に凹線を施すものもある（１１３０）。

外面は凹線ないしは擬凹線を１～５条施す。１１３４～１１３７は口縁部を内傾させ、内外面ともにミガキを施

す。口縁端部に凹線を施すものもある（１１３５・１１３７）。１１３８は、体部が直線的に立ち上がり口縁端部を

そのまま収める。タタキ成形で、内外面ともにハケメ調整を施す。

脚部は端部を拡張させるもの（１１３９～１１４１）、丸く収めるもの（１１４８）、また脚柱部から脚端部に向か

って大きく拡がるもの（１１５７～１１６０・１１６２）がある。脚部の透孔は、円形が３個体（１１４９・１１５７・１１６２）、

方形が１個体（１１４４）認められる。

その他の土器・土製品（第２０６図）

１１６３は、いわゆるバケツ形土器と呼ばれるものに似ている。しかし、台付および体部下半に穿孔が認

められるところが異なる。胎土に金雲母・角閃石を含むことから、讃岐からの搬入品と考えられる。１１６４

は、手捏ね成形の鉢か。１１６５は手捏ね皿で、外面下半部はケズリが施され、内面はユビナデで仕上げる。

１１６６～１１７０は、土器片を転用した土製紡錘車である。この５点のうち１１６６～１１６８の３点は、ほぼ完形

での出土である。１１７０は穿孔部が貫通しておらず、未製品である。

中世遺物（第２０７～２０８図）

中世遺物（１１７１～１２０２）は、土師質土器椀（１１７１）・杯（１１７２～１１７９）・小皿（１１８０～１１８３）・鍋（１１９０・

１２０１）・擂鉢（１１９１）・羽釜（１１９２～１２００）・土錘（１２０２）、青磁皿（１１８４）、白磁碗（１１８５～１１８７）、

天目茶碗（１１８８・１１８９）の計３２点が図化できた。

供膳具のうち土師質土器椀の出土量は少なく、断面三角形を呈し、ハの字に開く高台を持つ１１７１のみ

である。８点図化できた杯のうち、１１７２以外の杯は体部が外上方に開きながら立ち上がり、器高が３cm

前後におさまる。その形態から、１１７２より後出するものと考えられる。また１１７４は、内外面の口縁部は

ヨコナデ、体部下位から底部にかけて顕著に認められるユビオサエから、三好町円通寺遺跡分類の杯A

に相当する。また１１７２は、体部下位に多量の炭化物が付着する。小皿は体部が外上方に開き、口縁端部

を丸くあるいはやや尖りぎみに収める。１１８５・１１８６はいわゆる玉縁口縁と呼ばれる口縁部を持つ白磁碗

で、森田・横田編年の碗 類にあたる。１１８７は白磁皿で、内面に櫛描文、外面口縁部と内面のみに施釉

する。森田・横田編年の皿 類か。１１８８・１１８９は天目茶碗で、１１８８の体部は直線的に、１１８９はやや丸み

を帯びて立ち上がる。１１８８の口縁部はほぼ直立し、中央部がわずかに凹む。１１８９の口縁部は体部との境

で屈曲し、短く外反する。１４～１５世紀のものと思われる。

調理具である擂鉢は、欠損のため口縁部の形態が不明な１１９１のみである。内面は炭化物が多く付着し

ているものの、ハケメを施したあとに６条の擂目が確認できる。胎土に金雲母・角閃石を含むことから、

讃岐からの搬入品と思われる。

煮沸具のうち、羽釜は９点図化できた。鍔部は水平に向くものが主体だが、下向き（１１９５）・上向き

（１１９８）もある。１１９５は円通寺遺跡釜C類にあたり、脇町に所在する田上遺跡 のSK２０３３から類似する

鍔部を持つ羽釜が出土している。１１９４の口縁端部は、土をそのまま折り曲げて隆帯状に成形している。

１１９９を除いた８点は、鍔部から下位の体部に多量の炭化物が付着しており使用痕跡が認められる。また

１１９９の胎土にチャートが認められる。鍋は２点図化できた。１１９０は炭化物が外面体部に大量に、１２０１で

は内面の頸部に付着する。土錘は、ほぼ完形での出土である。
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第２０７図 包含層出土土器（１５）
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第２０９図 側溝・機械掘削出土土器
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機械掘削・側溝出土土器（第２０９図）

甕形土器（１２０３・１２０４）、高坏形土器（１２０５～１２０７）、土師質土器羽釜脚部（１２０８）、土錘（１２０９）が

図化できた。１２０３は口径約３０cm弱を測る。胎土に角閃石を含むことから、讃岐からの搬入品と考えら

れる。１２０４は断面に被熱痕跡が認められることから、破損してから熱を受けたものと思われる。１２０５は

垂下口縁を持つ高坏で、この形態の高坏は遺構内からの出土は認められず、この１点のみである。

縄文土器（第２１０図）

１２１０・１２１１ともに、５－B区から出土した浅鉢である。１２１０は福田K に比定か。１２１１は無文の浅鉢

であり、ともに縄文時代後期と思われる。

撹乱出土遺物（第２１１図）

掲載した遺物は、SXとして調査が行われていたものの調査途中で撹乱扱いとなった遺構から出土し

たものである。５－B区に所在する。壺形土器１点、凹線が口縁部端面に施される甕形土器２点・底部

１点、高坏形土器１点、体部片１４８点、サヌカイト製石庖丁１点・剥片１０点、結晶片岩製砥石・剥片各

第２１０図 包含層出土縄文土器

第２１１図 撹乱出土遺物
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１点が出土し、そのうち図化できたのは壺（１２１２）、高坏（１２１３）、打製石庖丁（１２１４）、砂質片岩の剥

片（１２１５）である。図面等の資料がないものの、弥生時代の遺構が近現代の撹乱に切られていたものと

推測できる。

石鏃（第２１２～２１４図）

石鏃（１２１６～１２９４）は、計７９点図化できた。石鏃を基部の形状で分類すると、１２１６～１２１８・１２２０～１２３１・

１２４１は平基三角、１２１９・１２３２～１２４０・１２４２～１２６３は凹基式、１２６４～１２６９は平基五角、１２７０・１２７１は凸基

式、１２７２～１２７７は有茎式となる。１２７８～１２９４は未製品で、１２８６は凹基式、１２８９は有茎式である。図化で

きた石鏃の中で、最大長を測るのは１２３３の４．３cm、最小は１２３１の１．７cmである。

石錐（第２１５図）

石錐（１２９５～１３０３）は、計９点図化できた。このうち、１２９５・１３０１のみ完形品である。１２９７・１３０１・

１３０２は、摘みをもたない。１３０３は、未製品である。

楔形石器（第２１５～２１９図）

楔形石器（１３０４～１３５７）は、計５４点図化できた。大多数がサヌカイトを使用石材に用いるのに対し、

１３５６は粘板岩、１３５７は砂質片岩を使用する。１３１０・１３１５・１３２３・１３３２の４点につぶれ痕が認められ、そ

の位置は１３１０・１３１５は上下側縁部に、１３２３は下側縁部の一部に、１３３２は上側縁部の一部である。１３０７・

１３３３・１３４５の３点は、折れた後に打面を加えているのが観察できる。１３０７は左側縁部に、１３３３は上部側

縁部、１３４５は右上部側縁に認められる。また１３４５の左側縁部は、風化の進んでいる剥離面である。

石剣（第２１９図）

石剣（１３５８～１３６０）は３点図化できたものの、欠損している。使用石材として、１３５８・１３５９はサヌカ

イトを、１３６０は砂質片岩を用いる。１３５８・１３５９では、表面の一部に擦痕が認められる。

打製石庖丁（第２１９～２２３図）

包含層から出土した石庖丁のなかに、磨製のものは認められなかった。打製石庖丁（１３６１～１４０７）は、

４７点図化できた。そのうちの４点（１３６１～１３６４）は、サヌカイトを使用石材として用いる。後の４３点は

結晶片岩を用い、詳細は砂質片岩３７点（１３６５～１３６９・１３７１・１３７２・１３７４～１３７７・１３８０～１３８６・１３８８～

１３９３・１３９５～１４０７）・紅簾片岩４点（１３７０・１３７８・１３７９・１３８７）・泥質片岩２点（１３７３・１３９４）となり、

砂質片岩が圧倒的に多い。

刃部形態で凸刃を持つものは１４点（１３６１・１３６３・１３６４・１３６７・１３７３・１３７６・１３８５・１３９１・１３９３・

１３９４・１３９７・１４０１・１４０２・１４０５）、凹刃を持つものは２点（１３６６・１３９０）、平刃を持つものは３０点である。

また１３６９は、凸刃・平刃を持つ。刃部数で複刃を持つものは、５点（１３６９・１３７０・１３７７・１３８０・１３８２）

である。

削器（第２２３～２２６図）

削器（１４０８～１４５６）は、４９点図化できた。そのうちの２７点（１４０８～１４３４）は、サヌカイトを使用石材
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第２１６図 包含層出土石器（５）
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第２１７図 包含層出土石器（６）
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第２２３図 包含層出土石器（１２）

１４１５ー スクリーントーン 磨滅
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として用いる。残り２２点は結晶片岩を用い、詳細は砂質片岩１７点（１４３５～１４４０・１４４２・１４４４～１４５１・

１４５３・１４５６）・紅簾片岩２点（１４４３・１４５４）・泥質片岩３点（１４４１・１４５２・１４５５）となり、砂質片岩が

圧倒的に多い。

使用石材として、１４１６・１４２２・１４３８・１４４１は縦長剥片を、１４４５は砂質片岩の礫を用いる。残りの４４点

は、横長剥片である。刃部形態で凸刃を持つものは１１点（１４１１・１４１３・１４１４・１４１９・１４２３・１４２９・１４４２・

１４４６・１４４８・１４５０・１４５１）、凹刃を持つものは６点（１４０９・１４１０・１４１２・１４２５・１４２７・１４３９）、平刃を持

つものは３０点である。また１４３６は平刃・凸刃を、１４４０は平刃・凹刃をもつ。刃部数で複刃を持つものは、

１０点（１４１０・１４１１・１４２３・１４３０・１４３６・１４３８・１４４０・１４４２・１４４９・１４５２）である。１４１５は、翼状剥片を

用いる。１４４１は、柱状片刃石斧を転用して削器にしている。

石鍬（第２２６図）

包含層から出土した石鍬は、１４５７だけである。泥質片岩を使用する。調査区内で出土した石鍬は、SA

１００４から出土した砂質片岩を用いる石鍬を含めて２点のみである。

第２２９図 包含層出土石器（１８）

スクリーントーン ― ミガキ
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石斧（第２２６図）

石斧（１４５８～１４６０）は、３点図化できた。１４５８は、砂質片岩を用いる柱状片刃石斧である。１４５９は、

泥質片岩を用いる扁平片刃石斧である。１４６０は、緑泥片岩を用いる円柱状石斧で完形である。

砥石（第２２７図）

砥石は、１４６１のみ図化できた。頁岩を用い、遺存状態は悪いものの表面・下部・右側縁部の３個所に

磨面が認められる。

剥片（第２２７～２２９図）

剥片（１４６２～１４９５）は、３４点図化できた。１４９５のみチャートで、他はすべてサヌカイトである。１４６２・

１４８８・１４８９・１４９１・１４９５の５点は、R剥片である。１４７３では節理面が、１４９３では表面にミガキ痕が認め

られる。

敲石（第２３０図）

敲石（１４９６～１５０１）は、６点図化できた。１４９６・１４９７・１４９９は閃緑岩を、１４９８はハンレイ岩、１５００は

緑泥片岩、１５０１は砂質片岩を用いる。１４９６は下側縁部と表裏面に、１４９７は上側縁部と表面に、１４９８は右

側縁部に、１４９９は上下側縁部に、１５００は裏面と上下側縁部に、１５０１は下側縁部に敲打痕が認められる。

鉄製品（第２３１図）

鉄製品は、３点（１５０２～１５０４）図化できた。１５０２は遺存状態が悪いものの、断面方形を呈する鉄釘で

ある。１５０３はほぼ完形の鉄鏃で、排土からの表採である。１５０４は、鉄製の小剣ないしは槍と思われる。

推定長は、１０．７cmを測る。

第２３１図 包含層出土鉄製品
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ま と め
今回の調査では、吉野川に面した平坦な低位段丘面上で縄文時代・弥生時代・鎌倉時代・室町時代・

江戸時代の遺構および遺物を確認した。縄文時代の遺構は土坑１基のみの検出で、調査対象地内で住居

跡が検出され、集落が形成されるようになるのは、弥生時代中期中葉以降となる。また調査地の西側で

削平を受けながらも中近世に属する炭窯が検出されており、住居跡だけでなく生産遺構も確認した。

前述したように、遺構は時代ごとに確認された地点が微妙に異なる。弥生時代では調査対象地の東側

で、鎌倉～江戸時代では西側で遺構の検出率が高い。この章では、調査対象範囲で認められる各時代の

概要を述べて本報告のまとめとしたい。

縄文時代

縄文時代の遺構・遺物として、３区で検出した土坑SK１００５と包含層から出土した土器片、および翡

翠製大珠をあげることができる。ただ大珠は弥生時代後期後葉～終末期の住居跡から出土しており、出

土状況が不明なことから、混入物あるいは転用されて装飾品等に使用されたのか判断することができな

かった。包含層から出土した土器片は浅鉢で、形態・文様の特徴などから縄文時代後期の福田K 式に

比定できる。またSK１００５からD字の凸帯を持つ深鉢とサヌカイト剥片、欠損した結晶片岩製石棒が出

土し、縄文時代晩期に比定できる。

調査区内では確認された縄文時代の遺構は土坑１基のみだが、２km程離れた西側の沖積地上では縄

文時代晩期の遺構・遺物が確認された大柿遺跡が、また吉野川を挟んだ対岸の三加茂町では晩期の稲持

遺跡・毛田遺跡が所在する。硬玉製大珠を出土する遺跡はまれであり、集落の規模としてはほぼ例外な

く環状の住居配置を持ついわゆる拠点集落から１遺跡１点程度の出土といわれていることから（１）、調査

区近隣に縄文時代の拠点集落が存在する可能性がある。

弥生時代

１ 土器について

本遺跡出土の弥生土器は、中期の土器も認められるが大半が後期後葉～終末期に属する。中期の土器

は中葉～後葉が主体を占めるが、前葉の土器も包含層からわずかに出土している。

資料数の希薄さから、弥生時代後期～終末期の土器をこれまで論じることができなかった吉野川上流

域だが、昨今の調査件数を反映して、資料数の増加が認められる。最近の吉野川上流域の土器の研究で

は、田川憲の大柿遺跡での検討がある（田川２００１）。竪穴住居から出土した土器を中心に４様相に分類

を行い、その結果、これらの土器は弥生時代後期、終末期～古墳時代前期初頭の布留０式段階に比定で

き、終末期後半段階と古墳時代前期初頭の間には、体部の球形化とそれに伴う底部の丸底化を一つの画

期として捉えることができ、またその新要素をもつ土器と、前段階で認められる平底で体部が長胴化す

る土器が共伴することを指摘している。

また菅原康夫は、既出の資料を用いて上流域の後期～終末期の土器様相を素描し、後期前半段階まで

は中流域と同一様相を示すものの、後半以降は上流域独自の変化を遂げ、その同一土器様相を示す領域

として、三野・三加茂町以西～池田町域を推測している（菅原２００２）。そして土器様相を、次ぎのよう

に分類した。田川が様相２としてまとめた終末期前半は、鋸歯文を施した二重口縁壺が出現・定着し、
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厚甕が盛行する。甕はタタキ技法が顕在化し、口縁部が肥厚して断面方形なのが、細く薄くなり、先を

尖らせるように変化する。様相３としてまとめた終末期後半は、すべての器種にタタキ目が顕在し、体

部が球形、底部が丸底化になるとする。両者とも、この編年試案については検討の余地ありとしており、

現時点での過渡的なものとしている。両氏の土器様相に関する認識は大概で一致をみるが、体部が球形

化し、底部丸底に変化する時期の認識は異なり、菅原はそれを終末期後半に、田川は古墳時代前期初頭

として捉えている。二人の見解の異なる点に関しては、筆者は田川と同じ捉え方をしているので、体部

球形化・底部丸底の傾向が認められない器種は終末期とした。

本遺跡から出土した器種は、壺・甕・鉢・高坏・手捏ね皿等である。包含層出土をあわせて、その出

土量は甕（４４％）・壺（２６％）・鉢（１７％）・高坏（１３％）の順となる。また完形品は、壺・甕では出

土はほとんどなく、鉢にやや多く認められる程度である。時期区分を行う際の指標として甕を選んだ場

合、出土量が最多ではあるものの全体の器形が不明瞭であり、かつ田川の指摘にもあるように新旧の要

素が混在し、分類は難しいといえる。よって、本遺跡の後期後葉～終末期の土器を分類するに際し、次

の２点に留意した。まず、１点目は鋸歯文を施す二重口縁壺や小型丸底鉢など、その時期に出現する器

種の抽出を行う。２点目は、完形品の割合が多い鉢を対象とする。また鉢は、底部の形状、特に壺・甕

と比較して底部の丸底化が早い傾向が看取できるため（２）、同一遺構から出土した鉢のすべてが丸底を呈

していた場合のみ、終末期後半とした。

両氏の編年試案と吉野川下流域の土器編年案を参照し、本遺跡の各遺構の所属時期をそれぞれ想定し

た。そして出土遺物から、竪穴住居を時期別に変遷したのが第２表である。

また本遺跡に搬入された土器は、胎土からその可能性のあるものを含めて１６点あげることができ、出

土した弥生土器の総数のうち１．７％の比率を占める。搬入土器の内訳は、壺４点（１・６５７・６９３・７４６）、

甕１３点（１３・７１・７４・８５・２５９・６５２・７０５・７４５・９６７・９７４・９８５・９９４・１０５７）、鉢１点（７５８）、高坏１

点（７１４）である。搬入先は吉野川下流域・讃岐・土佐の３地域からで、吉野川下流域から広口壺２点、

甕・高坏各１点、讃岐から壺１点・甕１２点・鉢１点、土佐から壺１点が西原遺跡に持ち込まれたといえ

る。点数の上では、讃岐からの搬入品が大半を占める。SB１００１出土の広口壺（１）・SK１２８６出土の広

口壺（６９３）は東阿波型土器、SB１００９出土の二重口縁壺（１９３）・SK１２７４出土の甕（６８１）の２点につ

いては、東阿波型土器の模倣品と考えられる。

２ 石器について

西原遺跡で出土した石器のうち図化できたものは、総数５７０点を数え、総重量は約１７３．６kgを量る。

使用石材は、吉野川を挟んだ南側を走る三波川帯の結晶片岩および蛇紋岩、またその北側を走る和泉帯

の砂岩、および讃岐で産出されるサヌカイトなどが主体である。サヌカイト・ハンレイ岩以外は、遺跡

の近隣で手に入れやすい石材である。

西原遺跡に持ち込まれたサヌカイトは、各遺構および包含層出土を併せて総重量５kgを量る。調査

対象地内では、サヌカイト製石核の出土は認められず、製品・未製品・剥片のみである。図化できた石

器は総数４１８点を数え、内訳として石鏃２０１点、楔形石器９６点、削器３４点、打製石庖丁７点、石錐１３点、

剥片６３点、石剣３点で、石鏃が圧倒的に多い。出土した石鏃のうち９割が製品で、未製品も含めて型式

分類を行うと、凹基式８９点、平基三角４９点、有茎式２０点、平基五角７点、凸基式７点、型式不明２６点と

なり、凹基式が全体の４４％、平基三角を含めると全体のほぼ７割を占める。西原遺跡とほぼ同時期の徳
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島市矢野遺跡では、報告書に掲載されている石鏃の出土量は１１点と少ないものの、出土比率から西原遺

跡と同じように平基三角式・凹基式が主体の可能性がある。矢野遺跡の石鏃の少なさは、鉄器化への移

行を反映している。西原遺跡では時期的な混入物の可能性があるため一概に対比できないが、鉄製品の

出土量の少なさも考慮に入れると、矢野遺跡など吉野川下流域の集落と比較して鉄器化への移行は遅

く、石器の使用比率が大きかったものと推測できる。

打製石庖丁は遺構および包含層併せて１０８点出土し、磨製石庖丁の出土は認められなかった。石庖丁

を石材別に見るとサヌカイト製が７点、結晶片岩製が１０１点となり、９割を結晶片岩が占める。また結

晶片岩をさらに詳しく分類すると、砂質片岩８４点・紅簾片岩１２点・泥質片岩４点・緑泥片岩１点とな

る。これらの結晶片岩は、西原遺跡のすぐ南側を走る吉野川の川原で採集できる。

削器は、遺構および包含層併せて６３点出土した。石材別に見ると、サヌカイト製が３５点、結晶片岩製

が２８点となり、ややサヌカイトの使用が多いといえる。サヌカイトは片岩より鋭利であり、削器の道具

としての機能を考えると、打製石庖丁よりサヌカイト使用量が多いのは妥当と思われる。結晶片岩をさ

らに分類すると、砂質片岩２２点・紅簾片岩３点・泥質片岩３点となり、打製石庖丁と似た傾向を示す。

石斧は、遺構および包含層併せて１５点の出土である。このうち、共伴遺物より中期中葉～後葉に比定

できる遺構から、自然礫に敲打痕・研磨痕が認められる未製品の石斧が、後期以降では柱状片刃および

扁平片刃石斧が出土した。完形品の出土は、柱状片刃および扁平片刃石斧では認められず、包含層から

出土した円柱状片刃石斧のみである。石斧は石材に閃緑岩・ハンレイ岩を、柱状片刃および扁平片刃石

斧は主に砂質片岩を用いる。

３ 竪穴住居の様相

調査対象地内で検出した竪穴住居１６軒のうち、弥生時代中期中葉に比定できる住居は３軒（SB１００７・

１０１０ab・１０１１）、中期後葉は１軒（SB１００５）、後期前葉は２軒（SB１００８・１０１４）、後期後葉～終末期前

半は６軒（SB１００２～１００４・１００６・１００９・１０１５）、終末期後半は３軒（SB１００１・１０１２・１０１３）を数える。

これは、出土遺物の下限から想定して主体とした時期を表す。時期別に見ると、中期中葉～後期前葉と

後期後葉～終末期の二つに大別することができ、本遺跡では終末期に住居数の増加が認められ、一つの

画期として捉えることができる。

竪穴住居の平面には二形態あり、円形１３軒、隅丸方形２軒を数え、円形住居が主体といえる。出土遺

物から、隅丸方形２軒のうちSB１０１４は後期前葉に、SB１００４は終末期前半に比定でき、同時期に円形住

居も存在する。調査区内では、終末期後半に属する方形住居は未検出である。

住居の規模から差異を求めると、床面積では２０m２未満の住居が６軒、２０～４０m２未満が７軒、４０m２以

上が２軒を数える。しかし、調査範囲の制限や撹乱などによって調査に制限があり、床面積で規模の大

きさをより反映させるには難しいといえる。よって長軸で検討すると、５m未満が２軒（SB１００５・

１０１４）、５m以上～７m未満が７軒（SB１００２・１００３・１００６・１０１０a・b～１０１２・１０１５）、７m以上が５軒（SB

１００１・１００４・１００８・１００９・１０１３）を数える。７m以上の住居のうち、９m近くあるのがSB１００９・１０１３の

２軒である。これを時期別にみると、中期中葉に比定できる住居３軒のうち、SB１００７の規模は不明瞭

だが、５m以上～７m未満が主体と思われる。出土遺物では、SB１０１０a・bはサヌカイトの出土量が一

番多く、管玉も保有する。中期後葉～後期前葉に比定できる住居３軒のうち、隅丸方形であるSB１０１４

とSB１００５は長軸５m以下、SB１００８は長軸７m以上となる。後期後葉～終末期前半に比定できる住居６
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軒のうち、SB１００２・１００３・１００６・１０１５の４軒が５～７m未満、SB１００４・１００９の２軒が７m以上を測り、

なかでもSB１００９は８mを越える。７m以上を測る２軒は、他の住居と平面形態に異なる点が認められる。

SB１００７は隅丸方形、SB１００９は南東部に張出部をもつ。また出土遺物にも差が認められ、SB１００９はサヌ

カイト保有量がSB１０１０abに次ぎ二番目であり、同時期では最多の出土量となる。また鉄製棒状工具・

東阿波形土器の模倣品と思われる土器が出土している。終末期後半に比定できる住居３軒のうち、SB

１０１２以外の２軒は７m以上を測り、SB１０１３は９m近い。またSB１００９ほど明確ではないが、SB１０１３は南

西部に張出部と考えられる突出部を持つ。この７m以上を測る住居２軒は出土遺物にも差が認められ、

SB１００１は管玉を保有し、東阿波型土器・讃岐からの搬入土器が認められた。また、SB１０１３では管玉・

土玉・翡翠製大珠の装飾品、蛇文岩の石核、および穂積具・ノミ状工具と思われる鉄製品が出土してい

る。矢野遺跡では、後期後半以降、住居の規模によって鉄器が偏在する傾向があり、また床面積が４０m２

以上の住居では鉄の保有率が高くなる傾向が認められている（３）。本遺跡でも、規模によって鉄器が偏在

する可能性がある。

住居の内部構造では、ほぼすべてに主柱穴および炉を確認した。しかし周壁溝・ベッド状遺構は確認

できず、貼床はSB１０１４で該当すると思われる層を確認したに過ぎない。主柱穴は明瞭なものと推定困

難なものがあり、概ね多角形が主体と想定できる。明らかに四本柱構造と想定できるのが、平面が隅丸

方形をなすSB１０１４のみである。炉の平面形態は楕円形あるいは不整形を呈し、主柱穴間および住居の

平面から見ると、ほぼ中央あるいは若干ずれて位置する。住居の大半が、炉を１基伴うのに対し、SB

１０１１のみ３基据え付けていた可能性がある。

西原遺跡では、平面形態が円形を呈する住居のなかで、時期が下るにつれて大型化、あるいは大型住

居の占める比率が増加する傾向が看取できる。この傾向は、同時期の矢野遺跡でも認められる。また包

含層出土を併せても鉄器の出土量は少なく、鉄器化への移行は遅かったと思われる。搬入土器では、讃

岐の土器は弥生時代中期中葉～終末期に、東阿波型土器を含む吉野川下流域の土器は、模倣品を含めて

後期後葉～終末期の遺構からその出土が認められる。

徳島では、住居の平面形態に関する最近の研究として、岡山真知子（岡山２０００）の鮎喰遺跡での検討

がある。それまでに報告された吉野川流域の弥生時代後期後半～古墳時代初頭までの竪穴住居について

集成を行い、次のようにまとめた。徳島では、円形から方形へ住居の平面形態が転換する時期は地域に

よって多少差が認められ、吉野川下流域の黒谷川郡頭遺跡が現段階で最も早く中期中葉に、吉野川上流

域が最も遅く後期以降に方形住居が認められるとした。また鮎喰川流域では、中期後葉に画期を求める

ものの、集落単位で異なると予想している。そして古墳時代初頭には平面形態が方形に統一され、４本

柱構造となり、規模も縮小化を辿る、としている。また住居の規模では、小型化への傾向、あるいは大

型住居の減少傾向が認められ、特に中期後半に多く認められた８０m２近い住居は、吉野川上流域を除い

て認められない、とした。

また住居に附設する張出部は後期初頭前後に出現し、終末期に盛行するが、古墳時代初頭まで残ると

する。存続時期は地域によって差異があり、上流域は後期後葉までの可能性が高いとしている。張出部

の機能については、当初は住居の一部を拡張しただけで機能的側面を持たない例があるとしつつも、ベ

ッド状遺構の出現により入り口的機能に集約されたとする。そして、張出部を持つ住居には、匂玉製作

遺構や水銀朱精製関連遺構など特殊な性格の住居に多く認められるとしている。

西原遺跡では、２軒の住居にこの張出部と考えられる突出部が附設される。この２軒の住居は、規模
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および出土遺物に他の住居と差異が認められる。特殊な性格を持つとは考えがたいものの、他の住居と

は異なった性格を持つ可能性はある。

４ 集落構成について

調査区内では、竪穴住居１６軒、掘立柱建物３軒、土坑・柱穴・溝等で構成される。時期別にみると、

中期中葉～後期前葉と後期後葉～終末期の二段階に大別することができる。

掘立柱建物３棟は、出土遺物が小片のために所属時期を確定できなかった。しかしSA１０１１に関して

は、切り合い関係にあるSK１２５３の出土遺物からある程度推測できる。SK１２５３では、図化できていない

ものの口縁端部を外上方へ拡張させ、口縁部が直立する高坏の小片が出土している。吉野川上流域の編

年案が確立されていないために時期が前後する可能性もあるが、この形状の高坏の存続期間を現状では

後期中葉までとしており、SA１０１１の所属時期をこれ以前としたい。

第一段階の中期中葉～後期前葉では、竪穴住居は調査対象地の北側、SD１０１６が位置する５－A区に

構築され、同時期にほぼ住居２～３軒が存在したと推定できる。そしてこれらの住居の南側、５－B区

ではSA１０１１が構築され、土坑や柱穴が点在する空間域が拡がる。

第二段階の後期後葉～終末期では住居数の増加が認められ、空間域であった５－B区に住居が構築さ

れるようになる。調査区内において、この段階に比定できるような掘立柱建物は確認できていない。ま

たこの段階を、二つに分けることができる。後期前葉～終末期前半の６軒の住居配置は、SB１００２・１００３

が近接するもののほぼ１５～２０m間隔で５軒の住居が位置する。また、出土遺物からこの時期に比定でき

るSX１００４は、炉が確認できなかったために竪穴住居から不明遺構に変更した遺構だが、このSX１００４も

含めるとこれら住居群の中心に土坑や柱穴の点在する空間域が拡がる。終末期後半では、前段階に住居

が認められなかった空間域にも住居が構築されるようになる。またこの住居配置は、後期後葉～終末期

の土器の編年案が確立し、時期がより細分化されれば、異なる可能性はある。

これまでの徳島県内の事例で、後期前葉までは居住区の中に倉庫群もしくは貯蔵施設が設置されてい

たことが確認されている（４）。本遺跡で確認された居住域の範囲を確定することはできないが、中期中葉

～後期前葉の集落構成を見る限り、上記に該当する可能性はある。

５ 西原遺跡と足代東原遺跡の積石墓群

足代東原遺跡は、昭和５６年度（１９８１年）に吉野川北岸農業水利事業の幹線水路埋設工事に伴い調査が

行われた。遺跡は、黒原谷川に形成された扇状地の標高８３m前後の扇央部に位置し、西原遺跡の北東約

５００mに所在する。前方後円形をした積石墓と３６基以上の円形の積石墓が検出され、弥生時代後期後半

～庄内式併行段階の集団墓地であることが確認された。そしてこれらの積石墓群は後期中葉に出現し、

前方後円形の積石墓は終末期前半に築かれた、と想定している（菅原２００２）。墓域は調査範囲の制約で

南北の拡がりを確認できないものの、東西約１８０mの範囲に形成される。墓群のほぼ中央に、突出部が

未発達な形態を示す前方後円形状の積石墓（１号墓）が構築され、その周囲を３６基以上の円形積石墓が

取り巻く。調査が行われていないものの、前方後円形状の積石墓の埋葬施設は、緑泥片岩板石の存在か

ら組合式箱式石棺の可能性が考えられている。また、葬送儀礼に関与したと考えられる土器溜まりがい

くつか確認され、そのうちの一つから、造形的特徴が縄文時代後・晩期に出土するものと共通する猪型

土製品と、猿型土製品が出土した。また積石墓の中に副葬遺物として石鍬・石庖丁・打製石斧が認めら
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れることから、この積石墓群を形成した集団の生業基盤に畑作の可能性を挙げている（菅原１９８２・

１９８８）。

足代東原遺跡の出土土器のうち、公表されている資料の底部はすべて平底である。しかし体部の傾き

から丸底に推定できるものがあり、また体部が球形化している壺もしくは甕が存在する。西原遺跡出土

の土器のうち、球形化する体部を持つのはSB１０１３出土の甕のみで、平底を呈する。出土遺物から両遺

跡の時期的な並存を確認できたが、足代東原遺跡出土土器のなかに西原遺跡出土土器より後出する要素

を持つものがある。新要素を持つ土器の比率および出土遺構、そして積石墓群の主要な時期など、今後

の詳細な報告を待ちたい。

６ まとめ

本遺跡では、弥生時代中期中葉～終末期の竪穴住居や土坑を確認した。調査対象地に住居を構築し始

めたのは弥生時代中期中葉以降で、後期半ばにはそれが一端途切れるものの、後期後葉～終末期前半に

は増大して再度築かれる。後期後葉～終末期において、住居数が増加する傾向は矢野遺跡でも認められ

る。またこの時期、西原遺跡では鉄製品、東阿波形土器・吉野川下流域からの搬入品が認められるよう

になる。これまでの調査において、吉野川上流域に位置する遺跡で鉄製品の出土が認められるのは８遺

跡を数え、最古は中期に比定できる土取遺跡・丸山遺跡である。他の６遺跡は、西原と同様に後期後葉

～終末期を中心とする。（５）

これまでの住居規模に関する研究で、吉野川上流域を除いた地域では、時期が下るにつれて大型住居

の減少傾向が認められるとした（岡山２０００）。一方で、後期以降では６０～８０m２にかかる大型住居の増加

が認められるとし、また吉野川上流域ではおしなべて住居規模が大きい、とした論もある（菅原２００２）。

しかし、平面形態が円形から方形への転換時には規模の縮小が認められる、とした点は両者ともに一致

する。今回の報告では、住居の遺存状態にも反映されるが、西原遺跡の円形住居は時期が下るにつれて

大型化、あるいは大型住居の占める割合が増加する傾向が看取できる。またこの傾向は、同時期の吉野

川下流域に位置する矢野遺跡でも認められる。また西原遺跡では隅丸方形の住居を２軒確認している

が、そのうちの１軒は後期前葉、もう１軒は後期後葉～終末期前半に比定している。調査対象地内では

隅丸方形住居の出現後、方形住居の増加は認められず、円形住居の大型化が認められるようになる。

徳島県全域の住居の集成を行っていないので、雑駁な見解となるが、円形住居に関しては時期が下る

につれて（後期後葉～終末期をピークに）大型化し、それは吉野川上流域だけの傾向ではない可能性が

ある。これについては、機会を改めて論じてみたい。また、西原遺跡のなかで最大規模の住居はSB１００９・

１０１３だが、上流域の他遺跡（池田町ウエノ遺跡・三好町大柿遺跡など）では直径１０m前後を測る住居が

存在する。また住居数の増加および出土遺物から、弥生時代後期後葉～終末期前半に一つの画期を求め

ることができる。現段階では、足代東原遺跡の積石墓群は後期中葉に出現し、前方後円形の積石墓は終

末期前半に築かれたとされ、この画期が前方後円形の積石墓の構築に直接結びついたかどうかは不明だ

が、その可能性は示唆しておきたい。しかし、SB１００９・１０１３は遺物組成および住居の規模が調査区内

の他の住居とは異なっているものの、規模では他の上流域に分布する住居の中で際だって大きいとはい

えない。集落内での住居の位置づけ、性格など検討課題は存在するものの、西原遺跡の住人をこの積石

墓群を築いた母集団の一部として捉えたい。また足代東原遺跡では後出する要素を持つ土器が出土して

おり、西原遺跡ではその要素を持つ土器の出土は非常に少ない。また東へ５００m程離れた吉野川沿いに

―295―



東原遺跡が所在し、弥生時代の遺構・遺物数は少ないものの、包含層から体部球形化・底部丸底を呈す

る壺が出土している。よって、調査区外にその時期の遺構の拡がりを想定したい。

鎌倉・室町時代

鎌倉・室町時代の遺構として、掘立柱建物１０棟、土坑３２基、柱穴１３６基・集石遺構１基を確認した。

これらの遺構は４－A・B区を中心に検出され、掘立柱建物は４－A区で多く認められる。上記以上に

掘立柱建物跡を復元することはできなかったが、柱穴が密集して検出されたことから幾度か立て替えを

行った可能性を想定できる。建物は２間×１間、ないし１間×２間が主流で、床面積は平均で１２．７m２

を測る。庇を付随していたと考えられる建物は、２棟復元することができた。以上のことから、調査区

内では小規模な建物が数棟築かれていたことが想定される。

遺構の出土遺物は、土師質土器杯・小皿・鍋・釜・擂鉢・脚部、須恵質土器椀をあげることができる。

出土した杯は体部が直線的に外上方に開き、器高がやや低い。杯・小皿に認められる底部切り離し技法

はすべて回転ヘラ切りで、出土遺物に回転糸切りは認められなかった。羽釜は口縁部が内傾し、鍔部が

短く形骸化している。擂鉢は口縁端部が内傾し、円通寺遺跡分類の擂鉢C類にあたる。杯・羽釜の形態

から、遺構の主体となる時期は１５～１６世紀と思われる。

江戸時代

江戸時代の遺構は、鎌倉・室町時代の遺構と同じように４－A・B区を中心に暗渠と考えられる溝１

条・土坑７基・柱穴１８基・窯７基・灰原９基・不明遺構１基を検出した。撹乱扱いなどにより調査対象

外とされたものもあり、本来の遺構数はもう少し多いと思われる。柱穴は掘立柱建物を構築するような

並びは認められなかったが、鎌倉・室町時代に引き続き集落域であったと考えられる。また調査区西側

で検出した窯および灰原は遺存状態が悪く、窯の平面形態は不整形ないしは長方形を呈する。遺構検出

状況から、ほぼ７基確認できた窯のうち４基に、壁面では認められなかったが床面上に被熱痕跡を確認

した。被熱痕跡以外に、付随すると思われる遺構内遺構は確認できなかった。

西原遺跡の西側に位置する円通寺遺跡では、開発に伴う炭窯群が確認されており、これらの一部かと

想定されたが、出土遺物から同時期の可能性はないと思われる。

（注）

（１）栗原義明 １９９４

（２）田川憲氏の御教授による。

（３）栗林誠治 ２００２

（４）菅原康夫 ２００２

（５）前掲注（３）に同じ
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